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タイ、ASEANの今がわかるビジネス・経済情報誌『アレイズ』

進化すべし、変化すべし

～投資優遇措置で次世代自動車
  生産への移行加速か！？～

どこに行く

アジアの
デトロイト

タイ、アセアンの自動車ビジネス新潮流を読む

INTAGE（Thailand）Co., Ltd. 青葉大助氏

HISで行く、チェコ、スロバキア、ハンガリーの旅
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タイ、アセアンの自動車ビジネス新潮流を読む
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もっとプラハ・ブダペストを楽しもう！

HISで行く、チェコ、スロバキア、ハンガリーの旅
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 生産（台数） 169,355 7.7% 2,167,694 9.0%

 国内販売（台数） 113,581 8.9% 1,041,139 19.5%

 輸出（CBU、台数） 95,407 -0.4% 1,140,640 0.1%

 乗用車 40,315 -2.7% 399,657 15.4%

 商用車　　　

 （含 1トンピックアップ、SUV） 73,266 16.6% 642,082 22.2%

           1トンピックアップ 58,717 16.4% 511,669 20.6%

 合計 113,581 8.9% 1,041,739 19.5%

 乗用車 67,451 4.2% 884,609 7.0%

 バス 34 70.0% 529 93.1%

 ピックアップ    

      1トン以下ピックアップ 0 ― 0 ―

      1トンピックアップ 99,295 10.5% 1,250,483 10.7%

      2ドアピックアップ 31,383 10.8% 356,124 13.7%

      4ドアピックアップ 55,132 9.9% 713,193 10.2%

      PPV 12,780 12.7% 181,166 6.8%

      5トン以下トラック 571 6.1% 8,054 31.3%

      5-10トラック 255 30.8% 3,139 -7.3%

      10トン以下トラック 1,749 -7.2% 20,880 -5.9%

 合計 169,355 7.7% 2,167,694 9.0%

 完成車（輸出額）  47,336.8  -4.9% 594,809.5 -1.4%

　　　   （台数） 95,407 -0.4% 1,140,640 0.1%

 エンジン  3,153.5  -0.2% 37,225.3 -6.3%

 部品   19,074.5  8.6% 223,108.0 10.2%

 スペアパーツ  2,080.7  -32.6% 26,940.9 -25.4%

 合計   71,645.5  -2.6% 882,083.6 0.1%

A S E A N ＋ 
日産、輸出100万台突破

 タイ日産自動車は１月17日、累計輸出
台数が100万台を突破したことを記念
し、東部レムチャバン港で式典を行った。
記念すべき100万台目はSUV「テラ」だ
った。1999年にオーストラリア向けにピ
ックアップトラック「フロンティア」の輸出
を開始して以来、世界115ヵ国以上に
出荷。18年の輸出先上位３ヵ国は、フィ
リピン、オーストラリア、日本だった。
 年産能力37万台のサムットプラカン
県の工場で、高級セダンの「ティアナ」、
コンパクトカー「マーチ」、ピックアップト
ラック「ナバラ」など６車種を生産して  
いる。

APホンダ、
今年の販売目標設定

 APホンダは、2019年の二輪車販売
目標を前年比３％減の136万台に設定
した。
 農家に収入をもたらす農産物価格の
低迷など、国内の景況感は弱含みで、
国内市場も同４％減の172万台に縮小
するが、同社は約８割のシェアを維持す
る見通し。
　人気の大型バイク市場は同１％増の
３万1,500台で、ホンダは横ばいの１万
3,300台と予測する。一方、昨年８月に
発売したハイブリッドのスクーター「PCX 
Hybr id」の販売台数は、５ヵ月間で
1,000台に達した。

マツダ、
年内に６新モデル投入

 マツダ・セールス（タイランド）は１月15
日、今年６車種で新モデルを投入し、新
車販売台数が前年比５～10％増の７
万5,000台強になるとの見通しを発表し
た。市場全体では103-106万台の横ば
いになると予測、同社のシェア目標を
6.7％以上に設定した。
 昨年の販売台数は前年比37％増の
７万475台、シェア6.7％と当初の目標を
上回った。特に、「マツダ２」、クロスオー
バーSUVの「CX-5」、１トンピックアップ
の「BT-50Pro」がそれぞれ45％、69％、
26％増加した。

タイの自動車生産・販売台数／関連輸出額（2018年12月）
《国内販売台数》《概要》

《自動車関連輸出額》 （単位：100万バーツ）

【出典：タイ工業連盟、タイ自動車インスティテュート、Toyota Motor Thailand Co., Ltd. 、報道各種】

《生産台数》

    自動車・二輪産業ニュース
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2018年
1～12月累計

● 会計税務コンサルティング
● 一括代行

会計記帳・税務申告・給与計算・社会保険業務などトータルにサ
ポート。税務署とのトラブル対応も。

あせらず、あわてず、あきらめず。
M & A Groupでは、
３つの「あ」を大切にしています。

【お問い合わせ】
M & A Group
TEL: 02-632-0900～ 2
E-MAIL: infojp@m-agroup.com
HP: www.m-agroup.com

M & A  Accounting and Tax Co., Ltd.

「数字が紡ぐ絆を大切にします」

● ガードマン派遣
● 監視カメラシステム

ガードマン派遣、監視カメラシステム・24時間体制の監視サービス、防
犯・防災機器、VIP警備などの綜合警備サービスを提供・提案いたします。

M & A  Security Guard Co., Ltd.

「“親身”という品質を目指します」

● 各種事業コンサルティング
● 許認可申請代行

会社設立、BOI申請、ビザ・労働許可取得申請、各種登記申請な
どサポートいたします。

M & A  Advisory Co., Ltd.

「心に残る仕事が目標です」

● IoTコンサルティング
● 無線装置の認証取得・輸入販売

IoTの導入に関するご相談から、導入に必要な無線装置の認証
取得や輸入販売を行っています。お気軽にお声がけ下さい。

ACTIVIO Co., Ltd.

「あなたの会社をIoTの力で支援します」

サイト内は英語、タイ語、
日本語で検索可能です！

タイの賃貸倉庫検索サイト
Find Warehouse Thailand

タイ王国 77 県エリア、バンコク、シラチャー、ラ
ヨーン、他、各県にある主要工業団地の賃貸倉庫、営
業倉庫の検索が可能。倉庫オペレーションに必要な
機材、サービスの専門業者もご紹介しています。

サイトの倉庫情報から直接メール、電話で所有会社
へご連絡頂けます。サイトご利用による会員登録、
利用手数料、成約手数料は一切掛かりません。

URL：http://www.find-warehouse.com
TEL： 064-934-9714（Ms.Piamala / タイ語・英語）

E-Mail：info@find-warehouse.com
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ーロック機能、タイヤ、バッテリ

ー等の車の状態チェックの他、タ

イのメーカーで初のタイ語によ

る音声認識機能を搭載している。

その一方で、1.5リッターのエン

ジンを搭載するパワートレーン

はパワー不足と評価は高くない。

一言でいえば、MGの車は、スマホ

世代を意識したシティカーとし

て割り切っており、戦略的な価格

設定と組み合わせたマーケティ

ングでうまく市場に浸透を図っ

ている。

予想される中国メーカーの
電動化戦略

上海汽車-MGの戦略から透けて

みえることは、中国メーカーはコ

ネクテッド等、差別化できる技術

はいち早く搭載し、しかも低価格

で先手を打ってくることである。

この先に準備しているのは、低

MGブランドの成功要因

タイではMGブランドは確実に

プレゼンスを増している。特に、

小型SUVの「ZS」を発売してから、

売上げが急激に伸びている。2018

年７月の売上げは、1,200台を超え、

小型SUVセグメントでは、トヨタ

CH-R、ホンダHR-Vに次いで第３

位に浮上した。

同モデルの成功要因としては、

戦略的な価格設定（60万～70万バ

ーツ）、欧州デザインを意識した

パッケージング（上級グレード感

を出すサンルーフや、ツートーン

カラー等）、コネクテッド技術に

あると言えよう。

特に注目されるのは、スマート

フォーンとの連動を重視したMG

のコネクテッド技術である。MG

モデルの上級グレードには、無料

でコネクテッドのサービスを受

けられ、スマートフォーンでのキ

ン
ラ
イ
ン
シ
ョッ
ピ
ン
グ
な
ど

の
普
及
で
消
費
者
の
買
い

物
の
楽
し
み
方
や
嗜
好
が
急
激
に

変
化
し
て
い
る
。

 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
で
日
本
最

大
手
、世
界
で
も
ト
ッ
プ
10
に
入
る

イ
ン
テ
ー
ジ
は
、生
活
者
の
あ
ら
ゆ

る
側
面
を
捉
え
て
、分
野
を
問
わ

ず
幅
広
く
深
い
リ
サ
ー
チ
サ
ー
ビ
ス

を
タ
イ
で
も
提
供
。消
費
社
会
の

動
向
を
見
据
え
て
、生
活
者
と
顧

客
企
業
を
つ
な
ぐ
支
援
を
行
っ
て 

い
る
。

 

昨
年
１
月
に
、同
社
の
現
地
法

ASEAN地域で活躍する企業を紹介

人
イ
ン
テ
ー
ジ
タ
イ
ラ
ン
ド
に
駐
在

員
と
し
て
赴
任
し
た
青
葉
大
助
氏

は
、１
９
９
７
年
よ
り
一
貫
し
て
市

場
調
査
に
従
事
し
て
お
り
、日
本
の

み
な
ら
ず
、東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
と

し
た
海
外
で
の
定
性
・
定
量
調
査   

（
座
談
会
や
訪
問
面
接
調
査
な
ど
）

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
し

て
き
た
。

　
専
門
領
域
は
、家
庭
用
電
気
製

品
な
ど
耐
久
消
費
材
や
食
品
、化

粧
品
と
い
っ
た
日
用
消
費
財（
Ｆ
Ｍ

Ｃ
Ｇ
）、処
方
箋
な
し
で
購
入
で
き

る一
般
用
医
薬
品（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
）な
ど
多

岐
に
渡
る
が
、「
タ
イ
に
着
任
後
は
、

自
動
車
、住
宅
な
ど
他
の
領
域
の

調
査
も
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、や

り
が
い
を
感
じ
ま
す
」と
新
た
な

挑
戦
に
意
欲
を
見
せ
る
。

　
ま
た
、同
社
の
知
名
度
を
さ
ら
に

高
め
る
こ
と
を
自
ら
に
課
せ
ら
れ

た
使
命
に
挙
げ
る
。

 

「
現
在
、担
当
し
て
い
る
の
は
日

系
企
業
だ
け
で
す
が
、タ
イ
企
業

に
よ
り
イ
ン
テ
ー
ジ
を
知
っ
て
も
ら

い
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
で
頼
ら
れ

る
存
在
に
な
り
た
い
」と
力
強
く

語
る
。

現
場
主
義
を
貫
く

　

 

「
消
費
者
と
直
接
会
っ
て
話
を

す
る
と
、と
て
も
刺
激
を
受
け
る
」

と
い
う
現
場
主
義
の
青
葉
氏
。通

訳
者
を
通
さ
ず
に
、タ
イ
人
消
費

者
の
言
葉
の
中
に
あ
る「
本
音
」を

探
り
、顧
客
に
現
地
の
付
加
価
値
の

あ
る
情
報
を
伝
え
る
た
め
に
、タ
イ

語
を
猛
勉
強
中
だ
。

 

「
週
末
は
タ
イ
語
三
昧
で
す
。ま

だ
日
常
会
話
が
で
き
る
程
度
で
す

が
、１
年
後
に
は
文
字
を
読
み
書
き

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
い
。消
費

者
と
だ
け
で
は
な
く
、同
僚
の
タ
イ

人
と
の
仲
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
か
ら
」と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
大
切
さ
を
説
く
。

 

過
去
に
タ
イ
に
長
期
滞
在
し
て

い
た
が
、赴
任
し
て
初
め
て
気
が
付

い
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。「
日
本
の

職
場
と
比
較
し
て
組
織
の
ヒ
エ
ラ
ル

キ
ー（
上
下
関
係
）が
強
く
、マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
層
の
決
断
が
素
早
い
で
す
。一

方
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
マ
ラ
ソ
ン
な
ど

に
誘
っ
て
く
れ
る
世
話
好
き
の
同
僚

が
多
く
、オ
ー
プ
ン
な
職
場
環
境
で

す
。来
タ
イ
し
た
妻
の
旅
程
が
あ
っ

と
い
う
間
に
全
社
員
に
知
ら
れ
て
い

た
時
は
、さ
す
が
に
驚
き
ま
し
た

が
」と
苦
笑
す
る
。

 

本
業
の
合
間
に
は
、対
外
広
報

を
目
的
に
持
ち
回
り
で
メ
ル
マ
ガ   

（
タ
イ
の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
事
情
な
ど
）

を
執
筆
す
る
ほ
か
、レ
ス
ト
ラ
ン
や

ホ
テ
ル
に
関
す
る
情
報
や
写
真
を

世
界
最
大
の
旅
行
サ
イ
ト「
ト
リ
ッ

プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」な
ど
に
投
稿
。

現
地
の
事
情
を
的
確
に
伝
え
、モ
ッ

ト
ー
で
あ
る「
全
て
は
消
費
者
の
よ

り
良
い
生
活
の
た
め
」を
体
現
し
て

い
る
。

ASEAN×BUSINESS×PERSON

INTAGE
（Thailand）Co., Ltd.

オ

青葉 大助
タイ人消費者の「本音」を探りたい

あおば だいすけ● 

INTAGE（Thailand）Co., Ltd.　
952 Ramaland Building, 15th Floor, 

Rama IV Road, Bangrak, 
Bangkok 10500, 

TEL：+66-2-632-9945, 8630　
URL： https://www.intage-thailand.com/

執筆者：野村総合研究所タイ　

タイ、アセアンの
自動車ビジネス新潮流を読む

《業務内容》 
経営・事業戦略コンサルティング、市場・規制調査、情報システム（IT）コンサルティング、
産業向けITシステム（ソフトウェアパッケージ）の販売・運用、金融・証券ソリューション
399, Interchange 21, Unit 23-04, 23F, Sukhumvit Rd., Klongtoey Nua, Wattana, 
Bangkok 10110
TEL: 02-611-2951  URL: www.nri.co.jp

アセアンでの電動化を巡る主導権
争いと中国メーカーの戦略（後編）

マネージング・ダイレクター

岡崎啓一
シニアコンサルタント

山本  肇

価格での電動化であると予想さ

れる。中国メーカーは、ハイブリ

ッド技術をもたず、国策で電気自

動車（EV）を強力に推し進めてい

ることから、ハイブリッドを飛び

越えて、EVをアセアンで普及さ

せた方が有利であるからである。

他方で、日系メーカーは、内燃機

関でアセアンで確固とした生産

基盤と、サプライヤーを招致して

地域で完結したサプライチェー

ンを築き上げており、既存の生産

基盤とサプライチェーンを活用

できるハイブリッドから段階的

に電動化を進めたいのが本音だ。

中国メーカーは、積極投資をす

ることで地域でのプレゼンスを

高めながら、電動化をいち早く進

める意向のあるアセアン政府を

巧みに取り込む可能性がある。上

海汽車を初めとする中国メーカ

ーの動向からは今後も目が離せ

ない。 （ArayZ 3月号に続く）

第14 回
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Asian Identity
2019年度公開講座

Asian Identity講座の特徴
お客様からご要望の多いテーマを中心に日本人、
タイ人双方にご参加頂ける講座をご用意しています。（一部講座を除く） 

会場：MIRAI Room（Major Tower Thonglor 10階（最寄：BTSトンロー駅））

日・タイ 言語概要対象コース 期間 価格 開催日

10,000
（THB）

タイ・日本
異文化コミュニケーション
［CCC］

タイ人
日本人 日・タイのコラボレーションを

実現したい方

日本人とタイ人の文化の違いにつ
いて学び、どのようにすればコラボ
レーションできるかを議論する。

日本語
タイ語 1日間 2月28日（木）

10月3日（木）

HR College（人事の学校）
<Module A 採用・育成編>
［HRC ‒ Module A］
（アセスメント実施）

タイ人
日本人

人事マネージャー
経営幹部

人事を基礎から学ぶ。特に、人材採
用における人の見極めや、人や組織
の育成方法について学ぶ。

日本語
タイ語 2日間 15,000

（THB）

3月15日（金）
～16日（土）
9月13日（金）
～14日（土）

HR College（人事の学校）
<Module B 評価・報酬編>
［HRC ‒ Module B］

タイ人
日本人

人事マネジャー
経営幹部

人事を基礎から学ぶ。特に、評価・
報酬制度の設計の考え方や、運用
のポイントについて学ぶ。

日本語
タイ語 2日間 15,000

（THB）

5月17日（金）
～18日（土）
11月15日（金）
～16日（土）

地頭・ロジカルシンキング 
［JAL］タイ人

論理的思考が求められている
管理者や企画業務に携わる方
マネジャーおよび強いリーダー
シップを身に着けたい方

「考えること」とはそもそも何かを学
び、業務を論理的に進められるよう
になる。

タイ語 1日間 6,000
（THB）

5月23日（木）
11月1日（金）

アイデンティティ
リーダーシップ・ワークショップ
［IDL］

タイ人 マネジャーおよび強いリーダー
シップを身に着けたい方

自分自身の有りたい姿を発見し、
リーダーとしてのビジョン発信と周囲
を動かす力を身に着ける。

タイ語 3日間
連 続

28,000
（THB）

6月13日（木）
～15日（土）
11月21日（木）
～23日（土） 

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る

効
率
化

中
村

　人
事
は
企
業
文
化
を
作
る
仕

事
で
す
。在
タ
イ
日
系
企
業
の
人
事

部
ト
ッ
プ
は
タ
イ
人
女
性
が
多
く
，

従
業
員
の
お
母
さ
ん
的
存
在
に
な
っ

て
い
ま
す
。精
神
的
支
柱
で
無
意
識

の
う
ち
に
会
社
の
象
徴
に
な
っ
て
い

ま
す
。人
材
の
採
用
、育
成
、評
価
か

ら
、忘
年
会
の
幹
事
、事
務
所
の
レ
イ

ア
ウ
ト
ま
で
幅
広
い
業
務
を
こ
な
し
、

企
業
の
文
化
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

曽
和

　一
方
で
、技
術
の
進
化
で
デ

ー
タ
を
活
用
す
る
動
き
が
タ
イ
で

も
活
発
化
し
て
い
ま
す
。Ａ
Ｉ（
人

工
知
能
）を
中
心
と
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）の
進
化
を
理
解

し
な
い
と
勝
て
な
い
、と
い
う
分
析

が
あ
り
ま
す
。

   

も
っ
と
科
学
的
に
、明
確
に
新
し

い
定
義
や
公
理
が
発
見
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。デ
ー
タ
に
よ
る
可

視
化
で
、ア
ッ
プ
デ
ー
ト
・
検
証
さ

れ
た
か
ら
で
す
。面
接
を
例
に
挙
げ

る
と
、構
造
化
面
接（
情
報
を
集
め
て

評
価
す
る
）と
非
構
造
化
面
接（
フ
リ

ー
ト
ー
ク
）が
あ
り
ま
す
。前
者
の
方

が
精
度
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、最
近
否
定
さ
れ
ま
し
た
。説
明

原
理
は
変
わ
っ
て
い
く
も
の
で
、こ

の
間
ま
で
正
論
と
思
っ
て
い
た
こ
と

が
、実
は
間
違
っ
て
い
た
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

中
村

　科
学
的
に
精
度
を
上
げ
る
こ

と
は
大
事
で
す
が
、人
事
は
そ
れ
が

遅
れ
て
い
ま
し
た
。直
感
的
で
デ
ー

タ
の
活
用
が
進
ま
な
か
っ
た
か
ら
で

す
。マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
よ
う
に
デ

ー
タ
活
用
を
す
る
と
、「
何
割
の
人
は

辞
め
る
。こ
の
人
と
相
性
が
よ
い
」と
、

人
を
客
観
的
に
分
析
し
ま
す
が
、人

事
担
当
者
は
心
に
抵
抗
感
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

曽
和

　人
事
の
世
界
は
神
秘
的
と
捉

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。「
こ
の
施
策
を

打
っ
た
ら
70
％
効
き
ま
す
」と
い
え

ば
、確
率
が
高
い
の
で
実
行
す
る
べ

き
で
す
。高
打
率
が
証
明
し
て
い
ま

す
が
、論
理
と
情
理
の
間
で
葛
藤
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

中
村

　例
え
ば
、Ａ
さ
ん
と
Ｂ
さ
ん

が
テ
ス
ト
を
受
け
て
、Ａ
さ
ん
の
方

が
良
か
っ
た
の
で
採
用
し
よ
う
と
な

り
ま
す
。し
か
し
、Ａ
Ｉ
が
Ｂ
さ
ん
を

選
ぶ
と
、人
事
部
は
物
語
性
が
な
い

の
で
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
の
で
す
。

Ａ
さ
ん
も
Ａ
Ｉ
の
判
断
に
納
得
い
か

ず
に
し
こ
り
を
残
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。そ
こ
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
、現
在

の
Ａ
Ｉ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、ブ
ラ
ッ

ク
ボ
ッ
ク
ス
で
意
味
づ
け
が
し
に
く

い
で
す
。

　中
国
で
は
、人
々
の
社
会
的
な
信

用
度
を
ス
コ
ア
と
し
て
数
値
化
す
る

シ
ス
テ
ム
が
、浸
透
し
始
め
て
い
ま

す
。低
ス
コ
ア
だ
と
自
動
車
の
運
転

免
許
証
を
取
得
で
き
な
い
な
ど
、国

民
の
納
得
で
き
な
い
形
で
点
数
化
さ

れ
、不
信
感
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

曽
和

　エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
と
適
性

検
査
の
ど
ち
ら
で
落
選
し
た
ら
立
腹

す
る
か
と
い
う
こ
と
を
日
本
の
学
生

に
聞
く
と
、圧
倒
的
に
適
性
検
査
と

答
え
ま
す
。精
度
的
に
は
適
性
検
査

の
方
が
信
頼
性
が
あ
り
ま
す
が
、Ａ

Ｉ
に
落
と
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、せ

め
て
人
間
に
落
と
し
て
も
ら
い
た
い

と
感
じ
る
よ
う
で
す
。

中
村

　Ａ
Ｉ
に
任
せ
た
ほ
う
が
よ
い

結
果
が
で
る
と
い
う
こ
と
が
常
識
に

な
る
で
し
ょ
う
。自
動
運
転
は
現
在
、

事
故
を
起
こ
し
そ
う
で
怖
い
と
思
わ

れ
て
い
ま
す
が
、交
通
事
故
を
減
ら

す
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。近
い
将

来
、人
間
が
運
転
す
る
方
が
危
な
い

と
思
わ
れ
る
時
代
が
や
っ
て
来
る
で

し
ょ
う
。

曽
和

　人
事
制
度
の
転
換
期
は
い
つ

か
来
ま
す
。効
率
化
に
は
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
が
不
可
欠
で
す
。一
方
、人
事
担

当
者
と
従
業
員
は「
そ
ん
な
こ
と
は

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」と
依
然
、強
い

拒
絶
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。

中
村

　た
だ
、変
革
期
を
予
見
し
て

い
か
な
い
と
効
率
化
し
た
企
業
に
抜

き
去
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ

の
ト
レ
ン
ド
は
日
本
の
次
に
、タ
イ

で
は
な
く
、全
世
界
で
一
斉
に
起
こ

る
で
し
ょ
う
。そ
こ
に
備
え
て
人
事

担
当
者
は
勉
強
が
必
要
で
す
。

最
後
の
１
マ
イ
ル

曽
和

　Ｈ
Ｒ
カ
レ
ッ
ジ
は
心
理
学
的

な
要
素
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。デ

ー
タ
に
全
信
頼
を
寄
せ
る
の
で
は
な

く
、現
象
論
で
あ
る
心
理
学
と
統
計

学
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
こ
と
で
、デ
ー

タ
分
析
に
対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
の
緩

和
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。Ａ
Ｉ
は

人
材
の
推
薦
機
能
の
精
度
を
高
め
る

の
み
で
、最
後
は
人
間
が
判
断
し
ま

す
。感
情
の
な
い
、無
味
乾
燥
な
施
策

と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、派
閥
人
事

な
ど
政
治
的
な
妨
害
が
社
内
か
ら
な

く
な
る
な
ど
の
恩
恵
を
も
た
ら
し
ま

す
。自
分
の
人
生
を
Ａ
Ｉ
が
す
べ
て

決
め
る
、と
悲
観
的
に
な
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

中
村

　結
局
、人
事
部
は
な
く
な
り

ま
せ
ん
。物
流
サ
ー
ビ
ス
に
例
え
る

と「
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
」が
あ
り
ま

す
。ア
マ
ゾ
ン
で
購
入
し
た
商
品
の

配
送
が
ど
れ
だ
け
効
率
化
さ
れ
て
も
、

玄
関
先
に
商
品
を
届
け
る「
最
後
の

区
間
」は
人
間
が
担
い
ま
す
。テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
業
務

も
あ
り
ま
す
が
、ど
れ
だ
け
の
確
率

論
を
持
っ
て
、統
計
で
高
い
人
を
薦

め
て
も
、採
用
の「
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ

ル
」を
任
さ
れ
る
の
は
、人
事
担
当

者
で
す
。

　
人
事
を
基
礎
か
ら
学
べ
る
Ｈ
Ｒ
カ

レ
ッ
ジ
は
、タ
イ
に
駐
在
し
て
い
る

日
本
人
経
営
幹
部
と
タ
イ
人
の
人
事

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
対
象
で
、講
義
は

日
タ
イ
同
時
通
訳
で
行
わ
れ
ま
す
。

（
下
記
参
照
）

“人事とは経営のために存在する”。
幅広い業種・業界での人事採用を経て、日本で人材研究所を設立した曽和利光氏と、
タイ・バンコクを拠点に組織人事コンサルティング会社、アジアン・アイデンティティを
経営する中村勝裕氏に、タイでも進むデータの活用法についてお話を伺いました。

愛知県出身。上智大学外国語学部卒後、ネスレ日本入社。その後、コンサ
ルティング会社リンクアドモチベーション（東証一部上場）において組織変
革コンサルタントとして数多くのプロジェクトに従事した後、GLOBIS ASIA 
PACIFIC において東南アジア各地における企業人材育成や、日本人の
海外研修の企画や運営を担当。2014年よりタイに移住し、タイ人とともに
Asian Identity Co. Ltdを設立。日本人とタイ人の混成チームで、日系企
業の人材開発、組織活性化を支援するコンサルティングを行っている。

愛知県出身。京都大学教育学部教育心理学科卒業後、株式会社リク
ルートで人事採用部門を担当、最終的にはゼネラルマネージャーとして活
動したのち、株式会社オープンハウス、ライフネット生命保険株式会社など
多種の業界で人事を担当。「組織」や「人事」と「心理学」をクロスさせた独
特の手法が特徴とされる。2011年に株式会社 人材研究所を設立。企業
の人事部（採用する側）への指南を行うと同時に、これまで２万人を越える
就職希望者の面接を行った経験から、新卒および中途採用の就職活動
者（採用される側）への活動指南を各種メディアのコラムなどで展開する。

後編

中
村
勝
裕

曽
和
利
光

データ活用でも進むタイ

【お申し込み・お問い合わせ】

Asian Identity Co., Ltd.
Asian Identityは、バンコクを拠点とする人事組織コンサルティングファームです。

Tel. +66-2-392-3288      Email: info@a-identity.asia       Web: http://asian-identity.com
Major Tower Thonglor Fl.10, 141 Soi Thonglor 10, 
Sukhumvit Road,Khlong Tan Nuea, Wattana, Bangkok 10110
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18
年
の
ガ
ソ
リ
ン
車
販
売
台
数
見

通
し
が
17
年
比
14
％
増
の
83
万
８
千

台
に
と
ど
ま
る
な
か
、エ
コ
カ
ー
は
37
％

増
の
17
万
１
千
台
、E
V
は
75
％
増
の

２
万
１
千
台
と
大
幅
増
を
見
込
む
。

特
に
、Ｈ
Ｖ
が
前
年
比
４
倍
近
い
１
万

22
百
台
、Ｐ
Ｈ
Ｖ
が
１
％
増
の
８
７
４
５

台
、Ｂ
Ｅ
Ｖ
が
１
０
４
％
増
の
55
台
と

予
測
す
る
。

　
タ
イ
政
府
は
、１
ト
ン
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、

小
型
乗
用
車
に
続
く
、次
世
代
戦
略

車
と
し
て
E
V
と
、車
載
用
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
バ
ッ
テ
リ
ー
の
現
地
生
産
の
本

格
化
に
向
け
、投
資
奨
励
策
を
打
ち

出
し
て
お
り
、自
動
車
産
業
の
今
後
の

方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

【特集】どこに行くアジアのデトロイト

調
な
経
済
成
長
を
背
景
に
、2
0
1
8
年
の
タ
イ
国
内
自
動
車
販
売
台
数
は

前
年
比
19
・
5
％
増
の
1
0
4
万
台
と
５
年
ぶ
り
に
百
万
台
を
突
破
し
た
。生

産
台
数
も
13
年
以
来
の
2
百
万
台
の
大
台
に
乗
せ
た「
ア
ジ
ア
の
デ
ト
ロ
イ
ト
」。

　

同
時
に
自
動
車
産
業
は
電
動
化
の
時
代
に
入
り
、タ
イ
政
府
の
後
押
し
で
、各

メ
ー
カ
ー
が
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
電
気
自
動
車（
H
V
）な
ど
の
電
気
自
動
車（
E
V
）の

生
産
を
加
速
さ
せ
る
動
き
を
見
せ
て
い
る
。今
回
は
A
S
E
A
N
第
１
位
の
生
産

国
で
、第
２
位
の
市
場
で
あ
る
タ
イ
の
立
ち
位
置
や
見
通
し
と
と
も
に
、交
通
事

故
・
渋
滞
な
ど
の
課
題
点
を
探
る
。

調
な
経
済
成
長
を
背
景
に
、2
0
1
8
年
の
タ
イ
国
内
自
動
車
販
売
台
数
は

前
年
比
19
・
5
％
増
の
1
0
4
万
台
と
５
年
ぶ
り
に
百
万
台
を
突
破
し
た
。生

産
台
数
も
13
年
以
来
の
2
百
万
台
の
大
台
に
乗
せ
た「
ア
ジ
ア
の
デ
ト
ロ
イ
ト
」。

　

同
時
に
自
動
車
産
業
は
電
動
化
の
時
代
に
入
り
、タ
イ
政
府
の
後
押
し
で
、各

メ
ー
カ
ー
が
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
電
気
自
動
車（
H
V
）な
ど
の
電
気
自
動
車（
E
V
）の

生
産
を
加
速
さ
せ
る
動
き
を
見
せ
て
い
る
。今
回
は
A
S
E
A
N
第
１
位
の
生
産

国
で
、第
２
位
の
市
場
で
あ
る
タ
イ
の
立
ち
位
置
や
見
通
し
と
と
も
に
、交
通
事

故
・
渋
滞
な
ど
の
課
題
点
を
探
る
。

【図表２】タイの自動車産業の推移

【図表１】タイ国内市場シェア（%）2018年1月～12月

好好

出所: Toyota Motor Thailand Co., Ltd

首都電力公団（ＭＥＡ）に設置された電気自動車と充電スタンド。

出所: タイ工業連盟（Federation of Thailand）

単位：万台

※複数の情報源をもとに作成した図表では、速報値と確定値などで差異が生じていることがあります。

　
２
０
１
８
年
11
〜
12
月
に
開
催
さ

れ
た
オ
ー
ト
シ
ョ
ー「
第
35
回
タ
イ
国

際
モ
ー
タ
ー・エ
キ
ス
ポ
２
０
１
８
」で
は
、

各
社
が
新
型
の
乗
用
車
や
１
ト
ン
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
を
発
表
し
、受
注
台
数
は
前

年
比
11
％
増
の

４
万
４
１
８
９

台（
速
報
値
）

と
年
間
百
万

台
突
破
に
寄

与
し
た
。11
〜

12
年
に
か
け
て

実
施
さ
れ
た
、

初
め
て
の
自
家

用
車
購
入
者

向
け
の
税
制
優

遇
措
置
で
義
務

付
け
ら
れ
た
保

有
期
間
終
了

に
伴
い
、買
い

替
え
需
要
が

高
ま
っ
た
こ
と

も
一因
だ
。

　
カ
シ
コ
ン
銀

行
の
調
査
部
門
、

カ
シ
コ
ン
・
リ

サ
ー
チ
・
セ
ン

タ
ー
が
18
年
12

月
に
発
表
し
た

レ
ポ
ー
ト
に
よ

る
と
、好
調
な

販
売
を
支
え

た
の
は
、環
境

意
識
の
高
ま
り
を
受
け
て
、低
燃
費
小

型
車「
エ
コ
カ
ー
」や
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

（
Ｈ
Ｖ
）、プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

（
Ｐ
Ｈ
Ｖ
）、電
池
式
電
気
自
動
車（
Ｂ

E
Ｖ
）を
含
む
電
気
自
動
車（
Ｅ
Ｖ
）。

生産 輸出 国内販売

0

50

100

150

200

250

300

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

15 14



　
タ
イ
工
業
連
盟（
Ｆ
Ｔ
Ｉ
）自
動
車
部

会
は
1
月
23
日
、19
年
の
販
売
台
数
が

前
年
比
２・４
％
増
の
１
０
５
万
台
と
予

測
。家
計
債
務
が
増
大
し
て
お
り
、自

動
車
の
割
賦
販
売
を
手
掛
け
る
銀
行

に
よ
る
借
り
入
れ
審
査
の
厳
格
化
や
政

策
金
利
の
再
引
き
上
げ
が
懸
念
材
料

と
な
っ
て
い
る
。だ
が
、新
型
モ
デ
ル
の
導

入
や
今
年
前
半
に
予

定
さ
れ
て
い
る
総
選

挙
、公
的・民
間
部
門

に
よ
る
新
た
な
投
資

が
プ
ラ
ス
要
因
に
な

る
と
楽
観
視
す
る
。

　
同
部
会
の
ス
ラ
ポ

ン
報
道
官
に
よ
る
と
、

タ
イ
人
１
人
当
た
り

の
平
均
所
得
は
年
６

９
５
０
米
ド
ル（
22
万

３
１
６
０
バ
ー
ツ
）と
、

世
界
銀
行
が
定
義

す
る
中
所
得
国
に
属

し
て
い
る
。「
こ
の
た

め
、自
動
車
販
売
店

は
依
然
、高
額
な
ハ

イ
テ
ク
車
よ
り
も
手

の
届
く
価
格
の
モ
デ

ル
を
見
込
み
客
に
勧

め
て
い
る
。ス
ポ
ー
ツ

用
多
目
的
車（
Ｓ
Ｕ
Ｖ
）の
販
売
は
好
調

だ
が
、伸
び
て
い
る
の
は
サ
イ
ズ・価
格

と
も
下
の
ク
ラ
ス
や
タ
イ
産
の
エ
コ
カ
ー

だ
」と
、中
所
得
国
を
脱
却
し
て
高
所

得
国
へ
移
行
す
る
こ
と
で
、イ
ン
ド
ネ
シ

ア
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
他
の
自
動
車
生
産

国
と
の
競
争
で
優
位
に
立
て
る
と
の
見

方
を
示
し
た
。

【特集】どこに行くアジアのデトロイト

 【図表3】浮き沈みが激しいタイの新車市場

出所: ASEAN自動車連盟（ASEAN Automotive Federation）

　
カ
シ
コ
ン・リ
サ
ー
チ・セ
ン
タ
ー
に
よ

る
と
、ガ
ソ
リ
ン
車
は
18
年
見
通
し
か

ら
８
〜
11
％
減
の
15
万
２
千
台
〜
15

万
７
千
台
に
落
ち
込
む
。一
方
、電
動

車
は
18
年
見
通
し
か
ら
76
〜
83
％
増

の
３
万
７
千
〜
３
万
85
百
台
と
大
幅

増
が
見
込
ま
れ
る
。内
訳
は
、Ｈ
Ｖ
が

１
０
６
〜
１
１
４
％
増
の
２
万
51
百
〜

２
万
６
０
５
０
台
、Ｐ
Ｈ
Ｖ
が
32
〜
37
％

増
の
１
万
15
百
〜
１
万
２
千
台
、Ｂ
Ｅ

Ｖ
が
６
２
７
〜
７
１
８
％
増
の
４
百
〜

４
５
０
台
。

　
国
内
の
生
産
台
数
は
12
年
と
13
年

に
そ
れ
ぞ
れ
２
４
５・４
万
台
、２
４
５・

７
万
台
に
達
し
、世
界
９
位
に
ラ
ン
ク

イ
ン
し
た
が
、17
年
は
１
９
８・９
万
台

と
12
位
へ
下
降
し
た
。東
南
ア
ジ
ア
で

は
依
然
、首
位
を
維
持
し
て
お
り
、四

輪
車・二
輪
車
の
生
産・組
立
工
場
数
は

そ
れ
ぞ
れ
23
工
場
、８
工
場
を
誇
り
、

メ
ー
カ
ー
に
直
接
納
入
す
る
一
次
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
の
テ
ィ
ア
１
は
３
８
６
社
、２

次
・３
次
下
請
け
の
部
品
メ
ー
カ
ー
で

あ
る
テ
ィ
ア
２
と
３
は
17
百
社
に
上
る
。

　
19
年
の
生
産
台
数
は
国
内
外
に
不

安
定
な
要
素
が
あ
る
も
の
の
、国
内
市

場
向
け
が
１
０
５
万
台
、輸
出
が
１
１

０
万
台
の
２
１
５
万
台
と
ほ
ぼ
横
ば
い

に
な
る
見
通
し
。ス
ラ
ポ
ン
報
道
官
は
、

△
原
油
価
格
の
変
動
が
、タ
イ
産
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
の
主
要
輸
出
先
で
あ
る
中
東

地
域
の
消
費
者
の
購
買
力
を
低
下
△

欧
州
諸
国
が
タ
イ
を
一般
特
恵
関
税
制

度（
Ｇ
Ｓ
Ｐ
）の
受
益
国
リ
ス
ト
か
ら
外

し
た
た
め
、自
由
貿
易
協
定
を
結
ん
で

い
る
ト
ル
コ
か
ら
輸
出
△
長
引
く
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
米
国
と
中
国
の
貿
易

戦
争
△
世
界
経
済
の
減
速
―
―
な
ど

が
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
指
摘
す
る
。

　
一方
、カ
シ
コ
ン・リ
サ
ー
チ・セ
ン
タ
ー

は
、輸
出
台
数
が
18
年
比
１
〜
４
％
増

の
１
１
５
万
〜
１
１
８
万
台
と
楽
観
視

す
る
。脱
デ
ィ
ー
ゼ
ル
に
舵
を
切
っ
た

欧
州
と
、20
年
に
発
効
を
目
指
す
米

国・メ
キ
シ
コ・カ
ナ
ダ
新
協
定（
Ｕ
Ｓ
Ｍ

Ｃ
Ａ
）で
北
米
向
け
が
落
ち
込
む
一
方
、

ア
ジ
ア・オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
へ
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
。特
に
、輸
出
を
再
開
し

た
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
期
待
が
高
く
、オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、フ
ィ
リ
ピ
ン
に
次
い
で
３
番

目
の
輸
出
先
と
な
り
そ
う
だ
。
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先
行
き
不
透
明
な
19
年

期
待
と
不
安
が
交
錯

従
来
の
ガ
ソ
リ
ン
車
の
市
場
で
あ
る
ア

フ
リ
カ
諸
国
や
近
隣
国
に
交
換
部
品

を
輸
出
し
て
、生
き
残
り
を
図
る
と
指

摘
す
る
。

　
21
年
以
降
は
Ｅ
Ｖ
の
生
産
が
本
格

化
し
、大
変
革
を
も
た
ら
す
。テ
ィ
ア

１
の
部
品
メ
ー
カ
ー
は
高
度
な
自
動
車

部
品
の
研
究
開
発
を
促
進
す
る
一
方
、

不
要
と
な
る
部
品
を
製
造
す
る
業
者

は
、電
子・医
療・航
空
な
ど
の
産
業
で

新
た
な
機
会
を
見
つ
け
出
す
だ
ろ
う

と
予
測
す
る
。

【図表4】自動車部品の輸出入　 変
革
を
迫
ら
れ
る
部
品
メ
ー
カ
ー

熱
気
溢
れ
る
中
古
車
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
会
場

　
自
動
車
部
品
の
輸
出
は
19
年
も
前

年
比
５
〜
８
％
の
伸
び
が
予
測
さ
れ
て

い
る
が
、部
品
メ
ー
カ
ー
は
タ
イ
の
自

動
車
産
業
の
長
期
的
な
方
向
性
に
懸

念
を
抱
い
て
い
る
。タ
イ
自
動
車
部
品

製
造
協
会
の
ア
チ
ャ
ナ
会
長
に
よ
る
と
、

今
後
２
年
間
は
日
本
や
米
国
な
ど
の

主
要
な
自
動
車
大
国
へ
の
輸
出
は
順

調
に
推
移
す
る
見
通
し
。

　
た
だ
、米
中
の
貿
易
戦
争
が
長
引
け

ば
、タ
イ
の
部
品
輸
出
業
者
は
即
座
に

悪
影
響
を
受
け
る
と
分
析
。そ
の
際
は

　
好
調
な
国
内
販
売
の
反
面
、ロ
ー

ン
の
返
済
が
滞
り
、新
品
同
様
の
車

を
手
放
す
消
費
者
は
少
な
く
な
い
。

家
計
債
務
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
18
年
６
月

末
時
点
で
77
・
５
％
と
高
い
水
準
に

あ
り
、銀
行
な
ど
に
差
し
押
さ
え
ら

れ
た
愛
車
は
中
古
車
市
場
に
流
れ
る
。

推
定
２
百
万
台
と
言
わ
れ
る
市
場
の

動
き
は
早
く
、大
量
の
在
庫
を
抱
え

る
業
者
は
、商
品
価
値
が
減
少
す
る

前
に
売
り
さ
ば
か
な
い
と
大
き
な
損

失
を
生
む
こ
と
に
な
る
。一
方
で
、需

要
の
冷
え
込
み
と
相
場
の

下
落
は
、資
金
に
余
裕
が
あ

る
業
者
に
と
っ
て
ほ
ぼ
新
車

の
商
品
を
安
値
で
仕
入
れ

る
好
機
と
な
る
。タ
イ
の
中

古
車
は
日
本
の
そ
れ
と
比
べ

て
値
落
ち
せ
ず
、多
く
の
販

売
店
が
バ
ン
コ
ク
郊
外
の
主

要
道
路
沿
い
に
あ
る
。

　
ま
た
、中
古
車
の
即
売
会

が
定
期
的
に
大
型
展
示
場

で
開
催
さ
れ
る
ほ
か
、買
い

手（
中
古
車
業
者
な
ど
）と

売
り
手（
消
費
者
、ロ
ー
ン

会
社
な
ど
）を
つ
な
ぐ
役
割

を
担
う
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
て
い
る
。地
場
大
手
の

ユ
ニ
オ
ン・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
、

バ
ン
コ
ク
ほ
か
、地
方
５
県
で
定
期
的

に
開
催
。オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
も
充
実

し
て
い
る
。

　
世
界
最
大
級
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン・グ

ル
ー
プ
、マ
ン
ハ
イ
ム
の
タ
イ
法
人
マ
ン

ハ
イ
ム・ア
ジ
ア・パ
シ
フ
ッ
ク
も
バ
ン
コ

ク
郊
外
の
会
場
で
毎
週
、オ
ー
ク
シ
ョ

ン
を
行
な
い
、約
１
千
台
の
自
動
車
、

バ
イ
ク
、事
故
車
が
出
品
さ
れ
る
。モ

デ
ル
、走
行
距
離
、登
録
番
号
な
ど
が

記
載
さ
れ
た
出
品
車
の
リ
ス
ト
が
バ

イ
ヤ
ー
に
配
布
さ
れ
、手
ぜ
り
形
式

で
６
つ
あ
る
レ
ー
ン
に
続
々
と
車
両

が
登
場
。前
方
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
、出

品
車
の
映
像
、入
札
額
な
ど
が
映
し

出
さ
れ
、競
売
が
始
ま
っ
た
。

　
落
札
さ
れ
る
と
、進
行
係
が
派
手

な
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
小
槌
を
振
り
落

と
し
た
。走
行
距
離
の
改
ざ
ん
な
ど

が
懸
念
さ
れ
る
が
、所
有
者
数
、整

備
履
歴
な
ど
の
情
報
を
公
開
し
て
お

り
、参
加
者
の
一
人
は
、「
競
り
が
公

平
で
、他
社
よ
り
も
信
頼
で
き
る
」

と
述
べ
た
。同
時
に
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー

ビ
ス「Sim

ulcast

」を
通
じ
て
、会

場
に
来
ら
れ
な
い
業
者
ら
も
参
加
で

き
る
。マ
ン
ハ
イ
ム
は
現
在
、バ
ン
コ
ク

に
加
え
、東
部
ナ
コ
ン
ラ
チ
ャ
シ
マ
、

北
部
チ
ェ
ン
マ
イ
な
ど
、オ
ー
ク
シ
ョ
ン

を
実
施
し
て
い
る
。

日本

中国

ドイツ

米国

インドネシア

他

出所：タイ自動車部品製造協会、バンコクポスト

バンコク郊外で行われるマンハイムのオークション
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Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
自
動
車
連
盟（
Ａ
Ａ
Ｆ
）

に
よ
る
と
、18
年
１
〜
11
月
の
域
内
自

動
車
生
産
台
数
は
、前
年
同
期
比
７・

8
％
増
の
4
0
3
万
3
2
9
5
台
だ
っ

た
。拡
大
す
る
内
需
を
背
景
に
、フ
ィ

リ
ピ
ン
を
除
く
５
ヵ
国
の
生
産
は
、タ

イ
の
１
9
9
万
台（
通
年
で
２
１
５
万

台
）を
筆
頭
に
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、マ

レ
ー
シ
ア
、ベ
ト
ナ
ム
、ミ
ャ
ン
マ
ー
で

堅
調
に
伸
び
て
い
る
。

　
域
内
の
自
動
車
関
税
が
18
年
１
月

に
撤
廃
さ
れ
、生
産
の
７
割
以
上
を

占
め
る
２
強（
タ
イ
と
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
）の
輸
出
攻
勢
が
強
ま
る
か
と
思

わ
れ
た
が
、自
国
の
産
業
振
興
を
目

的
に
、保
護
主
義
的
な
動
き
が
見
ら

れ
る
。イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
輸
入
台
数
を

制
限
し
、ベ
ト
ナ
ム
は
非
関
税
障
壁
と

指
摘
さ
れ
る
輸
入
規
制
を
導
入
し
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相

の
号
令
で「
プ
ロ
ト
ン
」「
プ
ロ
ド
ゥ
ア
」

に
次
ぐ
、新
た
な
国
産
車
を
20
年
に

発
表
す
る
と
発
表
し
て
お
り
、東
南

ア
ジ
ア
の
勢
力
図
に
変
化
が
生
じ
て

い
る
。

　
中
で
も
、市
場
と
し
て
注
目
さ
れ

る
の
が
ベ
ト
ナ
ム
だ
。18
年
1
〜
11

月
の
国
内
新
車
販
売
台
数
は
約
25

万
台
と
タ
イ
の
4
分
の
１
程
度
だ
っ

を
開
発・運
営
す
る
な
ど
、期
待
を
示

し
て
い
る
。ま
た
、ビ
ン
グ
ル
ー
プ
傘
下

で
、同
国
初
の
国
産
車
メ
ー
カ
ー
の
ビ
ン

回
避
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
」

と
分
析
す
る
。

　
ま
た
、手
の
届
き
や
す
い
価
格
や
維

持
費
な
ど
、経
済
性
を
備
え
た
車
種

が
求
め
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
、上
の
世

代
と
比
較
し
て
ス
ポ
ー
ツ
用
多
目
的

車（
Ｓ
Ｕ
Ｖ
）の
購
入
意
欲
が
相
対
的

に
低
い一
方
、ハッ
チ
バッ
ク
の
人
気
が
高

い
。意
外
だ
っ
た
の
は
、全
回
答
者
の
半

数
近
く（
46・５
％
）が
自
動
車
免
許
を

保
有
し
て
い
な
い
か
っ
た
点
で
、日
本
と

同
様
に
若
者
の
車
離
れ
に
拍
車
が
か

か
っ
て
い
る
と
の
見
方
も
あ
る
。

【特集】どこに行くアジアのデトロイト

【図表５】次回車を購入する時に重視する
           上位10項目（回答は５つまで） 

フ
ァ
ス
ト
は
、独
Ｂ
Ｍ
Ｗ
の
技
術
支
援
を

受
け
て
製
造
す
る
セ
ダ
ン
と
Ｓ
Ｕ
Ｖ
の

販
売
を
今
年
夏
を
目
処
に
開
始
す
る

と
発
表
。電
気
自
動
車
・二
輪
車
の
生

産
・
輸
出
を
視
野
に
入
れ
て
お
り
、国

産
車
に
並
々
な
ら
ぬ
意
欲
を
見
せ
て
い

る
。

　
市
場
調
査
大
手
イ
ン
テ
ー
ジ
が
昨

年
７
月
に
実
施
し
た
自
動
車
に
関
す

る
調
査
に
よ
る
と
、タ
イ
の
ミ
レ
ニ
ア

ム
世
代（
対
象
者
は
全
国
18
〜
39
歳

の
男
女
３
１
５
０
人
）は
、ス
タ
イ
ル
や

外
観
よ
り
も
、安
全
機
能
を
購
入
の

際
に
、重
視
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
イ
ン
テ
ー
ジ（
タ
イ
ラ
ン
ド
）の
青
葉

大
助
イ
ン
サ
イ
ト
・
シ
ニ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
、「
次
回
車
を
購
入
す
る
時

に
重
視
す
る
上
位
10
項
目（
図
表

５
）」で
、品
質
面
・
価
格
面
に
次
い
で
、

安
全
機
能
の
装
備
が
３
位
に
ラ
ン
ク

さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
ミ
レ
ニ
ア
ム

世
代
が
運
転
を
楽
し
む
こ
と
や
、走

行
性
能
よ
り
も
、安
全
性
に
重
き
を

置
い
て
い
る
」と
説
明
す
る
。

　
「
必
要
だ
と
思
う
車
の
安
全
技

術
」の
項
目
で
は
、「
衝
突
し
な
い
よ

う
に
停
止
ま
た
は
避
け
て
く
れ
る
技

術
」「
前
方
の
車
と
適
度
な
距
離
を

保
っ
た
ま
ま
走
行
す
る
技
術
」な
ど

が
上
位
に
挙
げ
ら
れ
た
。青
葉
氏
は
、

「
バ
ン
コ
ク
や
地
方
の
都
市
で
渋
滞
が

慢
性
化
し
て
お
り
、過
密
な
走
行
環

境
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。接
触
事
故
を

た
が
、総
人
口
は
26
年
ま
で
に
１
億
人

に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。さ

ら
に
、若
年
層
の
構
成
比
率
が
高
い
点

が
魅
力
だ
。

　
ベ
ト
ナ
ム
産
業
の
成
長
を
見
据
え
た

タ
イ
の
工
業
団
地
開
発
大
手
の
Ｗ
Ｈ
Ａ

と
ア
マ
タ・コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、北
部

と
南
部
に
進
出
し
、合
弁
で
工
業
団
地

ミ
レ
ニ
ア
ム
世
代
が
欲
す
自
動
車
と
は
？ 

イ
ン
テ
ー
ジ
調
査

　タイで深刻化する微小粒子状物質
（PM2.5）などによる大気汚染。鉄道・
コンドミニアムの建設現場や製造工場
などが原因とされるが、自動車の排気
ガスも一因とされている。
　天然資源・環境省・公害管理局によると、年間5万240
トンのPM2.5が輸送機関により排出。バンコクでは特に、
路線バスなどの自動車と野焼きが、都民の健康を脅かし
ている。事態を重く見た政府とバンコク都庁は、老朽化し
た違反車の路上検問、人工雨の散布、道路への散水な
ど、短期的な解決策を講じている。呼吸器系や循環器系
に悪影響をもたらすため、環境基準を大きく上回る地域で
は、注意を喚起するためにマスクが無料配布されている。

　カシコンリサーチセン
ターは、健康被害などによ
る経済損失が26億バー
ツに上ると試算。環境に
優しい電動車への関心
が高まるとの見方もある。

大気汚染、電動化を後押しするか

「
ア
ジ
ア
の
デ
ト
ロ
イ
ト
」を
脅
か
す
の
は
ど
こ
だ
！

ベ
ト
ナ
ム
、マ
レ
ー
シ
ア
が
国
産
車
、保
護
主
義
も
台
頭

          品
質
・
仕
上
が
り
の
良
さ

車
両
価
格

安
全
機
能
の
装
備

燃
費

足
回
り
の
良
さ

ブ
レ
ー
キ
の
効
き
の
良
さ

ス
タ
イ
ル
や
外
観

全
体
的
な
運
転
の
し
や
す
さ

多
人
数
で
ゆ
っ
た
り
座
れ
る
事

運
転
姿
勢
の
と
り
や
す
さ

40.3

34.0
32.4

30.1

15.7 15.5
13.212.9 12.9

11.8

出所：インテージ

タイでも電気自動車への関心が高まっている。

【図表６】ASEAN諸国の自動車生産台数推移

日系を追いかける欧米中メーカー
　タイ有数の財閥グループCPと中国の上海汽車集団（SAIC）の合弁会社SAICモーターCP
は年内に東部チョンブリ県の自社工場でピックアップを生産・販売する考えだ。SAICグループ
傘下の英「MG」ブランドで国内販売する計画で、アジア太平洋地域にも輸出する。国内での
乗用車販売も好調で、2018年１～11月の販売台数は前年同期比122％増の２万928台。
「タイ国際モーターエクスポ2018」では、日産、三菱自動車を上回る2,369台を販売し、６位に
躍り出た。この勢いを受けて、MGブランド自動車を販売するMGセールス（タイランド）は、ショー
ルーム兼サービスセンターの数を140ヵ所に増やし、アフターサービスを強化する考えだ。
　７位の独メルセデス・ベンツ（2,294台）は電気自動車（EV）ブランド「EQ」のコンセプト
カー「EQA」初披露。同社タイ法人のローランド・Ｓ・フォルガー社長兼最高経営責任者
（CEO）は、22年までにベンツブランドの全車種で電動車を提供する計画を明らかにしてい
るが、充電施設が整っておらず、電動車の普
及が遅れている。ベンツはバンコク市内の欧
米系高級ホテルと連携して、充電スタンドの
設置箇所を増やす方針だ。
　ライバルの日系メーカーについては、「同じ
ドイツのBMWを含めて、他社と切磋琢磨する
ことによって販売価格が下がり、消費者も恩
恵を受ける」と共存共栄を歓迎するコメントを
残した。年内にもタイで国内外向けにリチウム
イオンバッテリーの製造を開始する。
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【特集】どこに行くアジアのデトロイト

　ただ、「ものづくりの業界は、アイデアで勝負する
IT（情報技術）業界などと比較して、時間がかかり、基
本的に投資に大きなリスクを伴う」と、ベンチャー企
業ゆえに資金集めには苦労している。ニューヨーク証
券取引所やシリコンバレーで投資資金の調達を図っ
たが、短期的な利益を求める投資家には馬耳東風
だったと振り返る。
　そんな逆風を乗り越えて、昨年バンコク・トンロー地
区にショールームを開設したほか、３月に開催された
「バンコク国際モーターショー 2018」では355台を、
11～12月の「タイ国際モーターエキスポ 2018」で
は261台（速報値）を受注した。
　タイでの販売は、地方配電公社（PEA）の子会社
PEAENCOMインターナショナルに先ずは委託する。
夢はタイだけにとどまらない。中国からすでに引き合
いがあり、鶴巻氏は、「将来は供給部品を共通化させ
ていきたい。環境への関心が高い欧州などに輸出し
たい」と抱負を語る。
　さらに、あまり働き口
のない新興国に組立工
場を設立して、教育を十
分受けられない子供が
いる親に簡単な作業を
任せたいと語る。「子供
が病院や学校に安心し
て行ける環境を作りに
貢献し、社会に利益を
還元したい」と目を輝か
せる。

　「自動車業界のマクドナルドを目指している。タイか
ら海外に輸出して、マイクロファブ（組立工場）を世界
中で展開したい」――超小型電気自動車（EV）を独
自に開発するFOMM（First One Mile Mobility）
の鶴巻日出夫社長は、力強く語る。
　同社のタイ子会社FOMM（ASIA）は、今年２月か
らタイ東部にあるアマタシティチョンブリ工場（年産
能力は２シフトで１万台）で超小型EV「FOMM ONE
（四人乗り、最高時速80キロ、満充電で160キロ走
行）」の量産を開始する。従来の自動車の部品点数は
３万点だが、同社は1,600点と約20分の１程度に低
減。部品の75％をタイ国内で調達するという。
　ユニークな点は車両が水に浮く防水機能を備えて
いること。特許を公開しており、世界各地を悩ます水
害の際に活躍しそうだ。一方、運転者がEVに一番不
安を抱く点は、「バッテリーがいつまで持つか」だ。従
来のEVは、航続距離が短く、充電スタンドが街中に
少ないことが課題になっている。鶴巻氏はトヨタ車体
で１人乗り自動車の開発を手掛けた経験から、「予測
はできていた。従って、バッテリーを車体から取り外し、
交換ができるように設計した」と、他社製品の約３分
の１の価格とバッテリーの永久保証で差別化を図っ
ている。
　スズキのエンジニアなどを歴任した鶴巻氏は、
2013年に同社を日本で設立。当初は市場が大きい
中国での事業展開を検討していたが、自動車関連部
品のサプライチェーンが構築され、市場の拡大が期
待できるタイを選んだ。

自動車業界の
マクドナルドを目指す
自動車業界の
マクドナルドを目指す
鶴巻日出夫社長 ● FOMM（First One Mile Mobility）

FOMM、２月から小型電気自動車を量産

ArayZ Interview

世界中でフランチャイズ展開も

　
産
業
高
度
化
を
目
指
す
タ
イ
政
府

は
、国
家
戦
略「
タ
イ
ラ
ン
ド
４・０
」に

沿
っ
て
、12
種
の
重
点
産
業
の
一つ
に
挙

げ
ら
れ
る
次
世
代
自
動
車
産
業
の
育

成
を
図
っ
て
い
る
。タ
イ
投
資
委
員
会

（
Ｂ
Ｏ
Ｉ
）は
、18
年
末
で
電
気
自
動
車

（
Ｅ
Ｖ
）関
連
事
業
へ
の
投
資
奨
励
策
に

基
づ
く
、新
た
な
税
制
面
な
ど
の
優
遇

措
置
の
申
請
を
締
め
切
っ
た
。今
回
の

恩
典
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、電
気
モ
ー

タ
ー
と
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
を
掛
け
合
わ

せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
電
気
自
動
車（
Ｈ
Ｅ

Ｖ
）、外
部
電
源
か
ら
充
電
が
可
能
な
プ

ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車（
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
）、

電
池
式
電
気
自
動
車（
Ｂ
Ｅ
Ｖ
）と
、リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バッ
テ
リ
ー
。

　
こ
の
結
果
、18
年
末
ま
で
に
生
産
台

数
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
ト
ヨ

タ
、ホ
ン
ダ
、日
産
、マ
ツ
ダ
、Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
、

独
メ
ル
セ
デ
ス・ベ
ン
ツ
、Ｂ
Ｍ
Ｗ
、財
閥
グ

ル
ー
プ
Ｃ
Ｐ
と
中
国
の
上
海
汽
車
集
団

（
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｃ
）の
合
弁
会
社
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｃ
モ
ー

タ
ー
Ｃ
Ｐ
の
生
産
計
画
が
承
認
さ
れ
て

い
る（
図
表
８
）。

　
タ
イ
電
気
自
動
車
協
会（
Ｅ
Ｖ
Ａ
Ｔ
）

に
よ
る
と
、こ
れ
ま
で
約
20
社
が
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
な
ど
を
含
む
電
気
自
動
車（
Ｅ

Ｖ
）を
タ
イ
で
生
産
す
る
た
め
に
投
資

委
員
会（
Ｂ
Ｏ
Ｉ
）に
申
請
書
を
提
出
し

て
い
る
。Ｅ
Ｖ
Ａ
Ｔ
の
ヨ
サ
ポ
ン
会
長
は
、

「
東
南
ア
ジ
ア
の
他
の
国
々
と
比
較
し
て
、

タ
イ
は
最
も
明
確
な
Ｅ
Ｖ
政
策
を
提
示

し
て
お
り
、多
く
の
企
業
が
関
心
を
示

し
て
い
ま
す
」と
同
地
域
の
Ｅ
Ｖ
ハ
ブ
と

し
て
の
期
待
の
表
れ
と
楽
観
的
な
見
方

を
示
す
。 

 

Ｂ
Ｏ
Ｉ
は
生
産
を
開
始
す
る
ま
で
3

年
間
の
猶
予
期
間
を
認
め
て
お
り
、生

産
が
本
格
化
す
る
の
は
数
年
先
と
な

り
そ
う
だ
。

　
政
府
は
補
助
金
を
出
し
て
充
電
ス
タ

ン
ド
を
来
年
中
に
１
５
０
ヵ
所
設
置
す

る
予
定
。ま
た
、「
２
０
１
６
〜
36
年
Ｅ

Ｖ
行
動
計
画
」に
よ
る
と
、36
年
ま
で
に

１
２
０
万
台
の
電
気
自

動
車
の
登
録
と
充
電
ス

タ
ン
ド
６
９
０
ヵ
所
の
設

置
を
目
標
に
掲
げ
て
い

る
。

　
カ
シ
コ
ン
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー
は
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
、Ｂ
Ｏ
Ｉ
の

承
認
を
受
け
た
メ
ー

カ
ー
が
製
造
す
る
新
モ

デ
ル
の
価
格
は
物
品
税

の
引
き
下
げ
が
販
売
を

後
押
し
す
る
と
予
測
す

る
。ま
た
、政
府
が
低
燃

費
小
型
車
の
エ
コ
カ
ー

を
製
造
す
る
６
社
に
対

し
て
、電
気
エ
コ
カ
ー
の

優
遇
措
置
を
調
整
し
て

い
る
こ
と
も
追
い
風
に

な
る
と
指
摘
す
る
。

次
世
代
自
動
車
産
業
の
行
方
　

Ｅ
Ｖ
生
産
で
投
資
優
遇
措
置
打
ち
出
す

【図表7】ＥＶ生産台数予測 メーカー別

【図表8】EV生産計画が承認された自動車メーカーと
　　　　充電・電池関連企業（2018年末現在）

出所：タイ投資委員会（ＢＯＩ）、カシコンリサーチセンター、Bangkok Post

出所：IHS Markit (Based on official BOI approval ) 
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【特集】どこに行くアジアのデトロイト

世
界
渋
滞
都
市

ラ
ン
キ
ン
グ

バ
ン
コ
ク
は
２
位
の
汚
名

　　
悪
名
高
い
バ
ン
コ
ク
の
交
通
渋
滞
。

日
本
人
の
居
住
地
区
で
商
業
施
設
が

立
ち
並
ぶ
ス
ク
ム
ビ
ッ
ト
通
り
や
ア

ソ
ー
ク
通
り
は
慢
性
的
に
渋
滞
し
て

お
り
、１
キ
ロ
進
む
の
に
１
時
間
以
上

か
か
る
こ
と
も
あ
る
。蘭
系
全
地
球

測
位
シ
ス
テ
ム（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）機
器
メ
ー

カ
ー
の
ト
ム
ト
ム
が
世
界
48
ヵ
国
３
９

０
都
市
で
行
っ
た
交
通
渋
滞
に
関
す

る
調
査
「T

o
m
T
o
m
T
r
a
ffi
c 

In
d
ex

２
０
１
８（
２
０
１
６
年
の

デ
ー
タ
を
も
と
に
作
成
）」に
よ
る
と
、

バ
ン
コ
ク
は
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
に
次
い

で
、２
位
の
汚
名
を
着
せ
ら
れ
た（
夜

の
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
ピ
ー
ク
時
で
は
１

位
）。ア
ジ
ア
で
は
３
位
に
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
が
ラ
ン
ク
イ
ン
、

中
国
の
10
都
市（
重
慶
、北
京
、成
都

な
ど
）が
上
位
20
位
の
半
数
を
占
め

た（
図
表
11
）。世
界
的
に
は
08
年
水

準
よ
り
13
％
悪
化
し
て
い
る
と
い
う
。

　
ま
た
、英
潤
滑
油
大
手
カ
ス
ト

ロ
ー
ル
社
の「C
astro

M
agnatec 

S
top
-S
tart

In
d
ex

」に
よ
る
と
、

年
間
に
１
キ
ロ
あ
た
り
停
止
・
発
進

す
る
回
数
は
、バ
ン
コ
ク
が
２
万
６
０

４
０
回
と
、非
常
に
深
刻
な
レ
ベ
ル
で

あ
る
１
万
８
千
回
を
上
回
り
、世
界

50
都
市
中
８
位
。南
部
プ
ー
ケ
ッ
ト

は
１
万
74
百
回
だ
っ
た
。

　
渋
滞
の
原
因
と
し
て
、増
え
続
け

る
新
車
と
鉄
道
路
線
の
建
設
工
事
、

警
察
官
に
よ
る
手
動
信
号
機
、多
発

す
る
事
故
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。運

輸
省
陸
運
局
に
よ
る
と
、18
年
１
月

〜
11
月
に
登
録
さ
れ
た
車
両
は
89

万
３
８
５
１
台（
三
輪
・二
輪
車
、タ
ク

シ
ー
、ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
含
む
）で
、

う
ち
乗
用
車
は
42
万
７
１
１
１
台
と

約
半
数
を
占
め
た
。

　
総
車
両
登
録
台
数
は
１
０
０
３
万

４
８
９
台（
18
年
11
月
末
時
点
）と

大
台
を
突
破
。さ
ら
に
、バ
ン
コ
ク
の

市
内
面
積
に
占
め
る
道
路
面
積
は

わ
ず
か
８
％
と
言
わ
れ
て
お
り
、東

京
23
区
内
の
半
分
以
下
と
比
べ
て
狭

く
、慢
性
的
な
渋
滞
を
招
い
て
い
る
。

　
同
省
は
渋
滞
緩
和
に
向
け
て
、周

辺
道
路
や
交
差
点
で
の
ト
ン
ネ
ル
や

陸
橋
の
建
設
な
ど
を
検
討
し
て
お
り
、

実
現
す
れ
ば
平
均
速
度
が
21
・
58
キ

ロ
か
ら
23
・
10
キ
ロ
に
改
善
す
る
と

期
待
す
る
。

　
大
渋
滞
時
の
強
い
味
方
と
な
る
の

が
バ
イ
ク
で
、自
動
車
の
横
を
ス
イ
ス

イ
と
す
り
抜
け
て
い
く
。Ｆ
Ｔ
Ｉ
自

動
車
部
会
が
ま
と
め
た
18
年
の
国
内

自
動
二
輪
車
生
産
台
数
は
前
年
比

１・
7
％
増
、２
5
7
万
8
1
6
1
台

だ
っ
た
。販
売
台
数
は
割
賦
販
売
の

規
制
強
化
が
響
い
た
の
か
、同
１
・

2
％
減
の
1
7
8
万
8
3
2
3
台

だ
っ
た
。

　
日
系
で
は
、ヤ
マ
ハ
は
昨
年
、タ
イ

で
初
と
な
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・ス
ク
ー

タ
ー「
グ
ラ
ン
ド・フ
ィ
ラ
ー
ノ・ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
」を
発
表
。次
い
で
ホ
ン
ダ
も

「
Ｐ
Ｃ
Ｘ
　
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
」を
発
売

し
、ス
ク
ー
タ
ー
も
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の

時
代
に
入
っ
た
。

交
通
事
故
、

帰
省
ラ
ッ
シ
ュ
に
多
発

死
亡
率
は
日
本
の
８
倍

　「
な
ぜ
左
か
ら
く
る
車
や
歩
行
者

に
注
意
せ
ず
に
、右
折
す
る
ん
だ
」と

外
国
人
観
光
客
が
、ソ
イ（
小
道
）か

ら
突
然
、大
通
り
に
飛
び
出
し
て
き

た
バ
イ
ク
運
転
者
に
怒
り
を
あ
ら
わ

に
し
た
。当
人
は
、「
だ
っ
て
左
折
し
な

い
か
ら
」と
悪
び
れ
る
様
子
も
な
く

姿
を
消
し
た
。

　
自
動
車
同
士
の
衝
突
事
故
や
自
動

車
と
バ
イ
ク
の
接
触
事
故
を
目
撃
す

る
の
は
、バ
ン
コ
ク
で
は
日
常
茶
飯
事

だ
。昨
年
12
月
に
世
界
保
健
機
関（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）が
発
表
し
た
交
通
事
故
に
関

す
る
２
０
１
８
年
版
の
報
告
書

「G
lobal 

Status 
R
eport 

on 
R
oad 

Safety

（
図
表
９
）」に
よ
る

と
、タ
イ
は
人
口
10
万
人
当
た
り
の
交

通
事
故
死
者
数
が
32
・７
人（
２
０
１

６
年
の
統
計
に
基
づ
い
た
推
計
値
）と
、

世
界
１
０
４
ヵ
国
中
９
位
だ
っ
た
。前

年
の
２
位（
36・２
人
）か
ら
改
善
し
た

が
、ア
ジ
ア
で
は
最
悪
で
、日
本
と
ド

イ
ツ（
４・１
人
）の
４
倍
だ
っ
た
。

　
タ
イ
を
上
回
っ
た
の
は
リ
ベ
リ
ア

（
35
・９
人
）、セ
ン
ト
ル
シ
ア（
35
・４

人
）な
ど
、ア
フ
リ
カ・
中
南
米
の
８
ヵ

国
。ア
ジ
ア
で
は
、ベ
ト
ナ
ム（
26
・４

人
）、マ
レ
ー
シ
ア（
23
・６
人
）、ミ
ャ
ン

マ
ー（
19・９
人
）、中
国（
18・2
人
）が

上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
。

　
タ
イ
の
交
通
事
故
死
亡
者（
２
万
２

４
９
１
人
）の
７
割
が
、バ
イ
ク
の
運
転

者
も
し
く
は
同
乗
者
。う
ち
男
性
が

79
％
を
占
め
た
。日
本
と
同
様
に
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
が
、運
転
者
と
同
乗
者
の
着
用
率
は

そ
れ
ぞ
れ
51
％
、20
％
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。安
全
運
転
に
対
す
る
意
識
が
低

く
、地
方
で
は
児
童
の
3
人
乗
り（
時

に
は
４
人
乗
り
も
）も
珍
し
く
な
い
。

「
危
険
な
７
日
間
」

　

　
特
に
年
末
年
始
と
４
月
中
旬
の
旧

正
月（
ソ
ン
ク
ラ
ン
）の
連
休
は
、「
危

険
な
７
日
間
」と
言
わ
れ
、交
通
事
故

の
発
生
件
数
が
増
加
。多
く
の
若
者

が
、自
動
車
と
の
接
触
事
故
、ス
ピ
ー

ド
違
反
や
飲
酒
運
転
な
ど
で
命
を
落

と
す
。

　
タ
イ
内
務
省
道
路
安
全
指
揮
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
と
、年
末
年
始（
18
年
12

月
27
日
〜
19
年
１
月
３
日
）の
交
通

死
亡
事
故
者
数
は
、前
年
同
期
比
９・

５
％
増
の
４
６
３
人
だ
っ
た（
図
表
10
）。

事
故
の
多
く
は
午
後
４
時
〜
８
時
に

か
け
て
発
生
。東
北
部
ナ
コ
ン
ラ
チ
ャ

シ
マ
県
で
の
死
亡
者
数
が
最
も
多
く
、

負
傷
者・事
故
数
の
最
多
は
南
部
ナ
コ

ン
シ
ー
タ
マ
ラ
ー
ト
県
だ
っ
た
。

　
18
年
の
ソ
ン
ク
ラ
ン
期
間
中
に
は
前

年
比
28
人
増
の
４
１
８
人
が
死
亡
し

た
。原
因
の
１
位
は
飲
酒
運
転
で
、次

い
で
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
だ
っ
た
。

政
府
は
毎
年
、安
全
運
転
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
な
ど
を
実
施
し
、法
律
の
順
守
を

強
く
呼
び
掛
け
て
い
る
が
、死
亡
者

数
、事
故
数
と
も
一
向
に
減
る
気
配
を

み
せ
な
い
。

車
社
会
バ
ン
コ
ク
の
深
刻
な
交
通
事
情

タイの
交通事故
死者の内訳

都市名

メキシコシティ 66％（59分）

61％（64分）

58％（48分）

52％（55分）

50％（57分）

バンコク

ジャカルタ

重慶

ブカレスト

１

２

３

４

５

渋滞レベル
（一日当たり移動に
かかる余計な時間）

 

二・三輪車運転・同乗者
四輪車の同乗者
自転車運転者

歩行者
四輪車の運転者
他

【図表９】タイの交通事故死者 大半は二・三輪車運転者・同乗者

74%

8%

6%
6%

3% 3%

【図表10】交通事故の「危険な7日間」

【図表11】
慢性的な渋滞に悩むバンコク
TomTom Traffic Index 2018

Castrol Magnatec Stop-Start Index 2014

出所：世界保健機関（WHO）
「Global Status Report on Road Safety 2018」

出所：世界保健機関（WHO）「Global Status Report on Road Safety 2018」

出所：TomTom Traffic Index　2018, 
Castrol Magnatec Stop-Start Index

13

2

年末年始とタイ旧正月に多発

0
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500

2009

死者数（右軸） 負傷者数 事故数

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018
0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

都市名

イスタンブール 31,200

30,480

29,520

28,080

26,040

メキシコシティ

モスクワ

バンコク

１

２

３

４

５

1キロあたりに停止・
発進する年間回数

ジャカルタ/
ローマ/セント
ピーターズバーグ

日本は10万人当たりの交通事故死亡者数が
4.1人とタイの約8分の１。死亡率は歩行者が
35％でもっとも多く、四輪車の運転者・同乗者
（32.4％）、二輪・三輪車の運転者・同乗者
（17.2%）、自転車運転者（15.1％）だった。

自転車・バイク優先。バンコクの交通事情
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タ
イ
の

取
締
役
会
に
関
す
る

法
律
に
つ
い
て

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
リ
レ
ー
連
載

80
条
１
項
）。決
議
要
件
は
、非
公
開
会

社
と
同
様
で
出
席
取
締
役
の
過
半
数

の
賛
成
で
、議
長
に
決
裁
権
が
あ
る

（
同
法
第
80
条
３
項
）。公
開
会
社
に
お

い
て
も
、取
締
役
会
決
議
が
必
要
的
と

さ
れ
て
い
る
事
項
は
な
く
、附
属
定
款

に
定
め
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
従
う
こ
と

と
な
る
。

な
お
、非
公
開
会
社
お
よ
び
公
開
会

社
の
取
締
役
の
選
任
は
、い
ず
れ
も
普

通
決
議
事
項
と
な
っ
て
い
る
た
め
、株

主
総
会
の
開
催
が
必
要
で
あ
る
。仮
に

取
締
役
が
辞
任
す
る
場
合
に
は
、い
ず

れ
も
株
主
総
会
決
議
は
不
要
で
あ
り
、

Ｄ
Ｂ
Ｄ
に
届
け
出
る
こ
と
で
登
記
の

変
更
が
可
能
で
あ
る
。

３
．電
話
又
は
Ｔ
Ｖ
会
議
で
の

　  

開
催
に
お
け
る
注
意
点

日
系
企
業
で
あ
れ
ば
電
話
又
は
Ｔ

Ｖ
会
議
を
利
用
し
た
い
と
考
え
る
こ

と
が
よ
り
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、電
話

又
は
Ｔ
Ｖ
会
議
の
開
催
は
、限
定
さ
れ

た
形
式
で
の
み
、有
効
な
会
議
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
る
。

商
務
省
の
告
示
で
は
、ど
の
会
議
は

対
象
か
、明
示
し
て
い
な
い
が
、株
主

総
会
及
び
取
締
役
会
も
対
象
に
な
る

と
考
え
る
。こ
れ
に
よ
れ
ば
、ま
ず
少

な
く
と
も
定
足
数
の
３
分
の
１
は
実

際
に
会
議
の
開
催
場
所
に
て
出
席
す

る
必
要
が
あ
り
、さ
ら
に
電
話
ま
た
は

Ｔ
Ｖ
会
議
に
よ
り
出
席
す
る
者
も
含

で
き
る（
同
法
第
１
１
６
１
条
）。取
締

役
会
決
議
が
必
要
と
さ
れ
る
事
項
は
、

法
律
上
は
な
い
。し
か
し
附
属
定
款
で

取
締
役
会
決
議
事
項
を
定
め
て
い
る

場
合
に
は
そ
れ
に
従
い
決
議
を
行
う

必
要
が
あ
る
。

公
開
会
社
に
つ
い
て
は
、取
締
役
は

５
人
以
上
で
あ
り
、う
ち
半
数
以
上
は

タ
イ
国
内
居
住
者
で
あ
る
必
要
が
あ

る（
公
開
株
式
会
社
法
第
67
条
）。取
締

役
会
の
定
足
数
は
、全
取
締
役
の
半
数

以
上
の
出
席
と
さ
れ
て
い
る（
同
法
第

の
人
数
は
１
人
以
上
で
あ
れ
ば
よ
く
、

ま
た
国
籍
要
件
や
居
住
要
件
は
設
け

ら
れ
て
い
な
い
。取
締
役
会
の
定
足
数

は
、原
則
と
し
て
附
属
定
款
の
定
め
に

よ
り
、附
属
定
款
に
定
め
が
な
い
場
合

で
３
人
を
超
え
る
取
締
役
会
の
場
合

に
は
３
人
の
出
席
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る（
民
商
法
典
第
１
１
６
０
条
）。決

議
に
は
、出
席
し
た
取
締
役
の
過
半
数

の
賛
成
が
必
要
で
あ
り
、賛
否
同
数
と

な
っ
た
場
合
に
は
、議
長
が
決
裁
権
と

し
て
追
加
の
１
票
を
投
じ
る
こ
と
が

う
名
前
の
法
律
は
存
在
せ
ず
、民
商
法

典
の
第
22
編
が
非
公
開
会
社
に
つ
い

て
、公
開
株
式
会
社
法
が
公
開
会
社
に

つ
い
て
定
め
て
い
る
。こ
れ
ら
が
会
社

に
関
す
る
基
本
的
な
法
律
で
あ
る
。以

下
で
は
、取
締
役
会
の
基
本
構
造
及

び
、電
話
又
は
Ｔ
Ｖ
会
議
で
の
株
主
総

会
及
び
取
締
役
会
の
開
催
方
法
に
つ

い
て
、簡
単
に
説
明
す
る
。

２
．取
締
役
会
の
基
本
構
造

非
公
開
会
社
に
つ
い
て
は
、取
締
役

は
じ
め
に

在
タ
イ
専
門
家
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス

法
務
の
解
説
第
5
回
は
、タ
イ
の
取
締

役
に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て
概
説
す

る
。

１
．タ
イ
に
お
け
る

　  

会
社
に
関
す
る
法
律

日
本
で
は
、会
社
設
立
や
組
織
、資

金
調
達
等
を
規
定
し
た「
会
社
法
」が

存
在
す
る
が
、タ
イ
で
は
会
社
法
と
い

め
、全
て
の
出
席
取
締
役
が
タ
イ
国
内

に
い
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。ま
た
情

報
技
術
・
通
信
省
が
定
め
る
基
準
に

従
っ
た
電
話
又
は
テ
レ
ビ
会
議
の
方

法
で
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。こ
の
た

め
、日
本
か
ら
会
議
に
参
加
す
る
こ
と

は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
点
に
は
、注
意

が
必
要
で
あ
る
。ま
た
、公
開
会
社
が

こ
の
形
式
で
の
会
議
を
行
う
場
合
は
、

そ
の
旨
を
付
属
定
款
に
記
載
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。日本国弁護士　 藤原　杯花

17年1月よりタイ、TNY国際法律事務所にて
執務。TNY国際法律事務所は、日本人弁護士
2名が共同代表を務める法律事務所であり、
会社設立から規制調査、契約書のリーガル
チェック、商標登録申請などのサービスを提供
している。

TNY国際法律事務所

URL: ht tp: / /www.tny- legal .com/
C o n t a c t :  i n f o @ t n y - l e g a l . c o m
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【
文
書
の
保
存
義
務
】

　
確
定
申
告
書
の
提
出
日
か
ら
５
年
以

内
に
、歳
入
局
は
売
上
高
２
億
バ
ー
ツ
以

上
の
法
人
に
対
し
、移
転
価
格
文
書
等
の

提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。納
税
者

は
、そ
の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
６０
日
以

内
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
タ
イ
の
移
転
価
格
税
制
に

お
い
て
は
、付
表
と
文
書
の
２
つ
の
書
類
の

作
成
が
必
要
で
す（
付
表
は
確
定
申
告
書

の
一
部
、文
書
は
独
立
し
た
レ
ポ
ー
ト
で   

す
）。ま
た
、こ
れ
ら
の
規
定
に
違
反
し
た

場
合
に
は
、次
の
罰
則
規
定
が
あ
り
ま
す
。

【
罰
則
】

　
相
当
の
理
由
な
く
書
類
を
提
出
し
な
い
、

あ
る
い
は
提
出
し
た
書
類
に
不
備
が
あ
る

場
合
に
は
、２０
万
バ
ー
ツ
を
超
え
な
い
範
囲

で
罰
金
を
科
す
。

　
こ
の
罰
則
規
定
は
付
表
と
文
書
の
２
つ

の
書
類
に
か
か
る
も
の
で
あ
り
、両
方
に

反
し
た
場
合
に
は
最
大
４０
万
バ
ー
ツ
の
罰

 

２
０
１
８
年
１１
月
２２
日
に
移
転
価
格
税
制
が

歳
入
法
に
追
加
さ
れ
、今
後
は
タ
イ
に
お
い
て

も
移
転
価
格
税
制
の
文
書
化
対
応
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

 

今
回
の
改
正
内
容
を
確
認
し
て
み
る
と
、移

転
価
格
文
書（
ロ
ー
カ
ル
フ
ァ
イ
ル
）等
の
保
存

が
必
要
な
会
社
は
大
企
業
だ
け
に
は
留
ま
ら

ず
中
小
企
業（
売
上
高
２
億
バ
ー
ツ
以
上
）に

お
い
て
も
、そ
の
保
存
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
と
こ
ろ
に
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

 

ま
た
、作
成
が
必
要
な
書
類
に
つ
い
て
も
、付

表
と
文
書
の
２
つ
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、今
回

の
コ
ラ
ム
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
の
書
類
の
提
出
・

保
存
義
務
に
つ
い
て
主
に
解
説
し
て
い
き
ま  

す
。

【
付
表
の
提
出
義
務
】

　
年
度
の
売
上
高
が
２
億
バ
ー
ツ
以
上
の
法
人

は
、関
連
者
間
取
引
に
関
す
る
情
報
を
記
載

し
た
付
表
を
作
成
し
、そ
の
事
業
年
度
終
了

日
か
ら
１
５
０
日
以
内
に
歳
入
局
へ
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

聞
き
た
く
て
も
聞
け
な
か
っ
た
、タ
イ
の
税
金
事
情

移
転
価
格
税
制

www . j g a . a s i a

言葉、文化を超えてグローバル日系企業が
本業に専念できる環境を提供します。

業務内容
 記帳代行／月次決算、財務諸表作成／税務相談、コンサルティング
各種税務申告書作成／給与、社会保険業務
スポット業務（還付請求、デューデリジェンス、Ｍ＆Ａ他）

Thai Office
10/183 (2402) 24Floor, The trendy Building, 
Sukhumvit Soi 13   TEL: 02-168-6225
Japan Office
＜はらしま会計事務所＞　2006年7月設立。日本国内の税務業務
及び各種コンサルティングの他、タイ進出企業の日本本社向けに総
合コンサルティングサービスを提供。
J  Glocal  Accounting社の日本オフィスとしての役割を担う。

大学卒業後、証券化に特化した会計事務所
勤務を経て2009年来タイ。大手日系会計事
務所で５年間勤務し、日系金融機関ほか多く
の日系企業の会計・税務・監査業務に従事
する。2013年12月、J Glocal Account-
ing Co.,Ltd.を設立、タイと日本の会計・税務
の専門家として日系企業へのサポートを行う。

J Glocal Accounting Co., Ltd.
Managing Director

坂田 竜一

金
が
科
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

 

２
０
１
９
年
１
月
１
日
以
降
に
開
始
す
る
事

業
年
度
が
対
象
と
な
り
売
上
高
２
億
バ
ー
ツ

以
上
の
企
業
に
お
い
て
は
、移
転
価
格
税
制
の

対
応
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。文
書
作

成
に
か
か
る
期
間
は
６
ヵ
月
を
超
え
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、お
早
め
に
ご
準
備
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■ 将来投資 （M&Aプロセス支援、アジア進出支援など）
■ 財務戦略 （企業再生、ファイナンシャルアドバイザリーなど）
■ 形式知化 （PDCAサイクル構築支援、経理・財務・経営企画支援など）
■ ロジスティクス （人事・労務管理支援、人材紹介など）
■事業戦略 （組織再編支援、MBO支援、事業承継支援、IPO支援など）

ES NETWORKS 
(THAILAND) CO., LTD.
TEL: 02-016-3178
E-MAIL: h-okumura@esnet.co.jp
URL: www.esnet.co.th

ア
ジ
ア
で
の｢

Ｃ
Ｆ
Ｏ
経
営
」

不
正
事
例
と

そ
の
防
止
策 

③

Vol.11

日
本
と
ア
ジ
ア
で
2
0
年
、1
3
0
0
社
の
経
営
に

寄
り
添
っ
て
き
た
エ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
が
解
説
す
る
、

在
ア
ジ
ア
日
系
企
業
の
経
営
管
理
術
。

【エスネットワークス拠点】
東京本社／札幌支店／仙台支店／名古屋支店／大阪支店／福岡支店
ES NETWORKS ASIA GLOBAL PTE.LTD（シンガポール）／
ES NETWORKS VIETNAM CO., LTD.（ホーチミン・ハノイ）／
ES NETWORKS HONG KONG CO., LTD.（香港）／
ES NETWORKS (THAILAND) CO., LTD.（タイ）
ES NETWORKS PHILIPPINE CO., LTD.（マニラ）

常駐支援を通じて
CFO の機能をご提供

問
題
解
決
の
対
応
策

奥村 宙己
 Hiroki Okumura

立命館アジア太平洋大学卒業。2014年､（株）エスネット
ワークスに新卒として入社。スポット支援として事業計画
作成､事業デューデリジェンス､財務デューデリジェンス、
M&Aアドバイザリーを担当。常駐支援として管理体制構
築支援､月次決算体制構築支援、再生企業の事業計画実
行支援､クロスボーダー PMIを担当。タイ国において進
出サポート及び会計・税務コンサルティングに従事。

 

弊
社
で
は
過
去
Ｐ
Ｍ
Ｉ（
合
併
後

の
統
合
）の
常
駐
支
援
に
よ
っ
て
、不

正
現
場
を
多
く
発
見
し
て
参
り
ま

し
た
。前
回
は
単
独
か
つ
ス
タ
ッ
フ
層

の
み
関
与
し
て
い
た
ケ
ー
ス
を
記
載

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た（
左
図
）。今
回

の
ケ
ー
ス
は
図
左
上
カ
テ
ゴ
リ
ー
の

単
独
か
つ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
が
関
与

し
て
い
た
不
正
の
パ
タ
ー
ン
を
ご
説
明

頂
き
、そ
の
対
応
策
を
ご
説
明
い
た

し
ま
す
。

 

  

現
地
日
本
人
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
に
対

し
て
本
社
か
ら
の
チ
ェッ
ク
機
能
が
存

在
し
な
い
企
業
が
多
く
、個
人
に
す
べ

て
を
任
せ
る
場
合
が
多
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。弊
社
が
関
与
し
た
ケ
ー
ス
で
は

タ
イ
で
数
千
人
規
模
の
工
場
を
経
営

し
て
い
る
日
系
企
業
が
、本
社
主
導    

（
弊
社
ス
タ
ッ
フ
が
Ｃ
Ｆ
Ｏ
と
し
て
常
駐

支
援
）で
Ｐ
Ｍ
Ｉ
業
務
を
行
って
い
た
際

に
、タ
イ
子
会
社
の
粗
利
が
毎
月
変
動

し
、月
次
決
算
も
毎
月
遅
延
し
て
い
る

と
い
う
問
題
が
発
覚
し
ま
し
た
。現
場

の
日
本
人
か
ら
こ
の
問
題
に
対
す
る
原

因
の
説
明
が
不
十
分
で
あ
り
改
善
も

見
ら
れ
な
い
為
、弊
社
が
タ
イ
の
現
場

に
常
駐
し
何
が
起
き
て
い
る
の
か
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

 

弊
社
が
常
駐
し
た
際
に
現
場
で
は
、

日
本
人
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
か
ら
非
協
力

的
な
対
応（
弊
社
業
務
妨
害
等
）が
あ

り
、日
本
人
か
ら
実
態
を
調
査
す
る
事

は
不
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
、タ
イ
ロ

ー
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
い
、日
本
人
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
の
業

務
実
態
を
把
握
し
ま
し
た
。こ
の
結
果

か
ら
、本
社
へ
の
業
績
見
込
み・業
績
低

迷
の
虚
偽
報
告
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が

発
覚
し
ま
し
た
。こ
ち
ら
の
ケ
ー
ス
で

は
タ
イ
に
進
出
し
て
か
ら
長
く
て
も
２

〜
３
年
で
日
本
人
駐
在
員
は
交
代
に

な
る
為
、任
期
の
間
は
問
題
を
起
こ
さ

ず
責
任
逃
れ
を
す
る
、と
い
う
動
機
か

ら
発
生
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、正
確
な
報
告
が
遅
れ
て
し
ま
っ

た
事
に
よ
り
、経
営
の
意
思
決
定
を
行

う
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
れ
、結
果
と
し
て

長
期
に
渡
り
会
社
業
績
の
悪
化
を
招

き
ま
し
た
。

 

弊
社
が
正
確
な
報
告
を
本
社
に
行

い
、現
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
の
配
置
転
換

（
帰
任
等
）、外
部
か
ら
経
営
者
を
雇

用
、各
セ
ク
シ
ョン
の
シ
ス
テ
ム
デ
ー
タ
や

数
値
デ
ー
タ
に
基
づ
く
チ
ェッ
ク
体
制

を
強
化
し
、迅
速
か
つ
正
確
な
情
報
を

レ
ポ
ー
ト
し
、経
営
の
意
思
決
定
を
行

え
る
体
制
を
強
化
し
ま
し
た
。

 

タ
イ
で
は
進
出
し
て
か
ら
、10
年
、

20
年
以
上
経
過
し
て
い
る
日
系
企
業

が
多
く
、経
営
者
と
し
て
子
会
社
経

営
を
せ
ず
、任
期
が
終
わ
る
ま
で
問
題

な
く
過
ご
し
後
任
に
引
継
ぐ
、と
い
う

会
社
も
多
く
見
受
け
ら
れ
る
為
、上

記
の
よ
う
な
問
題
が
発
生
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。業
績
の
低
迷
や
原
因
が

正
確
に
把
握
で
き
な
い
場
合
に
は
、是

非
弊
社
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

現
地
企
業
で
の
問
題

の
事
例
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 ラオスではつい最近までほとんどコカ・コ
ーラを見ることがありませんでした。その理
由は、国内最大飲料メーカー「ビア・ラーオ
社」がペプシコーラを生産していたため、
輸入品のコカ・コーラの流通量は少なく、価
格が高かったためです。
 2015年にタイとラオスの合弁会社が東
南アジア最後の参入地であるラオスでコカ・
コーラの製造・国内販売を始めると、徐 に々
人気が高まり、今では両製品の勢力は拮
抗しています。
 ラオスでは飲料の卸・小売り事業者に物
品税を課しています。ラオス政府は昨年末、
国産・輸入を問わずビールに対して50％の
物品税の徴収を徹底するよう通知を出しま

Thailand＋１

現地からレポート！ 
CLMV最新トピック
【第20回】ラオス、カンボジア編

タイ以外のメコン流域諸国（ＣＬＭＶと呼ばれる
カンボジア、ラオス、ミャンマー、ベトナム）で流
行しているモノやコト（内需の観点から）に加え
て、注目の商品・サービスや投資案件、新制度の
施行状況など、政治・経済・社会の話題を現地在
住の専門家が発信するコラム。第20回目とな
る今回は、ラオスとカンボジアからレポートをお
届けします。

ラオ文字で「Coke」と表示。
ペプシもコカ・コーラも4,000キープ（約50円）

筆者が月に一度訪れているシアヌークビル
市にある孤島ロン島

ラオスにおけるコーラ戦争

した。輸入品は、国境検問所で申告するこ
とになっていますが、国産の「ビアラーオ」
は事業者からの徴収が不徹底だったため
です。コーラなどの清涼飲料水は５％と税
率が低いため、即税収アップにつながるビ
ールを標的としたようです。通知を受け、10
円値上げした商店もあるようですが、「ビア
ラーオ」人気は全く衰えていません。

真の観光立国カンボジアに向けて

 昨年カンボジア国内における国際空港
の利用客数が初めて1,000万人を突破しま
した。首都のプノンペン国際空港が520万
人、世界遺産アンコールワットがあるシェム
リアップ国際空港が420万人、白い砂と青
い海そして豊かな自然が色濃く残る港湾
都市シアヌークビル国際空港が61万人と
いう内訳です。
 中でも一昨年の30万人から61万人と飛
躍的に利用者が増えたシアヌークビル国
際空港ですが、その理由は何でしょうか？  
 タイランド湾にも面し、カンボジア唯一の
大水深港であるシアヌークビル港を擁する
シアヌークビル市は、中国企業並びに中国
人の受け入れを積極的に行っており、現在
市内は急激に「中国化」しています。

 中国人投資家グループによれば、第２
のマカオを作るという計画があり、それに
準ずる形でカジノホテル、高級マンション、
大規模商業施設などの建設が増加して
います。経済成長は大変喜ばしいことで
すが、それと引き換えに美しい観光資源
を失うような事にはならないで欲しいもの
です。

Thailand＋１

One Asia Lawyers ラオス事務所
内野里美

1979年生まれ、東京外国語大学ラオス
語学科卒業。
2005年よりラオスにて日本のNGO、日本
大使館勤務を経て2016年３月よりJBLメ
コンラオス事務所に常駐、現在に至る。

info@oneasia.legal
http://oneasia.legal/info

MATES GLOBAL 
COMMUNICATIONS CO., LTD.
代表取締役　柳内 学

1975年生まれ、城西大学経済学部卒業。
2007年、カンボジアにNGOの職員として
赴任し、日本語学校の設立運営に従事。
2009年、教え子と共に同社を設立。
現在はカンボジア人向け情報誌の発行
事業を主に他事業を分社化、経営を多角
化している。カンボジア在住10年。

yanai@mateskh.com
https://chugapon.com
www.mateskh.com

 今回は、カンボジアの労働法改正により2018年に導入され
た年功補償についてご紹介します。

１． 法改正による導入
　年功補償は、労働法改正により、解雇補償に代わって導入
されました（2018年６月28日付けの労働法改正、詳細は同年９
月21日付けの労働職業訓練省（MLVT）省令（Prakas）443
号）。労働者の利益を図るもので、同年７月29日付けの下院選
挙を強く意識した改正であったと考えられます。

２． 年功補償の概要
　年功補償とは、大まかには、労働者の雇用継続１年につき
15日分の賃金等相当額を支払うという制度ですが、2019年以
降を対象とした年功補償と、18年以前を対象とした年功補償
との２種類があります。
（１） 2019年以降の年功補償
概要は以下の通りです。
① 使用者は、労働者の雇用継続１年につき、15日分の賃金等
相当額の支給義務を負います。賃金「等」には、賃金以外の
諸手当の一切を含むとされます。
② 年功補償の支給対象となる従業員は、無期雇用契約のみ
です。有期雇用契約については従前から法定の退職金があ
り、これが継続されます（期間通算報酬の５％以上、もしくは労
働協約で定めた金額）。
 無期雇用契約に退職金はなく、解雇補償のみがありました。
年功補償は解雇補償に代わって導入されたものですが、有期
雇用契約とのバランスをとり労働者の利益を図るために導入さ
れました。
③ 支給方法は、19年以降、各年２回、６月と12月（各7.5日分ず
つ）となります。

Thailand＋１

カンボジア労働法アップデート①年功補償

（２） 2018年以前の年功補償（遡及支給）
　18年以前から雇用していた従業員に対しては、過去の雇用
継続期間に応じた年功補償を支給する必要があります。概要
は以下の通りです。
① 18年以前の雇用期間１年につき、15日分の賃金相当額を
支給します。
 遡及支給は、（１）19年以降の年功補償と異なり、賃金額の
みで手当等を含まず、過去の雇用時の賃金額を基準として算
定されます。　
② 支給日は、19年以降の年功補償と同じく、各年６月と12月の
2回。
 ただし、支給額は、縫製産業は各15日分、縫製産業以外は
7.5日分となります。
③ 支給上限額は、156日相当額を上限。
 どれほど長期間勤務していても、156日相当額が上限となり
ます（雇用継続が10年を超える場合、この上限にかかります）。
④ 自主退職の場合、以降の遡及支給の必要はありません。解
雇の場合は明文規定はありませんが、解雇時の残額を支給
する義務があると考えられます。

3． 導入後の状況
 2018年の導入後、使用者にとって大きなコストアップとなるも
のであり、大きな話題となりました。特に遡及支給は法治国家
の常識に反するとも言える改正であるため、各国関係団体が
抗議を継続しています。これを受け、MLVTは関係団体と協
議を行っており、18年12月28日付で、遡及支給のスケジュール
について民間部門と協議を行っている旨の公式発表をしまし
た。
 既に発効している法令ですが、導入の延期の可能性も残さ
れており、経過を観察する必要があります（19年１月18日時点）。

One Asia Lawyers （旧JBL Mekong）
One Asia Lawyersは、タイ、カンボジア、ラオス、ミャンマー、ベトナム、シンガポール、マレーシ
ア、フィリピン、インドネシア、東京にオフィスを有しており、日本企業向けにASEAN地域でのシ
ームレスな法務アドバイザリー業務を行っております。各事務所には、日本人弁護士・専門家
が常駐しており、ASEAN地域に特化した進出法務、M&A、コーポレート・ガバナンス、労務、税
務、知的財産、不動産、訴訟・仲裁対応などについて、現地法弁護士と連携の上、現地に根付い
た最適なサービスを提供しております。

HP :  oneasia.legal/       Mail :  yuto.yabumoto@oneasia.legal

One Asia Lawyersグループ カンボジア事務所

吉田重規
2011年弁護士登録後、大手スポーツメーカーの企業内弁護士とし

て勤務、2018年4月よりOne Asia Lawyersに参加。カンボジアへの

クロスボーダー進出支援業務、M&A、労務、税務、紛争解決案件等

を担当。カンボジア日本人商工会総務委員(2018年)。

shigeki.yoshida@oneasia.legal

【One Asia Lawyersグループ カンボジアオフィス】
2nd Floor, Phnom Penh Tower, #445, Monivong Blvd (St. 93/232), Sangkat 
Boeung Pralit, Khan 7 Makara, Phnom Penh, Cambodia
Cambodia +855(0)23-640-5621

ASEANビジネス法務 最新アップデートASEANビジネス法務 最新アップデート
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・ トンロー駅から徒歩圏内の希少
な立地

・ サービスアパート、ホテル、オフ
ィスなどの複合施設開発可能
・ 大通りに接道しているため
  高層ビル建設可能

 都市計画 Yor10 

 FAR  8

 OSR  4 

 容積率緩和 可

売り土地 所有権【Land for Sale】

トンロー 好立地、超高級物件
BTSトンロー駅約400メートル
面積：3.4ライ(5,440㎡)

非公開 ・ 今後大型開発が予定されるマッ 
カサンエリア
・ 大通りに接道しているため
  高層ビル建築可能
・ オフィス、コンドなど複合施設可能

 都市計画 Por5 

 FAR  10

 OSR  3

 容積率緩和 可

その他多数物件を取り扱っています。

お問い合わせ：高尾086-513-7435 takao@gdm-asia.com

事業用不動産をお探しならGDM 

事業用不動産
BTS,MRT沿線や交通アクセスに便利な高速道路周辺、大型商業施設開発
エリアなど事業用不動産に最適な物件情報をお届けします。

www.gdm-asia.com

ホテル サービスアパート オフィス

BTS & MRT
駅近

GDM (Thailand) Co.,Ltd.
57, Park Ventures Ecoplex, 
12th Fl. Unit 1211, 
Wireless Road, Lumpini, 
Patumwan, Bangkok 10330

売り土地 所有権【Land for Sale】

マッカサン、ペップリー通り、 高級物件
MRTペップリー駅約450メートル
面積:5.12ライ（8,204㎡）

・ BTSからスカイウォーク直結
  接続可能
・ 大通りに接道しているため
  高層ビル建築可能
・ 大型複合施設開発可能

 都市計画 Yor7

 FAR  5

 OSR  6 

 容積率緩和 可

売り土地 所有権【Land for Sale】

スクンビット62 好立地
BTSグリーンライン

プナウィティ駅約100メートル
面積：6.95ライ（11,332㎡）

・ 大型複合開発ワンバンコクエリ
ア至近の希少な物件

・ 大通りに接道しているため
  高層ビル建築可能
・ 借地権が多いエリアの中で
  所有可能な物件

 都市計画 Por5 

 FAR  10

 OSR  3

 容積率緩和 不可

売り土地 所有権【Land for Sale】

ワイヤレスロード 好立地、超高級物件
日本大使館、ワンバンコク開発地至近
面積：8.3ライ(13,300㎡)

・ タイ人に人気のAri駅へも
  アクセス可能
・ 大通りに接道しているため
  高層ビル建築可能

 都市計画 Por3 

 FAR  7

 OSR  4.5 

 容積率緩和 不可

売り土地 所有権【Land for Sale】

サパンクワイ
BTSグリーンライン

サパンクワイ駅約800メートル
面積:1.83ライ（2,932㎡）

・ 新駅から約300メートル
・ 大通りに接道しているため
  高層ビル建築可能
・ 分筆可能

 都市計画 Yor6 

 FAR  10

 OSR  3

 容積率緩和 

売り土地 所有権【Land for Sale】

シーナカリン
BTSイエローライン 

シーベーリング駅約300メートル
面積：8.7ライ(13,920㎡)

・ トンロー10至近
・ 大通りに接道しているため
  高層ビル建築可能

 都市計画 Yor9

 FAR  7

 OSR  4.5 

 容積率緩和 不可

売り土地 所有権【Land for Sale】

エカマイ
ドン・キホーテ1号店至近
面積：2.85ライ（4,560㎡）

・ 新ピンクライン沿線
・ 大通りに接道しているため
  高層ビル建築可能
・ 移民局、インパクトアリーナ、
  ドンムアン空港、
  セントラルプラザなど
  周辺に主要施設多数

・ スクンビット49 / 面積:3,200㎡ 低層宅地向け

・ ラムイントラ  /面積:1,912㎡ 中高層宅地向け、新駅至近

・ ラムイントラ  /面積：56,540㎡ 大型商業開発向け

・ トンロー 2 5  /面積: 2,332㎡ 低層宅地向け

 都市計画 改訂中

 FAR  改訂中

 OSR  改訂中

 容積率緩和 

売り土地 所有権【Land for Sale】

チェーンワッタナ、IMPACTアリーナ
BTSピンクライン 

ムアントンタニ駅約500メートル
面積：3.4ライ(5,440㎡)

BTS
完成後可

BTS
完成後可







※

タ
イ
証
券
取
引
所（
Ｓ
Ｅ
Ｔ
）に
よ
る
と
17
年
度
の
１
日
あ
た
り
平
均
取
引
高
は
、

一
部
上
場（
Ｓ
Ｅ
Ｔ
）と
二
部
上
場（
Ｍ
Ａ
Ｉ
）を
合
わ
せ
て
５
０
１
億
１
３
百
万

バ
ー
ツ
で
あ
り
、前
年
度
と
比
較
し
て
約
４
・
６
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

海
外
投
資
を
背
景
に
成
長
し
て

き
た
タ
イ
で
す
が
、こ
こ
数
年
間

に
目
を
向
け
る
と
大
洪
水
や
軍
事

ク
ー
デ
タ
ー
な
ど
の
影
響
も
あ
り

経
済
の
成
長
力
は
鈍
化
傾
向
に
あ

り
ま
し
た
。し
か
し
、２
０
１
７
年

の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
＋
３
・

９
％
と
直
近
数
年
間
で
は
最
高
の

伸
び
率
と
な
り
、
18
年
に
つ
い
て

も
タ
イ
経
済
成
長
率
の
見
通
し
は

＋
３
・
６
％
〜
４
・
６
％
に
な
る

と
見
ら
れ
、こ
の
傾
向
は
今
後
も

続
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。　

今
回
取
り
上
げ
る
金
融
セ
ク

タ
ー
は
、銀
行
や
保
険
、フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
分
野
で
す
。

そ
の
中
か
ら
、証
券
や
リ
ー
ス
、ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
を
提
供
し

て
い
る「
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
」に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
ま
す
。

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

分
野
は
、証
券
や
リ
ー
ス
、カ
ー
ド
、

金
融
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
な
ど
異
な

金
融
セ
ク
タ
ー
の
動
向

る
業
態
の
企
業
が
含
ま
れ
る
の
で

一
概
に
比
較
す
る
こ
と
は
難
し
い

で
す
が
、タ
イ
の
特
徴
と
し
て
、ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
要
件
を
満
た
せ

な
い
人
も
多
く
、消
費
者
金
融
等

が
日
本
よ
り
も
一
般
的
で
あ
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
、金
利
も
高
め
に

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
動
車
や
モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク
の

購
買
に
関
わ
る
個
人
向
け
の
ロ
ー

ン
や
消
費
者
金
融
を
提
供
し
て
い

る
企
業
が
成
長
し
て
い
る
傾
向
に

あ
り
、金
融
商
品
を
取
り
扱
う
証

券
会
社
は
業
績
が
停
滞
し
て
い
ま

す
。証

券
取
引
に
お
い
て
は
、市
場

全
体
の
１
日
あ
た
り
平
均
取
引
高

が
他
先
進
国
と
比
べ
て
多
く
な
く
、

17
年
度
は
取
引
高
の
※
減
少
傾
向

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、証
券
会
社

で
は
金
融
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
等
他

の
ビ
ジ
ネ
ス
に
力
を
入
れ
て
い
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。

10 社売上、純利益の比較

売上/利益（百万バーツ）

5,000.0

MTC

＝2017年売上
＝2017年純利益（EBIT）

SAWAD PL TK THANI MBKET KGIKTCAEONTSGDX
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15,000.0

（
社
名
）

GDM （Thailand） Co.,Ltd.
57, Park Ventures Ecoplex, 12th Fl. Unit 1211,
Wireless Road, Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330
+668-0958-0266（Thai / English）

タイ経済を読み解くにあたり、
SET（Stock Exchange of Thailand） に上場している企業の売上規模を把握しよう。

第14回は、金融セクターのメインプレーヤーをご紹介。

⑭金融セクター編

 ～タイ経済を読み解く～

GDMが解説する＜業界動向＞

※ランキングは、SETに上場している企業のセクター別売上額を基準にしています。
※本資料は情報提供を唯一の目的としており、
　予測・分析の妥当性などは独自でご判断ください。

GDM
FINANCE

GDM
FINANCE

2017年売上ランキング

各社、年比較

Globlex Holding Management
グローベックス（GBX）

金融サービス
金取引 52,557.56 6.151

会社名（売場コード） 主要ビジネス 売上
（百万バーツ）

純利益
（EBIT）

AEON Thana Sinsap
イオンタナシンサップ（AEONTS）

消費者金融
カード 18,059.81 3,714.352

Krungthai Card
クルンタイカード（KTC） カード 16,531.77 4,126.743
Muangthai capital
ムアンタイキャピタル（MTC）

自動車ローン
個人ローン 7,470.99 3,105.914

Srisawad Corporation
スリサワッドコーポレーション（SAWAD） オートローン 6,998.69 3,330.635
Phatra Leasing
パトラリース（PL） リース会社 3,857.05 165.786
Thitikorn
ティティコーン（TK） バイク割賦事業 3,653.58 604.227
Ratchthani Leasing
ラチャタニリース（THANI） 自動車リース 3,307.24 1,405.668
Maybank Kim Securities
メイバンクキムエン証券（MBKET） 証券業大手 3,261.08 800.769
KGI Securities
KGI証券（KGI） 証券会社 3,058.27 1,107.2210

※売上規模のみを比較

クレジットカードや個人ローンなどの多岐に
渡るリテール金融サービスを提供している
企業。2017年９月にタイ中央銀行（BOT）
は、クレジットカード規制を見直し、最高利率
を20％から18％に下げ、クレジットラインを
月３万バーツから月の平均所得の1.5倍に
変更した。その結果もあり、クレジットカード
保有者が約34万人に増加し、売上高も前
年度と比較して約５％上昇した。

イオンタナシンサップ（AEONTS）

金融セクター
「ファイナンス＆セキュリティ」

金取引や金融商品取引、金融アドバイザリ
ーサービスなどを提供している企業。2017
年度は、前年度と比較して、金取引高が減
少したことなどから、売上高が約7.1％減少
し、純利益も1.6百万バーツへと下落した。
中東問題やアメリカ・北朝鮮間の緊張状態
から安全な投資資産へのニーズが高まり、
その結果、金価格が上昇した。

グローベックス（GBX）

自動車ローンや個人ローンを提供している企
業。2017年度は、前年度と比較して売上が
約67％上昇し、純利益が約70.8％上昇して
おり、急成長している。タイ国内の支店ネット
ワークの拡大とそれに伴うサービスチャンネ
ルの拡大に引き続きフォーカスする戦略を取
っている。総売上高の87％から91％がローン
からの利息や手数料収入である。

ムアンタイキャピタル（MTC）
クレジットカードや個人ローン、電子決済サ
ービスなどを提供している企業。業界全体
におけるクレジットカード支払いと個人ロー
ンのマーケットシェアがそれぞれ11.3％、7.0
％と前年度の11.1％、6.6％から上昇した。
また、2017年度の売上高は前年度と比較し
て約11％上昇し、純利益が32％上昇した。

クルンタイカード（KTC）

自動車や飛行機、船、機械、コンピューター、
家電製品などのリース資産のオペレーティ
ングリースを提供している企業。2017年度
は、前年度と比較してリース収入が減少した
ことで売上が約7.6%減少した。一方で、短
期借入金を減らし財務状況を改善し、金融
費用が減少したことなどにより純利益は約
52.9%上昇している。

パトラリース（PL）
あらゆる種類の個人担保ローン、無担保ロー
ンやアセットマネジメント、負債回収サービス、
アドバイザリーサービスなどを提供している
企業。2017年度は、前年度と比較して売上
高が約31.2%上昇し、純利益が約32.2%上
昇している。直近３年間を見ると売上高の約
52%から61%が自動車・バイクローンや住宅
ローンなどによる利息収入となっている。

スリサワッドコーポレーション（SAWAD）

金融商品の取引や仲介を行っている証券
会社。タイ国内の証券会社の中で取引高
で16年連続首位を維持している。2017年
度は、前年度と比較して１日の平均取引高
が約4.6%減少し、501億13百万バーツとな
っている。それに伴い仲介手数料収入が約
23.4%減少している。一方で金融アドバイ
ザリーは、売上が約331.87%上昇している。

メイバンクキムエン証券（MBKET）

自動車やモーターバイクの割賦販売を行っ
ている企業。2017年度は、前年度と比較し
てモーターバイクの売上が約4.2%上昇し、
自動車の売上が約13.4%上昇している。17
年度は、カンボジアに３店舗オープンし、合
計６店舗となった。また、ラオスにおいても新
店舗オープンのため許可申請中である。

ティティコーン（TK）

金融商品の取引や仲介、金融アドバイザリ
ーなどを行っている証券会社。2017年度は、
前年度と比較して売上が約5.8%減少し、
純利益が約13.6%減少している。証券取引
の取引量が市場全体で下がっていることか
ら、ビジネスの多角化を進めており、17年度
における証券取引仲介による収入が全体
の約30%であった。 

KGI証券（KGI）
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 ＝利益率（右目盛）

主にトラックや中古トラックの割賦販売、フ
ァイナンスリースを提供している企業。2017
年度は、引き続きリース事業のマーケットシ
ェアを維持することに集中し、前年度と比較
して売上高が約10.79%上昇し、純利益が
約27.77%上昇した。収益のうち約82%がリ
ース事業からの利子収入となっている。

ラチャタニリース（THANI）



２
０
１
８
年
11
月
の

タ
イ
経
済
情
報

　

 

タ
イ
中
央
銀
行
が
発
表
し
た
２
０

１
８
年
11
月
の
重
要
な
経
済
指
標
に

よ
る
と
、タ
イ
経
済
は
前
月
に
引
き

続
き
拡
大
し
ま
し
た
。民
間
消
費
が

拡
大
を
続
け
た
結
果
、民
間
投
資
と

工
業
生
産
も
拡
大
し
ま
し
た
。そ
れ

に
加
え
、前
月
に
落
ち
込
ん
だ
観
光

業
の
回
復
に
支
え
ら
れ
て
タ
イ
経
済 

は
伸
長
し
ま
し
た
。

タイ経済・月間レポート（2019年1月号）

11月のタイ経済は民間消費と投資の
拡大により引き続き伸長

　
11
月
の
民
間
消
費
は
前
年
同
月

比
４・４
％
上
昇
し
ま
し
た
。高
い
伸

び
を
記
録
し
た
前
月
に
比
べ
る
と
伸

び
は
や
や
鈍
化
し
ま
し
た
が
、全
て
の

支
出
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
消
費
が
増
え
て

い
ま
す
。そ
の
主
な
理
由
は
農
業
部

門
の
家
計
の
所
得
が
収
縮
し
た
こ
と

に
よ
り
、消
費
が
減
速
し
ま
し
た
。非

農
業
部
門
の
被
雇
用
者
の
所
得
は
全

体
と
し
て
横
ば
い
で
し
た
。

 

一
方
で
、民
間
投
資
は
前
年
同
月

比
３・１
％
上
昇
し
ま
し
た
。建
材
の

販
売
、機
械
・
設
備
を
中
心
と
し
た

資
本
財
の
輸
入
、国
内
の
機
械
販
売
、

商
用
車
の
購
入
が
そ
れ
ぞ
れ
８・３
％
、

６・５
％
、３・９
％
、２・６
％
上
昇
し

ま
し
た
。

　
11
月
の
輸
出
は
、前
年
同
月
比
０・

２
％
伸
び
ま
し
た
。ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク

駆
動
装
置
や
携
帯
電
話
、自
動
車
の

輸
出
は
、前
年
同
月
に
好
調
だ
っ
た

反
動
で
減
速
し
、輸
出
額
を
押
し
下

げ
ま
し
た
。ま
た
、米
中
貿
易
摩
擦

の
影
響
で
、電
子
製
品
や
ゴ
ム
製
品
の

輸
出
が
低
迷
し
ま
し
た
。農
産
物
は

コ
メ
の
輸
出
が
前
年
同
月
に
自
然
災

害
の
被
害
を
受
け
た
国
へ
の
輸
出
が

急
増
し
て
い
た
ハ
イ
ベ
ー
ス
効
果
か
ら

収
縮
に
転
じ
ま
し
た
。

 

工
業
生
産
に
関
し
て
は
、前
年
同

月
比
１・０
％
増
と
な
り
、前
月
か
ら

減
速
し
ま
し
た
。自
動
車
、食
品
、飲

料
、石
油
製
品
な
ど
の
生
産
が
伸
び

て
い
ま
す
。し
か
し
、ゴ
ム
と
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
生
産
は
収
縮
し
ま
し
た
。

 

観
光
業
で
は
、外
国
人
観
光
客
数

が
前
年
同
月
比
４・５
％
増
の
３
２
０

万
人
と
な
り
ま
し
た
。ほ
ぼ
全
て
の

観
光
客
市
場
が
拡
大
。特
に
マ
レ
ー

シ
ア
を
中
心
と
す
る
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
連
合（
ア
セ
ア
ン
）か
ら
の
旅
行
者

が
増
加
し
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、

中
国
か
ら
の
観
光
客
は
引
き
続
き

減
少
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
12
月
の

タ
イ
の
イ
ン
フ
レ
率

　

 

商
務
省
が
発
表
し
た
２
０
１
８
年

12
月
の
ヘッ
ド
ラ
イ
ン・イ
ン
フ
レ
率
は
、

前
年
同
月
比
０・36
％
上
昇
し
ま
し

た
。18
ヵ
月
連
続
で
上
昇
し
た
も
の

の
、４
ヵ
月
連
続
で
伸
び
が
鈍
化
し
ま

し
た
。非
食
品・飲
料
部
門
の
伸
び
が

５
ヵ
月
連
続
で
減
速
し
た
こ
と
な
ど

が
響
き
ま
し
た
。原
油
高
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
価
格
が
下
落
し
た
こ
と
が

非
食
品
部
門
の
減
速
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。

 

品
目
別
に
み
る
と
、非
食
品・飲
料

部
門
が
前
年
同
月
比
０・06
％
上
昇

し
ま
し
た
。運
輸・通
信
の
う
ち
通
信

が
同
０・65
％
下
落
し
た
ほ
か
は
プ
ラ

ス
で
し
た
。

 

昨
年
９
月
に
物
品
税
制
が
改
正

さ
れ
て
か
ら
５
％
台
で
推
移
し
て
い

た
た
ば
こ・酒
の
上
昇
率
は
、改
正
か

ら
一
回
り
し
て
伸
び
が
同
０・19
％
に

減
速
し
ま
し
た
。

 

食
品・飲
料
部
門
は
同
０・90
％
増

と
な
り
ま
し
た
。米・粉
製
品
の
上
昇

率
が
４・58
％
増
と
な
り
ま
し
た
。果

物・野
菜
は
下
落
し
た
も
の
の
、非
ア

ル
コ
ー
ル
飲
料
が
同
１・39
％
上
昇
す

る
な
ど
そ
の
ほ
か
は
プ
ラ
ス
で
し
た
。 

 

一
方
で
、振
れ
幅
の
大
き
い
生
鮮
食

品
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
除
く
コ
ア・イ
ン

フ
レ
率
は
、前
年
同
月
比
０・68
％
の

上
昇
で
、前
月
か
ら
伸
び
が
や
や
減

速
し
ま
し
た
。

ArayZ ArayZ 
KASIKORNBANKKASIKORNBANK

2018年11月のタイ経済は引き続き伸長しています。民間消
費、民間投資、および工業生産が拡大したことに加え、前月
に落ち込んだ観光業も回復軌道を辿っています。一方で、輸
出の伸びはほぼ横ばいでした。ハードディスク駆動装置や携
帯電話、自動車の輸出が、前年同月に好調だった反動で減
速し、輸出額を押し下げました。
2018年12月の消費者物価の上昇率は、前年同月比0.36％
上昇しました。18ヵ月連続で上昇したものの、4ヵ月連続で伸
びが鈍化しました。非食品・飲料部門の伸びが5ヵ月連続で
減速したことなどが響きました。一方で、振れ幅の大きい生鮮
食品とエネルギーを除くコア・インフレ率は同0.68％の上昇で、
前月から伸びがやや減速しました。
2019年のタイ国内自動車の販売台数は18年に比べ縮小す
る見込みで、前年比2～5％減少し、98万～101万台になると
予測します。自動車全体の台数は落ち込みますが、電気自動
車（EV）を含む電動車販売台数は増加すると予想しています。
カシコンリサーチセンターは、電動車全体の販売台数を、18
年と比較して76～83％増の3万7,000 台～3万8,500台にな
ると見込みます。
電動自動車の国内販売にプラス影響を与える要因は多数存
在します。特に多くの自動車メーカーが電動車への投資を進
めており、2019年に発売を開始する予定です。また、タイ政
府もエコEVを推進しており、性能が高い車種に通常よりも魅
力的な価格設定が可能になります。

・

・

・

・

2018年11月のタイ経済指標成長率（Y-O-Y: 前年比）

出所：タイ国中央銀行、タイ国工業省、タイ国観光・スポーツ省
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KASIKORNBANK

２
０
１
９
年
１
月
の
外
為
相
場

  

12
月
下
旬
か
ら
、米
政
府
機
関
の一

部
閉
鎖
が
続
い
て
い
る
こ
と
や
米
国

株
式
の
大
幅
続
落
を
意
識
し
て
、ド

ル
が
下
落
し
ま
し
た
。円
相
場
は
１

ド
ル
＝
１
０
８
円
台
ま
で
円
高
が
進

行
し
ま
し
た
。バ
ー
ツ
相
場
も
同
様

に
１
ド
ル
＝
31
バ
ー
ツ
台
ま
で
バ
ー
ツ

高
が
進
行
し
ま
し
た
。

 

米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会（
Ｆ
Ｒ

Ｂ
）の
パ
ウ
エ
ル
議
長
は「
典
型
的
な

政
府
機
関
閉
鎖
は
短
期
で
解
消
し
、

景
気
に
与
え
る
影
響
は
限
定
的
だ  

が
、長
期
化
し
た
場
合
は
成
長
に
響

く
」と
警
告
し
ま
し
た
。そ
し
て
、米

連
邦
公
開
市
場
委
員
会（
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
）

も
当
面
利
上
げ
を
見
送
る
可
能
性

が
出
て
き
ま
し
た
。政
府
機
関
の
閉

鎖
が
長
期
化
す
る
場
合
、ド
ル
安
が

継
続
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

２
０
１
９
年
の
タ
イ
国
内

自
動
車
市
場
の
展
望

  

２
０
１
９
年
の
タ
イ
国
内
自
動
車

市
場
全
体
の
動
向
に
関
し
て
は
、新

車
販
売
の
伸
び
が
18
年
に
比
べ
縮
小

す
る
見
込
み
で
す
。18
年
の
自
動
車

売
上
が
大
幅
に
増
加
し
た
反
動
で
19

年
に
適
正
か
つ
合
理
的
な
販
売
レ
ベ

ル
に
戻
る
こ
と
が一因
で
す
。

 

カ
シ
コ
ン
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
は
、

19
年
の
タ
イ
国
内
自
動
車
の
売
上
台

数
を
前
年
比
２
〜
５
％
減
少
し
、98

万
〜
１
０
１
万
台
に
な
る
と
予
測
し

ま
す
。

　
19
年
の
国
内
自
動
車
市
場
は
、乗

用
車
販
売
よ
り
も
商
用
車
販
売
の

方
が
縮
小
す
る
見
込
み
で
す
。乗
用

車
の
販
売
台
数
は
前
年
比
１・３
〜

２・５
％
減
の
46
万
８
千
〜
47
万
４
千

台
に
な
る
と
予
測
し
ま
す
。小
型
乗

用
車（E

co C
ar

）と
ス
ポ
ー
ツ
用
多

目
的
車（
Ｓ
Ｕ
Ｖ
）は
好
評
を
得
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。一
方
で
、商
用

車
の
販
売
台
数
は
同
３・９
〜
６・８

％
減
の
52
万
〜
53
万
６
千
台
に
な
る

見
通
し
で
す
。４
ド
ア・ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

は
前
年
と
同
じ
く
、商
用
車
の
中
で

最
も
明
る
い
販
売
傾
向
に
あ
る
と
予

想
し
ま
す
。

 

自
動
車
全
体
は
落
ち
込
み
ま
す

が
、電
気
自
動
車（
Ｅ
Ｖ
）を
含
む
電

動
車
販
売
台
数
は
増
加
す
る
と
予

想
し
て
い
ま
す
。カ
シ
コ
ン
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
は
、電
動
車
に
つ
い
て
、ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
車（
Ｈ
Ｅ
Ｖ
）が
１
０
６
〜
１

１
４
％
増
の
２
万
５
１
０
０
〜
２
万
６

０
５
０
台
、プ
ラ
グ
イ
ンハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車（
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
）が
32
〜
37
％
増
の
１

万
１
５
０
０
〜
１
万
２
千
台
、Ｅ
Ｖ
が

６
２
７
〜
７
１
８
％
増
の
４
０
０
〜
４

５
０
台
に
な
る
と
予
測
し
ま
す
。

　
よ
っ
て
、電
動
車
の
販
売
台
数
全

体
は
、18
年
の
台
数
と
比
較
し
て
76

〜
83
％
増
の
３
万
７
千
台
〜
３
万
８

５
０
０
台
に
な
る
見
込
み
で
す
。

　
電
動
自
動
車
の
国
内
販
売
に
プ
ラ

ス
影
響
を
与
え
る
要
因
は
多
数
存

在
し
ま
す
。主
な
要
因
は
以
下
の
通

り
で
す
。

　
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
電
動
車

へ
の
投
資
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
：

現
在
、約
８
社
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が

タ
イ
投
資
委
員
会（
Ｂ
Ｏ
Ｉ
）か
ら
電

動
車
生
産
向
け
の
投
資
奨
励
を
取

得
し
て
い
ま
す
。今
年
、そ
れ
ら
の
自

動
車
各
社
が
電
動
自
動
車
の
新
型

車
を
発
売
す
る
予
定
で
す
。ま
た
、

電
動
車
の
物
品
税
は
内
燃
機
関
自

動
車
よ
り
も
低
い
た
め
、自
動
車
メ

ー
カ
ー
は
消
費
者
に
対
し
魅
力
的
な

価
格
の
設
定
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

タ
イ
政
府
に
よ
る
エコ
Ｅ
Ｖ
の
推
進
：

タ
イ
政
府
が
電
動
車
の
エ
コ
カ
ー
に

対
す
る
優
遇
措
置「
エ
コ
Ｅ
Ｖ
」を
打

ち
出
す
予
定
で
す
。エ
コ
Ｅ
Ｖ
は
一
般

的
な
電
動
車
と
同
等
の
恩
典
が
付

与
さ
れ
、さ
ら
に
物
品
税
は
内
燃
機

関
自
動
車
よ
り
も
半
分
低
く
な
り

ま
す
。よ
っ
て
、エ
コ
Ｅ
Ｖ
、特
に
エ
コ・ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
車
が
今
後
タ
イ
の
電
動

車
市
場
拡
大
の
主
な
推
進
力
に
な
る

と
見
込
ま
れ
ま
す
。

本資料は情報提供を唯一の目的としており、ビジネスの判断材料とするものではありません。掲載されている分析・予測等は、資料制作時点の

ものであり、今後予告なしに変更されることがあります。また、予測の妥当性や正確性が保証されるものでもありませんし、商業ないし何らかの

行動の為に採用することから発生した損害の責任を取れるものでもありません。本資料の予測・分析の妥当性等は、独自でご判断ください。

自動車全体では落ち込むが、電気自
動車（EV）を含む電動車販売台数
は増加すると予想。

“
”
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タイに進出している主な日系銀行一覧

業務提携

⑪ 清水銀行

32 瀬戸信用金庫
㉚ 岡崎信用金庫

⑨ 山陰合同銀行
⑳ 北都銀行

⑦ 京都銀行
⑯ 百五銀行
⑲ 福岡銀行
㉔ 横浜銀行
㉗ 日本政策金融公庫

① みずほ銀行

㉑ 北洋銀行
㉓ 北國銀行
㉘ 泰国三井住友信託銀行

⑬ 千葉銀行

④ りそな銀行
⑥ 大垣共立銀行

㉒ 北陸銀行

② 三井住友銀行
⑩ 滋賀銀行

⑮ 八十二銀行
㉛ 岐阜信用金庫

⑭ 中国銀行
⑧ 群馬銀行
⑤ 足利銀行

⑱ 福井銀行
㉙ 信金中央金庫
33 浜松信用金庫
34 碧海信用金庫

⑰ 広島銀行
㉕ 国際協力銀行
35 JETRO

⑫ 十六銀行
㉖ 商工組合中央金庫
36 盤谷日本人商工会議所

③ アユタヤ銀行“Krungsri”

バンコク日系銀行拠点マップ

※ArayZ調べ（五十音順）

【カシコン銀行】
愛知銀行、あおぞら銀行、足利銀行、
池田泉州銀行、伊予銀行、紀陽銀行、
京都銀行、群馬銀行、山陰合同銀行、
滋賀銀行、静岡銀行、十六銀行、常陽銀行、
第四銀行、中国銀行、東京都民銀行、東邦
銀行、八十二銀行、百五銀行、
百十四銀行、広島銀行、
フィデアＨＤ（北都銀行・荘内銀行）、
福岡銀行、北陸銀行、北海道銀行、
みなと銀行、武蔵野銀行

① みずほ銀行
バンコック支店
98 Sathorn Square O�ce Tower 32nd - 35th �oor, 
North Sathorn Road, Silom, Bangrak, 
Bangkok 10500
02-163-2999、02-002-0222

② 三井住友銀行
バンコック支店
8th-10th Floor, Q. House Lumpini Building, 
1 South Sathorn Road, 
Tungmahamek, Sathorn, Bangkok 10120
02-353-8000

③ アユタヤ銀行“Krungsri”
900 Tonson Tower, Ploenchit Road, Lumpini, 
Pathumwan, Bangkok 10330
02-266-3011

④ りそな銀行
バンコック駐在員事務所
31st �oor, Abdulrahim Place 990, Rama 4 Road,
Silom, Bangrak, Bangkok 10500
02-636-2311

⑤ 足利銀行
バンコク駐在員事務所
689 Bhiraj Tower at Emquartier, 27th Floor, 
Room No. 2714, Sukhumvit Road, Klongton-nue, Wattana, 
Bangkok 10110
02-261-2852

⑥ 大垣共立銀行
バンコック駐在員事務所
26th Floor, Abdulrahim Place, 990 Rama 4 Road, 
Silom, Bangrak, Bangkok 10500
02-636-3388

⑦ 京都銀行
バンコク駐在員事務所
Unit 2104, 21st Floor, Park Ventures Ecoplex 57,
Wireless Road, Lumpini, Pathumwan, Bangkok 10330
02-116-3040

⑧ 群馬銀行
バンコク駐在員事務所
689 Bhiraj Tower at EmQuartier, 16th Floor Unit 1612,
Sukhumvit Road, Klongton-nue, Wattana, Bangkok 10110
02-261-3063

⑨ 山陰合同銀行
バンコク駐在員事務所
952 Ramaland Building, 13th Floor, Rama Ⅳ Road, 
Suriyawonge, Bangrak, Bangkok 10500
02-632-8323

⑩ 滋賀銀行
バンコク駐在員事務所
27th Floor, Q.House Lumpini, 1 South Sathorn Road, 
Thungmahamek, Sathorn, Bangkok 10120
02-610-3754

⑪清水銀行
バンコク駐在員事務所
Level 8 Zuellig House1, Silom Rd, Bangrak, Bangkok 
10500
02-231-8446

⑫ 十六銀行
バンコク駐在員事務所
Unit6 25th Floor CRC Tower, All Seasons Place,
87/2 Wireless Road, Lumpini, Pathumwan, Bangkok 
10330
02-655-8016

⑬  千葉銀行
バンコク駐在員事務所
No.98 Sathorn Square O�ce Tower, 20th Floor, 
Room 2008, North Sathorn Road, 
Silom, Bangrak, Bangkok 10500
02-163-2723

⑭ 中国銀行
バンコク駐在員事務所
689 Bhiraj Tower at EmQuartier,
Room No. 1901, 19th Floor, Sukhumvit Road,
Klongton-nue, Wattana, Bangkok 10110
02-261-2676

⑮ 八十二銀行
バンコク駐在員事務所
Bhiraj Tower at EmQuartier
18 th Floor, Unit 1804, 689 Sukhumvit Roard,
North Klongton, Vadhana, Bangkok 10110
02-261-8226

⑯ 百五銀行
バンコク駐在員事務所
11th Floor Unit 1111, Park Ventures Ecoplex 57, 
Wireless Road, Lumpini, Pathumwan, Bangkok 10330
02-108-7105

⑰ 広島銀行
バンコック駐在員事務所
14th Fl. Nantawan Building, 161 Ratchadamri Road,
Pathumwan, Bangkok 10330
02-650-5099

⑱ 福井銀行
No63. Athenee Tower, 12th Floor, Unit1204,
Wireless Road, Lumpini Pathumwan, Bangkok 10330
02-168-8268

⑲ 福岡銀行
バンコク駐在員事務所
16th Floor Unit 1606, Park Ventures Ecoplex, 57 
Wireless Road, Lumpini, Pathumwan, 
Bangkok 10330
02-256-0695

⑳ 北都銀行
バンコク駐在員事務所
952 Ramaland Building 13FL, Rama 4 Road,
Suriyawongse, Bangrak, Bangkok 10500 Thailand
02-235-7260

㉑ 北洋銀行
バンコク駐在員事務所
20th Floor, Sathorn Square O�ce Tower
98, North Sathorn Road, Silom, 
Bangrak, Bangkok 10500
02-163-2834

㉒ 北陸銀行
23rd Floor Unit 2314, Bhiraj Tower at EmQuartier
689 Sukhumvit Road, North Klongton
Wattana, Bangkok 10110
02-261-8495～6

㉓北國銀行 
バンコク駐在員事務所
26th Floor, Sathorn Square O�ce Tower, 98 North 
Sathorn Road,
Silom, Bangrak, Bangkok 10500, Thailand
02-163-2870

㉔ 横浜銀行
バンコク駐在員事務所
No. 57 Park Ventures Ecoplex, Unit 1005, 
10th Floor, Wireless Road, 
Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330
02-254-7251

㉕ 国際協力銀行
バンコク駐在員事務所
14th Floor, Nantawan Bldg., 
161 Rajdamri Road, Bangkok 10330
02-252-5050

㉖ 商工組合中央金庫
バンコク駐在員事務所
Unit6, 10th Floor CRC Tower, All Seasons Place, 87/2 
Wireless Road, Lumpini, Phatumwan, 
Bangkok 10330
02-654-0588

㉗ 日本政策金融公庫
バンコク駐在員事務所
9th Fl., Park Venture Ecoplex, 57 Wireless Rd., 
Lumpini, Pathumwan, Bangkok 10330
02-252-5496

㉘  泰国三井住友信託銀行
32nd Floor, Sathorn Square O�ce Tower,
98 North Sathorn Road, Silom, 
Bangrak, Bangkok 10500
02-230-6100

㉙ 信金中央金庫
バンコク駐在員事務所
19th Floor, 1903, Athenee Tower, 
63 Wireless Road, Lumpini, Pathumwan, 
Bangkok 10330
02-168-8796

㉚ 岡崎信用金庫
バンコク駐在員事務所
No.952 Ramaland Building,13th Floor,
Rama IV Road, Suriyawongse, Bangrak, 
Bangkok 10500
02-632-8577

㉛ 岐阜信用金庫
バンコク駐在員事務所　
O�ce Floor19th Unit 1902, The Bhiraj tower at 
EmQuartier, 689 Sukhumvit road, 
North klongton, Vadhana, Bangkok 10110
02-261-3664

32 瀬戸信用金庫
バンコク駐在員事務所
13th Floor, Ramaland Building, 
952 Rama IV Road, Suriyawongse, Bangrak, 
Bangkok 10500
02-632-8766

33 浜松信用金庫　
バンコク駐在員事務所
19th Floor, 1901, Athenee Tower,
63 Wireless Road, Lumpini,
Pathumwan, Bangkok 10330
02-168-8303

34 碧海信用金庫 
バンコク駐在員事務所
16th Floor, 1606, Athenee Tower, 
63 Wireless Road, Lumpini,
Pathumwan, Bangkok 10330
02-168-8231

35 JETRO（日本貿易振興機構）
16th Fl. of Nantawan Bldg., 161 Rajadamri Road, 
Bangkok 10330
02-253-6441

36 盤谷日本人商工会議所
19/F CRC Tower All Seasons Place, 87/2 Wireless 
Road, Kwang Lumpini, Khet Pathumwan, 
Bangkok 10330
02-250-0700-3

【バンコック銀行】
阿波銀行、大分銀行、大垣共立銀行、
近畿大阪銀行、埼玉りそな銀行、滋賀銀行、
七十七銀行、千葉銀行、名古屋銀行、
西日本シティ銀行、南都銀行、広島銀行、
北洋銀行、北國銀行、三菱UFJ信託銀行、
山形銀行、山梨中央銀行、横浜銀行、
りそな銀行、商工組合中央金庫、
信金中央金庫、日本政策金融公庫、
日本政策投資銀行、日本貿易保険

【ＴＭＢ銀行】
岡崎信用金庫、北九州銀行、京都信用金庫、
京都中央信用金庫、東和銀行、もみじ銀行、
山口銀行

その他機関

その他金融機関

都市銀行

地方銀行

Tonson
Tower

43 42



✓ 日本語対応システム ✓ リアルタイムな記帳と閲覧
✓ 豊富なExcelレポート ✓ 会計士が会計の疑問を解決
       サービス詳細は『経理パートナーサービス』で検索

BBS (Thailand) Co., Ltd.

TEL:  02-255-0423 Info_th@bbs.co.jp

★ クラウドERP/会計システムを活用し、
 記帳代行/社内経理の不満を解決します

★ 「本社報告に間に合わない」                              
 「日本語で会計数値が見たい」⇒課題を解決

クラウドERP/会計システム・会計コンサルティング

www.bbs.co.jp/th

 Mail:

オフィス、工場の内装設計・施工から、工業用地での電気申請や電気増設工事
まで承ります。また、展示会でのブース設営やデザインワーク、大型パネルの
制作も実施。自社での設計・日本人担当者による施工管理が強みです。

GDM (Thailand) Co., Ltd.

ONE ASIA
LAWYEARS

法務、人事・労務・新興メコン法務

TEL :061-780-1515  Mail: info@oneasia.legal
http://oneasia.legal/

KOKUYO International 
(THAILAND) Co., Ltd.

内装・設計・施工

TEL :02-264-5100
www.kokuyo-thailand.com

Dear Life Corporation
住宅不動産

TEL:02-261-1188
http://dlife.co.jp

お部屋探しはディアライフ

内装・設計・施工

www.gdm-asia.com
TEL:02-651-5655 / 088-572-4998  seiji@gdm-asia.com（山本）

 Mail:

Pricewaterhouse Coopers Legal
& Tax Consultants Ltd.

税務・法務、監査・会計など

TEL :02-844-1000
www.pwc.com/ja/globalization/country/thailand.html

Accounting Porter Co., Ltd.

経理代行サービス

TEL :02-661-7697  Mail: kazuhiro.tadano@aporter.com

http://aporter.co.th

J Glocal
Accounting Co., Ltd.

会計・税務一括代行・各種コンサルティング

TEL :02-168-6225  Mail: info@jga.asia

http://jga.asia

nms (Thailand)  Co., Ltd.

製造業専門・人材派遣

TEL :038-190-450  Mail: m_matsumoto@n-ms.co.jp

www.n-ms.co.jp

en world Recruitment
 (Thailand) Co., Ltd.

エグゼクティブマネージャークラス人材紹介

TEL :02-106-8659  Mail: yu.s@enworld.com

www.enworld.com

Dee Staff 
Recruitment Co., Ltd.

タイ人・日本人スタッフ人材紹介

TEL :02-673-9830  Mail: j-info@deestaff.com

www.enworld.com

BizWings
(Thailand) Co., Ltd.

バックオフィス業務に関する総合コンサル

TEL :02-681-9762  Mail: contact@bizwings.co

www.bizwings.co

M&A Group

会計税務・ビジネスコンサル・セキュリティなど

TEL :02-632-0900～2  Mail: infojp@m-agroup.com

www.m-agroup.com

www.deestaff.com

A-LINK RECRUITMENT CO., LTD.

１年保証の人材紹介（日本人・タイ人）

www.alink.co.th

Wide Spread Intertrade 
Recruitment Co., Ltd.

人材紹介（日本人・タイ人）

TEL :084-438-2500  Mail: japanese@wsjob.com

http://wsjob.com/new/jap/

Job Passport
Recruitment Co., Ltd.

人材紹介派遣（日本人・タイ人）

TEL :038-025-848  Mail: japanese@job-passport.com

www.enworld.comwww.job-passport.com

タイおよびミャンマー法務

TNY Legal Co., Ltd.

Mail: info@tny-legal.com
www.tny-legal.com

NAGAWA
(THAILAND) CO., LTD.

TEL :02-312-2513 Mail: toshinari.fujiwara@nagawa.co.th

 www.nagawa.co.th

TEL :02-117-0798

会計処理代行業務・税務相談

TEL :02-632-7645～6
Mail: ogawa@nihon-zeirishi-cooperate.com

http://nihon-zeirishi-cooperate.com

会計・税務、各種コンサルティング

Hongo Toyo
Accounting Co., Ltd.

Mail: Kaikei@hongo-t.com
www.ht-tax.or.jp

TEL :02-258-3323

工場・倉庫・事務所の設計・建築・施工

TEL:063-230-8314（原田）  Mail:m_matsumoto@n-ms.co.jp

日本税理士合同事務所 タイランド

berrymobile

モバイル・通信

www.berrymobile.jp/thailand

TEL: 02-105-4568  Mail:support-th@berrymobile.jp



Sumitomo Mitsui Auto Leasing & 
Service (Thailand) Co., Ltd.

オートリース

TEL :02-252-9511/Ext.5206
japandesk@smauto.co.th

Thai ORIX Leasing 
Co., Ltd.

オートリース、機械設備リース、計測器レンタル

TEL :02-792-4543  Mail：inquiry@orix.co.th

www.orix.co.th

Ishida Taiseisha
(Thailand) Co., Ltd.

各種制作・マーケティング・プロモーションなど

TEL:081-936-6061 Mail:toshihiko.a@itp.co.th

www.itp.co.th

I-AGREX 
(Thailand) Co., Ltd.

マーケティング・営業支援

TEL :02-646-1551 Mail: sales@i-agrex.com  
japandesk@smauto.co.th

TT Network Integration 
(Thailand) Co., Ltd.

企業ITインフラサポート

TEL :02-685-3077 Mail: its_jpn@ttni.co.th

www.ttni.co.th

Unimon Co., Ltd.

タイ語翻訳サービス

TEL: 02-237-3817  Mail: trans@unimon.co.th

www.jpthai.com

TISCO Tokyo 
Leasing Co., Ltd.

機械設備リース、オートリース

TEL: 02-638-0909  Mail:salesautolease@tiscotokyo-leasing.co.th
www.tiscotokyo-leasing.co.th

MAZARINE CO., LTD.
車のリース、運転手派遣（長期）サービス

TEL: 086-775-2188 （日本人窓口）
Mail: k_hamagami@mazarine.co.th

www.mazarinethai.wixsite.com/Profile

Pacific Business Consulting 
(Thailand) Co., Ltd.

ERP導入コンサルティングサービス

TEL :02-670-0720 Mail:

www.pbc.co.jp/thai

FT Group
(Thailand) Co., Ltd.

LED照明

TEL: 02-229-5553
www.ftgroup.co.jp/en

LED照明

www.kowa.co.jp

Kowa
(Thailand) Co., Ltd.

TEL: 092-280-8750 （日本人直通）Mail : s-inoue@kowa.co.th

www.west-gr.co.jp

WEST International
(Thailand) Co., Ltd.

TEL: 02-168-8678 （川口）Mail : yuuta.kawaguchi@west-gr.co.jp

省エネ・創エネ事業（LED照明・太陽光発電の独自エスコ提案）

開所式典・周年式典・代理店会議

JTB
(Thailand) Limited

TEL: 02-230-0451 Mail: bkk_outbound_corporate@jtbap.com
www.jtbthai.com

鳥害対策

HOMEX BUSINESS SERVICE
(THAILAND) CO., LTD.

TEL: 092-723-5656（先久（せんきゅう））Mail: info@
            komatsuelec.co.th

www.komatsuelec.co.jp/monban

工場の防虫、省エネ用シートシャッター門番

KOMATSU ELECTRIC
INDUSTRY CO., LTD.

TEL: 089-445-5416 （新谷）

衛生陶器販売、TOTO代理店

SUZUTO CO., LTD.

Mail: shintani@suzuto-eisei.com

Acutech CO., LTD.
TEL： 083-238-6648(箕輪） Mail: yuya@acutech.co.th

TEL：081-640-5756（Satit） Mail: Satit@acutech.co.th

www.led-clair.jp.com

LED照明・空調省エネ商材販売・物流

NPD
SERVICE OFFICE

サービスオフィス

TEL :02-237-2353  Mail: shu-hasebe@npd.co.th

www.npd.co.th/npd_service_office/overview.html

OFFICE23@PERSONNEL
CONSULTANT

サービスオフィス

TEL :02-612-7333～4  　　　　　　　
www.personnelconsultant.co.th/office23

Mail: Office23@
　　　personnelconsultant.co.th

MITSUI-SOKO
(Thailand) CO., LTD.

運輸・倉庫・貿易実務

TEL :081-985-1441（日本人直通）  Mail: inquiry@mitsui-soko.co.th

www. mitsui-soko.co.th

Nippon Office Automation
(Thailand) Co., Ltd.

OA機器全般（複合機、CCTV等）販売・レンタル

TEL :02-136-4235～6 Mail: t_ichimura@nihon-oa.com

www.nihon-oa.com

Konica Minolta Business Solutions
(Thailand) Co., Ltd.

複合機の販売・リース・保守

TEL :02-029-7000 Mail: jpn_desk@konicaminolta.co.th

www.konicaminolta.co.th

Canon Marketing (Thailand) Co., Ltd.
複合機及びOA機器の販売／保守

TEL :02-344-9999 内線７（日本語）
Mail: cmt_toiawase@amt.canon.co.th

https://th.canon/en/

Fuji Xerox
(Thailand)  Co., Ltd.

複合機・リース・販売

TEL :02-660-8383
www.fujixerox.co.th

TEL: 081-174-0657（柴田）Mail: homex-thailand@homex-co.com

www. homex-co.com



 この原稿を書いているのが１月中旬であるが、各調
査機関やデベロッパーから2019年のコンドミニアム市
場予測が続々と出てきている。ここ数年続いてきた都心
部高額プロジェクトへの開発シフトと外国人投資家依
存がそろそろ限界に達しつつあり、その一方で、貧富の
格差が広がるだけで、中間所得層の間では経済回復の実
感が感じられない中、大きな市場であるアッパーミドル
クラスやミドルクラスの購買意欲が低迷している。
 ネクサスプロパティ・リサーチによると、現時点で市
場にあるコンドミニアム累積総数は約61万ユニットで、
その内、販売在庫が約６万3,000ユニットである。すなわ
ち、昨年１年分の供給量とほぼ同じ数が売れ残ってい
ることになり、供給過剰は全く解消されてない。しかし、
今年のコンドミニアム新規供給量は５万3,000ユニット
と昨年の６万900ユニットに比ベて13％も縮小するとい
う予想だ。これに対し、需要がどう動くかで今の供給過
剰問題が好転するかどうか決まるのであるが、このグ
ラフにあるように最悪のケース（緑の破線）となった場
合、販売在庫がさらに増加し市場が崩れることになる。

 さらに、それよりも留意しなければならないのが、こ
こ数年、外国人投資家、特に中国人投資家の急増により、
物件価格がタイ人の購買力を上回る速さで高騰した結
果、カナダやオーストラリアで起こったのと同様、実需
層がついていけなくなりつつある。また、外国人購入者
への市場依存度が高くなった分、今後その購入に制限
がかけられたり、大量の解約が出た場合の外的要因に

よるマーケットリスクが高まっていることである。
 トンローやプロンポンといった都心部で富裕層や外
国人を対象にハイエンドプロジェクトを開発し、大手
デベロッパーはこれまで何とか目標を達成してきた。
しかし、昨年あたりから都心部高額物件であっても竣
工引渡し時の投売りが多く出てくるようになったし、
家賃保証を付けてでも何とか販売在庫の一掃をしよう
とする動きも目につくようになってきたことから、今
のコンドミニアム市場はそろそろ限界にきているので
はないかと筆者は危惧している。
 一方で、ファイナンス面でも借入金利の上昇やLTV
レシオ（借入金／資産価値比率）引下げの新ルールで住
宅購入資金の調達が今後さらに難しくなる。また、アメ
リカと中国の貿易戦争や英国のＥＵ脱退等、世界景気
の波乱要因もある。そんな中、大手デベロッパーでも方
針転換するところが増えてきた。
 例えば、大手の一角、LPN（ルンピニ）は市場の停滞を
見込んで、2019年はコンドミニアムから戸建てやタウ
ンハウス等の低層住宅に開発の中心をシフトすると発
表している。また、最近は中堅デベロッパーのセナも年
間供給量を縮小すると発表したし、昨年、東京建物とJV
でコンドミニアムを開発すると発表したレイモンラン
ドも、不動産市場は今後スローダウンすると読んで、不
動産開発からホテルビジネス等の新事業にシフトする
と発表した。
 こんな状況下、高騰した用地取得をしてこれから売
り出されるプレビルドは本当に投資妙味があるのか疑
問だ。投資の格言でもある「休むも相場、待つも相場な
り」というのが今の新規コンドミニアム市場に対する
適切な対応策ではないか、少なくともあと半年から１
年は予断を許せない状況が続くのではないか、そして、
むしろ市場低迷で投売りで出てくるリセール物件にこ
そ投資妙味が出てくるのではないか、と筆者は考えて
いる。

バンコク不動産投資最新動向バンコク不動産投資最新動向
元外資系投資銀行アセットマネジャーが分析する！

第34回  今の新規コンドミニアム市場、「待つも相場なり」

前職はドイツ銀行の国際不動産投資ファンド、
RREEFのシニア・アセットマネジャーで米国公認会計
士。現在はバンコクに在住し、自身のブログ「バンコク
コンドミニアム物語」（http://condostory.blog.jp）で、
バンコクの不動産マーケット情報を発信している。

連絡先：087-481-9709
bkk.condostory@gmail.com

バンコクのコンドミニアム事情がわかる！
『続・バンコク不動産投資 実践編』
藤澤慎二 著
（三省堂書店より発売中）
現地のマーケットデータに基づき、
日本人投資家必須の基礎知識を解説。

藤澤 慎二

グローバル経営
適地生産適地販売
プラッツ―ベトナムで品質徹底     

 2012年にベトナム・ドンナイ省に設
立した「プラッツベトナム」は、ベッドの
組み立てや検査を手がける。出荷前
の製品を全品検査し、組み立て工程
の時間を管理している。また作業工程
をカメラで記録するなどで不具合の
発生原因を追跡する体制を築いてい
る。
 前工程となる金属加工や塗装など
は、隣接する関連会社の「SHENG 
BANG METAL」が手がける。この
台湾部品メーカーとの関係を生かし、
自動溶接ロボット導入による生産効率
化や塗装工程の所要時間を従来の
約半分にする活動に取り組んだ。15
年には、東証マザーズ上場で得た調
達資金を活用して追加出資した。
 溶接後の外観検査や塗装による不
具合などはプラッツ側が品質管理     
（QC）を実施。受け入れ基準を満たし
たものをプラッツベトナムへ送り出す。

 プラッツの城雅宏社長は、ベトナム
進出の効果について「生産の安定化
につながった」と語る。以前は、中国の
協力工場での委託生産で、日本国内
に製品を供給していた。品質に問題
はなかったが、検査をくぐり抜けて市
場に出るケースが生じていた。また現
地での人件費上昇への対応も課題と
なっていた。
 新たなパートナーを求める中で、２
輪車メーカーなどへ供給実績を持つ
台湾の部品メーカーと提携した。同社
と関係を強めていく上で、ベトナムに
生産拠点を構えた背景には、外部か
ら加工ノウハウを取り込みつつ、委託
生産で難しかった品質管理を自社で
コントロールする狙いがあった。
 「150‐200個の部品」（谷添慶太郎
生産技術課長）が必要なベッドを低コ
ストで製造するには、現地調達率の
向上も問われる。それには「日系企業

が進出し、調達しやすい環境にあった」
（城社長）ことから、現状は90％以上を
現地で確保している。
 販売面では国内外で新たな市場
開拓の動きを進める。16年には医療
施設向けベッド市場に参入した。国内
で「医療法人の経営がシビアになり、
ブランドより機能を求めるようになった」
（吹上豪志営業推進部長）という追い
風があった。介護用ベッドで得た認知
度と低価格を売りに攻勢をかけている。
 海外では、16年に入り介護関連機
器を扱う中国企業と提携した。将来の
高齢化の進展で需要拡大が見込ま
れる東アジアに照準を定める。「各国
の制度や認証に合わせなければなら
ない」（城社長）という壁はあるが、現
状で全体の約３％となる海外売上高
比率を、徐々に引き上げていく意向  
だ 。

介護用電動ベッド製造販売のプラッツが、「品質」をテーマにベトナムで
生産拡充を図っている。内容は委託生産の展開から自社での加工体
制構築。そのため台湾系企業と関連会社を設立、組み立てや検査に
特化した子会社を別に設けて品質管理を強化した。生産安定化と低
コストによる競争力を売りに医療施設向け市場など新たな分野への攻
勢もみせている。

介護用電動ベッド生産拡充

介護用電動ベッドは海外を視野に入れた展開を推進

※ 記事提供：日刊工業新聞（高田圭介2018/12/26)
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日
本
の
農
水
産
物
や
食
品
に
注
目
が
集
ま
り
、

日
本
政
府
は
農
林
水
産
物
の
輸
出
１
兆
円
達
成
を
目
指
し

て
い
る
。ア
ジ
ア
で
は
日
本
の
農
水
産
物
や
食
品
輸
入
で

先
行
し
た
の
は
香
港
、次
い
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
だ
が
、富
裕

層
だ
け
で
な
く
、中
産
階
級
で
も
日
本
食
が
日
常
食
の
一

つ
と
し
て
最
も
定
着
し
て
い
る
の
は
タ
イ
だ
ろ
う
。そ
ん

な
日
本
食
好
き
の
市
民
が
多
い
タ
イ
で
、日
本
食
品
の
輸

入
に
予
想
外
の
障
害
が
相
次
い
で
い
る
。そ
の
一
つ
が
ト

ラ
ン
ス
脂
肪
酸
規
制
だ
。

突
然
の
規
制
通
知

タ
イ
保
健
省
は
２
０
１
８
年
６
月
13
日
、「
部
分
水
素
添

加
油
脂（
Ｐ
Ｈ
Ｏ
）」と
こ
れ
を
含
む
食
品
の
製
造
、輸
入
、

販
売
を
19
年
１
月
９
日
か
ら
禁
止
す
る
と
告
示
、地
元
メ

デ
ィ
ア
は
関
係
業
界
の
反
響
を
含
め
大
々
的
に
報
じ
た
。

Ｐ
Ｈ
Ｏ
と
は
心
血
管
疾
患
な
ど
の
健
康
へ
の
悪
影
響
が
問

題
視
さ
れ
て
い
る「
ト
ラ
ン
ス
脂
肪
酸
」を
生
成
す
る
原
因

油
脂
の
一
つ
。告
示
は「
Ｐ
Ｈ
Ｏ
由
来
の
ト
ラ
ン
ス
脂
肪
酸

は
冠
動
脈
疾
患
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
た
め
禁
止
す
る
」と

説
明
し
て
い
る
。

ト
ラ
ン
ス
脂
肪
酸
は
、牛
肉
、牛
乳
、乳
製
品
に
は
も
と

も
と
微
量
な
が
ら
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、こ
の
告
示
で
も

「
食
品
か
ら
ト
ラ
ン
ス
脂
肪
酸
が
検
出
さ
れ
る
こ
と
を
す

べ
て
禁
止
す
る
も
の
で
は
な
い
」と
し
た
。品
質
改
善
の
た

め
部
分
水
素
添
加
処
理
を
し
た
マ
ー
ガ
リ
ン
や
シ
ョ
ー
ト

ニ
ン
グ
、こ
れ
ら
を
原
料
に
使
っ
た
パ
ン
や
ケ
ー
キ
な
ど

に
含
ま
れ
る
ト
ラ
ン
ス
脂
肪
酸
の
み
を
禁
止
す
る
と
い
う

こ
と
。し
か
し
、検
出
さ
れ
る
ト
ラ
ン
ス
脂
肪
酸
が
天
然
由

来
な
の
か
、Ｐ
Ｈ
Ｏ
由
来
な
の
か
ど
う
か
の
判
別
は
現
時

点
で
で
き
な
い
と
さ
れ
る
。

ト
ラ
ン
ス
脂
肪
酸
の
使
用
に
関
し
て
は
、そ
の
食
生
活

か
ら
摂
取
量
が
多
い
欧
米
を
中
心
に
一
部
規
制
が
導
入
さ

れ
て
お
り
、タ
イ
で
の
話
も
驚
き
で
は
な
い
。し
か
し
、特

に
日
系
を
含
む
製
パ
ン
会
社
や
食
品
輸
入
会
社
、小
売
業

界
な
ど
の
中
に
は
告
示
ま
で
全
く
聞
い
て
い
な
か
っ
た
会

社
も
多
く
、告
示
か
ら
１
ヵ
月
た
っ
た
７
月
13
日
の
官
報

掲
載
か
ら
わ
ず
か
半
年
後
の
法
施
行
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
混
乱
が
広
が
っ
た
。

輸
入
商
社
、食
品
小
売
り
の
苦
悩

あ
る
日
系
大
手
製
油
メ
ー
カ
ー
は「
禁
止
の
可
能
性
は

告
示
前
か
ら
聞
い
て
い
た
が
、い
つ
施
行
さ
れ
る
の
か
は

知
ら
な
か
っ
た
。米
国
で
は
こ
う
し
た
法
律
は
発
表
か
ら

施
行
ま
で
３
年
ぐ
ら
い
の
猶
予
は
あ
る
」と
戸
惑
い
を
隠

さ
な
い
。国
内
外
の
大
手
製
油
メ
ー
カ
ー
、地
元
の
大
手
食

品
会
社
や
大
手
小
売
り
会
社
に
対
し
て
は
、１
、２
年
前
か

ら
当
局
か
ら「
対
応
可
能
か
」な
ど
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
あ
っ

た
と
さ
れ
、心
構
え
や
準
備
も
あ
る
程
度
で
き
て
い
た
よ

う
だ
。

し
か
し
、さ
ま
ざ
ま
な
食
品
を
多
数
の
会
社
か
ら
輸
入

し
て
い
る
商
社
や
輸
入
販
売
し
て
い
る
食
品
ス
ー
パ
ー

は
、自
ら
製
造
工
程
に
関
わ
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、Ｐ
Ｈ

Ｏ
が
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
日
本
で
製
造
し
た
も
の
に
対
し

て
は
、メ
ー
カ
ー
各
社
に
使
用
し
て
い
る
か
ど
う
か
聴
き

取
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。使
用
し
て
い
た
場
合
は

切
り
替
え
を
要
請
す
る
か
、輸
入
を
断
念
す
る
し
か
な
く
、

ぎ
り
ぎ
り
ま
で
対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
。食
品
ス
ー
パ
ー

な
ど
で
は
、タ
イ
人
に
も
人
気
の
日
本
製
カ
ッ
プ
麺
な
ど

を
棚
か
ら
撤
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
出
て
く

る
よ
う
だ
。

今
回
の
ト
ラ
ン
ス
脂
肪
酸
騒
動
、一
つ
の
大
き
な
問
題

は
タ
イ
人
に
と
っ
て
も
本
当
に
ト
ラ
ン
ス
脂
肪
酸
の
健
康

リ
ス
ク
が
高
い
の
か
と
い
う
点
だ
。例
え
ば
日
本
人
の
食

生
活
で
は
欧
米
人
に
比
べ
乳
製
品
や
パ
ン
食
が
少
な
い
た

め
か
、農
林
水
産
省
な
ど
の
調
査
研
究
に
よ
り
、ト
ラ
ン
ス

脂
肪
酸
は「
通
常
の
食
生
活
で
は
健
康
の
影
響
は
小
さ
い
」

と
結
論
づ
け
、規
制
し
て
い
な
い
。

あ
る
日
系
企
業
の
関
係
者
は
、「
本
来
な
ら
日
本
の
よ
う

な
疫
学
的
調
査
を
行
う
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」と

疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。タ
イ
人
の
食
生
活
に
お
い
て
、

ト
ラ
ン
ス
脂
肪
酸
摂
取
の
リ
ス
ク
に
関
す
る
十
分
な
疫
学

的
研
究
を
行
わ
な
い
ま
ま
規
制
導
入
に
踏
み
切
っ
た
と
思

わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。あ
る
業
界
関
係
筋
は
、今
回
の
唐

突
な
規
制
導
入
の
背
景
に
は
欧
米
の
ト
レ
ン
ド
へ
の
単
純

な
追
随
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
る
。タ
イ

政
府
の
性
急
な
禁
止
措
置
が
駐
在
日
本
人
へ
の
影
響
だ
け

で
な
く
、タ
イ
人
の
間
で
の
日
本
食
ブ
ー
ム
に
も
水
を
差

し
か
ね
な
い
。

１カ月間の、
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２
０
１
９
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７
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専用車でブダペスト国際空港へ　　ドバイ経由でバンコクへ出発 【機中泊】
スワンナプーム国際空港に到着
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1 スワンナプーム国際空港にて集合　　ドバイ経由でプラハへ出発 【機中泊】

ヴァーツラフ・ハヴェル・プラハ国際空港に到着。
専用車でチェスキー・クルムロフへ　☆市内観光  ☆クルムロフ城
 【宿泊：チェスキー・クルムロフ】

専用車・ヴィンテージ車で観光  ☆プラハ旧市街  ☆天文時計
☆プラハ城  ☆聖ヴィート大聖堂  ☆ゴールデンレーン  ☆カレル橋
 【宿泊：プラハ】

専用車で観光  ☆ブルノ旧市街  ☆デザイナー・アウトレット・パルンドルフ
 【宿泊：ブラチスラバ】

専用車で観光  ☆ブラチスラバ城  ☆ブラチスラバ旧市街
ブダペストへ移動  ⇒ ☆王宮の丘  ☆漁夫の砦  ☆マーチャーシャ教会
☆ドナウ川クルーズ 【宿泊：ブダペスト】

歴史地区は世界遺産として登録。
おとぎ話の世界のような街並み
は、「世界で一番美しい街」と言
われている。バロック・ゴシッ
ク・ルネサンス様式が混在する
「クルムロフ城」は必見だ。

小さな古都、
チェスキー・クルムロフ チェコ共和国の首都、プラハ。11世紀の街並みが残り、旧

市街などの歴史地区に多くの世界遺産がある。「聖ヴィート
大聖堂」を含む「プラハ城」、街のシンボル「天文時計」、モル
ダウ川に架かる最古の橋「カレル橋」など見どころが満載。

百塔の街、プラハ

スロバキア共和国の首都、
ブラチスラバ。政治、文化、
経済の中心でドナウ川が市
内の中心を貫く。丘の上に
そびえたつブラチスラバ城
は、市街が一望できる観光
名所となっている。

中欧の小さな巨人、
ブラチスラバ

ハンガリー共和国の首都、ブ
ダペスト。街の中心を流れる
ドナウ川に横たわる真珠のよ
うな美しい街並みが観光客を
魅了する。「王宮の丘」を始め、
「漁夫の砦」「マーチャーシャ
教会」と世界遺産が目白押し。
夜景が楽しめる「ドナウ川ク
ルーズ」は外せない定番にな
っている。

※チェコ、スロバキア、ハンガリーは、シェンゲン協定の加盟国で、タイ人は入国の際、ビザの
取得が必要となります。H.I.S. タイ法人は、事前のビザ取得から帰国までサポートいたします。

ドナウの真珠、ブダペスト

世界遺産や珠玉の観光名所が目白押しの中欧3ヵ国。1,000キロ近い旅を効率良いルートで周遊する。

世界遺産の美しい街並みが堪能できる

で行く、
チェコ、スロバキア、ハンガリーの旅

もっとヨーロッパを楽しもう!
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三人っ子政策を導入？ 
急速に高齢化する中国の大問題
三人っ子政策を導入？ 
急速に高齢化する中国の大問題

 

「『
金
豚
』の
年
は
、経
済
だ
け
で
な
く
、金
運

も
ア
ッ
プ
す
る
！
」

　
春
節
が
迫
る
中
、中
国
や
ア
ジ
ア
圏
の
友
人

は
、新
年
が
待
ち
遠
し
く
て
仕
方
が
な
い
と
い

う
。

 

日
本
で
は
新
年
は
新
暦（
太
陽
暦
）の
た
め

１
月
１
日
だ
が
、中
国
を
は
じ
め
香
港
、韓
国
、

台
湾
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、べ
ト
ナ
ム
、マ
レ
ー
シ
ア
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、カ
ン
ボ
ジ
ア
、ネ
パ
ー
ル
な
ど
多

く
の
ア
ジ
ア
諸
国（
華
人
系
）は
、旧
暦（
太
陰

暦
）の
た
め
、今
年
の
新
年（
春
節
）は
２
月
５ 

日
。

 
特
に
中
国
で
は
、１
年
で
最
も
重
要
な
行
事

の一つ
で
、故
郷
を
目
指
す
帰
省
ラ
ッ
シ
ュ
は「
春

運
」と
呼
ば
れ
、春
節
期
間
に
の
べ
数
十
億
人

が
大
移
動
。全
国
で
交
通
機
関
が
麻
痺
す
る

こ
と
で
知
ら
れ
る
。

 

中
国
で
は
、１
週
間
ほ
ど
の
正
月
休
み
と
な

る
が
、イ
ス
ラ
ム
圏
の
マ
レ
ー
シ
ア
や
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
も
華
人
系
の
正
月
と
し
て
、２
月
５
日

は
祝
日
だ
。

 

し
か
も
、今
年
の
干
支
は「
豚
」。日
本
の
干

支
は「
イ
ノ
シ
シ
」だ
が
、西
遊
記
の「
猪
八
戒
」

を
思
い
出
し
て
も
ら
え
れ
ば
お
分
か
り
の
よ
う

に
、中
国
語
で
は「
猪
」と
は「
豚
」の
こ
と
。ち

な
み
に
イ
ノ
シ
シ
は
、中
国
語
で「
野
猪
」と
い

う
。

 

な
ぜ
日
本
だ
け
イ
ノ
シ
シ
に
な
っ
た
か
。定
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深い分析に基づいた“情報の本質”をお届けする深い分析に基づいた“情報の本質”をお届けする

説
は
な
い
が
、「
家
畜
の
ブ
タ
を
飼
う
習
慣
が
な

か
っ
た
日
本
は
、野
生
の
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲
し
、

タ
ン
パ
ク
源
に
し
て
い
た
か
ら
」と
い
う
の
が
有

力
な
説
の
よ
う
だ
。

　
さ
て
お
き
、こ
の「
豚
」。イ
ス
ラ
ム
圏
で
は
不

浄
と
さ
れ
、豚
を
あ
し
ら
っ
た
縁
起
物
を
控
え

る
業
者
も
一部
あ
る
が
、中
華
圏
で
は
十
二
支
の

中
で
も
豚
は「
金
豚
」「
黄
金
豚
」と
い
わ
れ
、  

「
豚
が
夢
に
現
れ
る
と
大
吉
」と
さ
れ
る
ほ
ど
、

経
済
上
昇
や
金
運
ア
ッ
プ
の
象
徴
と
知
ら
れ 

る
。

　
さ
ら
に
、「
黄
金
豚
年
生
ま
れ
」は
、「
大
金

持
ち
に
な
る
」と
も
伝
え
ら
れ
、師
走
真
っ
只

中
の
中
国
や
ア
ジ
ア
圏
で
は
、黄
金
豚
の
置
物

や
貯
金
箱
が
大
人
気
で
、売
り
切
れ
御
免
の
店

舗
も
続
出
し
て
い
る
よ
う
だ
。筆
者
も
縁
起
を

担
ご
う
と
、初
め
て「
金
豚
」を
ゲ
ッ
ト
し
た
。 

 

中
国
人
な
ど
ア
ジ
ア
圏
の
華
人
が
信
じ
て
や

ま
な
い
風
水
で
は
、今
年
の
豚
年
の
ラ
ッ
キ
ー
カ

ラ
ー
は
ま
さ
に
、「
金
」「
赤
」 「
白
」と
い
う
。街

中
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
は
、例
年
に
も
増
し
て

金
や
赤
色
が
眩
い
ば
か
り
に
輝
き
、ギ
ラ
ギ
ラ

の
春
節
商
戦
を
煽
って
い
る
。

 
豚
は
、子
沢
山
で
も
知
ら
れ
、「
豚
年
の
出
生

率
は
上
が
る
」と
い
う
ジ
ン
ク
ス
も
あ
る
。赤
ち

ゃ
ん
用
品
の
関
連
企
業
株
も
上
昇
す
る
と
さ

れ
、ま
さ
に「
金
豚
株
」は
注
目
株
だ
。

　
特
に
中
国
で
は
、米
中
貿
易
戦
争
勃
発
で
今

年
の
経
済
動
向
に
暗
雲
が
立
ち
は
だ
か
る
。建

国
以
来
、70
年
ぶ
り
の
人
口
減
が
明
ら
か
に
な

る
中
、国
家
の
存
続
を
か
け
、「
金
豚
年
」に
望

み
を
か
け
て
い
る
。

　
春
節
を
前
に
中
国
郵
政
が
発
行
し
た
そ
の

記
念
切
手
に
は
、２
匹
の
親
豚
と
愛
ら
し
い「
３

匹
の
子
豚
」が
描
か
れ
た
。

 

こ
の
こ
と
か
ら
、中
国
版
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
微
博

（
ウ
ェ
イ
ボ
ー
）な
ど
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
は
、

将
来
的
な
労
働
人
口
減
少
に
よ
る
経
済
低
迷
、

国
力
の
後
退
を
危
惧
し
、「
政
府
が
二
人
っ
子

政
策
や
産
児
制
限
を
完
全
に
撤
廃
し
、『
三
人

っ
子
政
策
』を
新
た
に
導
入
す
る
の
で
は
」と
話

題
に
な
って
い
る
。

　
中
国
政
府
は
２
０
１
６
年
、40
年
近
く
続
い

た一人
っ
子
政
策
を
廃
止
し
、夫
婦
に
２
人
目
の

子
供
を
容
認
し
た「
二
人
っ
子
政
策
」を
導
入

し
た
。

 

そ
の
際
に
も
、事
前
に
発
表
さ
れ
た
申
年
の

切
手
に
、小
猿
２
匹
を
描
い
て
い
た
。今
回
、３

匹
の
子
豚
が
描
か
れ
た
こ
と
か
ら
、三
人
っ
子

政
策
が
導
入
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
み
た
わ

け
だ
。

　
し
か
し
、一
人
っ
子
政
策
の
廃
止
に
よ
る
効
果

は
政
府
の
期
待
を
裏
切
って
い
る
。

 

16
年
の
中
国
の
出
生
数
は
、前
年
比
で
１
３

０
万
人
多
い
１
７
９
０
万
人
だ
っ
た
が
、増
加
数

は
予
想
の
半
分
以
下
に
と
ど
ま
っ
た
。17
年
は

２
千
万
人
を
見
込
ん
だ
が
、17
百
万
人
に
減
少

し
て
し
ま
っ
た
。

　
さ
ら
に
、今
年
に
入
っ
て
米
国
の
ウ
ィ
ス
コ
ン

シ
ン
大
学
の
易
富
賢
氏
ら
人
口
統
計
専
門
家

が
、「
18
年
の
全
土
の
出
生
数
は
前
年
比
で
79

万
人
増
加
す
る
と
の
政
府
予
測
を
裏
切
り
、２

５
０
万
人
減
少
し
た
」と
香
港
メ
デ
ィ
ア
な
ど

で
発
表
。

 

今
月
中
に
予
想
さ
れ
て
い
る
中
国
国
家
統

計
局
の
18
年
の
人
口
統
計
公
式
発
表
を
前
に
、

中
国
の
昨
年
人
口
が
、建
国
以
来
初
め
て
7
年

ぶ
り
に
減
少
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の 

だ
。

　
そ
の
上
で「
少
子
高
齢
化
の
波
は
加
速
化 

し
、中
国
経
済
の
活
力
は
弱
体
化
し
、人
口
動

態
上
の
危
機
で
も
あ
る
」と
警
鐘
を
鳴
ら
し 

た
。

 

ま
た
、中
国
の
出
生
率
は「
２
０
０
０
年
以

降
、日
本
よ
り
低
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。中
で

も
10
年
か
ら
16
年
の
平
均
は『
１・18
』で
日
本

の
１・42
を
は
る
か
に
下
回
っ
た
」と
も
指
摘
し

た
。

　
そ
ん
な
中
、中
国
が「
金
豚
年
」に
あ
や
か 

り
、二
人
っ
子
政
策
を
廃
止
し
て
も
、そ
の
効
果

は
望
ま
れ
な
い
の
が
現
実
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 

中
国
だ
け
で
は
な
く
、韓
国
、シ
ン
ガ
ポ
ー  

ル
、タ
イ
、台
湾
、最
近
で
は
多
産
の
イ
ス
ラ
ム
圏

の
マ
レ
ー
シ
ア
で
も
少
子
高
齢
化
の
潮
流
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。

 

こ
の
よ
う
に
、中
国
で
も
高
等
教
育
を
受
け

た
大
都
市
圏
の
女
性
は
、仕
事
を
最
優
先
す
る

だ
け
で
な
く
、若
い
夫
婦
に
と
っ
て
高
騰
す
る

教
育
費
や
住
宅
費
用
が
大
き
く
家
計
を
圧
迫

し
て
い
る
こ
と
か
ら
多
産
に
向
か
う
の
は
難
し

い
と
み
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、心
理
的
な
作
用
と
し
て
、「
一人
っ
子

が
理
想
」だ
と
す
る
長
年
の
概
念
を
取
り
払

う
だ
け
の
大
家
族
や
子
育
て
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

よ
り
、デ
メ
リ
ッ
ト
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
現
状
が

あ
る
。

　
筆
者
の
友
人
で
、北
京
に
住
む
共
働
き
夫
婦

も
、日
頃
、こ
う
つ
ぶ
や
く
。「
住
宅
費
の
高
騰

だ
け
で
な
く
、保
育
施
設
不
足
に
加
え
、将
来

的
に
高
齢
化
す
る『
４
人
の
親
』の
面
倒
を
見

る
資
金
に
備
え
、２
人
の
子
供
よ
り
、１
人
に
経

済
的
、精
神
的
支
え
を
集
中
し
た
い
」

 

さ
ら
に
、長
年
の「
一人
っ
子
男
子
優
遇
政
策
」

が
中
国
の
男
女
比
を
狂
わ
せ
た
。男
の
子
を
持

ち
た
い
と
い
う
伝
統
的
な
考
え
方
か
ら
、作
為

的
な
中
絶
や
流
産
で
、出
産
可
能
な
女
性
の
絶

対
数
が
極
端
に
少
な
い
の
だ
。そ
の
た
め
、最
近

で
は
中
国
人
男
性
と
ベ
ト
ナ
ム
人
女
性
の
強
制

的
な
結
婚
が
国
際
問
題
に
発
展
し
て
い
る
ほ
ど

だ
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
、出
生
率
が
最
も
低
い
遼

寧
省
で
は
昨
夏
、減
税
、教
育
費
、さ
ら
に
は
住

宅
費
の
補
助
や
出
産・育
児
休
暇
の
延
長
な
ど
、

助
成
策
を
打
ち
出
し
た
。

　
ま
た
、江
西
省
は
、人
工
中
絶
規
制
を
強
化

す
る
指
針
を
発
表
。女
性
が
人
工
中
絶
を
希

望
す
る
場
合
、医
療
従
事
者
３
人
の
同
意
署
名

を
義
務
づ
け
た
。

　
男
児
の
出
産
優
遇
阻
止
の
策
と
い
う
が
、   

「
国
家
の
人
口
計
画
達
成
が
目
的
だ
」「
女
性

は
、自
分
の
卵
巣
の
選
択
肢
も
な
い
の
か
」な
ど

と
、ウ
ェ
イ
ボ
ー
な
ど
で
批
判
が
殺
到
、炎
上
し

た
。

　
そ
ん
な
中
、今
年
１
月
４
日
、中
国
の
中
国

社
会
科
学
院
は「
中
国
の
人
口
は
、２
０
２
９
年

の
14
億
４
千
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
、

労
働
力
減
少
は
中
国
経
済
に
重
大
な
影
響
を

与
え
る
」と
政
府
に
異
例
に
、国
家
の
制
度
改

革
を
求
め
た
。

　
こ
う
し
た
経
済
後
退
や
国
力
低
下
の
危
機

感
か
ら
、国
に
頼
ら
ず
独
自
に
少
子
化
対
策
を

実
施
す
る
企
業
も
現
れ
た
。世
界
有
数
の
中

国
の
オ
ン
ラ
イ
ン
旅
行
企
業
、「
シ
ー
ト
リ
ッ
プ
」

は
こ
の
ほ
ど
、社
員
の
子
供
が
学
齢
期
を
迎
え

た
際
、ボ
ー
ナ
ス
を
支
給
す
る
ほ
か
、中
国
企

業
初
の
取
組
み
と
し
て
、女
性
管
理
職
の「
卵

子
凍
結
」費
用
補
助
を
決
め
た
こ
と
を
発
表

し
た
。

 

前
述
の
在
米
の
人
口
統
計
専
門
家
、易
氏
は
、

JBpress 2019.1.11掲載

今年は「金豚年」
金運・出生率・景気拡大と願懸けに喧しい

春節を象徴する深紅の提灯は、時代が変っても、正月に欠かせない飾り物だ（筆者撮影）

下着から寝具にいたるまで、春節では「赤」に統一することで、
その年の繁栄がもたらされるという（筆者撮影）
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制
度
へ
の
不
満
や
懸
念
が
高
ま
っ
た
と
き
こ
そ
、

一党
独
裁
の
共
産
党
体
制
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

る
だ
ろ
う
。

 

中
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
、日
本
に
は
な
い
自
由

滑
脱
さ
が
あ
る―

―

。中
国
に
出
張
し
た
り

駐
在
し
て
い
る
人
か
ら
入
っ
て
く
る
現
地
情
報

に
は「
中
国
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
が
や
り
や
す
い
」と

い
う
評
価
が
多
か
っ
た
。

 

な
ぜ〝
自
由
〞だ
と
感
じ
る
の
か
。そ
の
大
き

な
理
由
は
、法
律
や
規
制
の
運
用
に
グ
レ
ー
ゾ

ー
ン
が
存
在
す
る
こ
と
だ
。内
外
の
企
業
が
法

律
や
規
制
の
文
言
を「
こ
れ
な
ら
や
っ
て
も
問

題
な
い
だ
ろ
う
」と
解
釈
し
て
、ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

に
ビ
ジ
ネ
ス
の
規
模
を
拡
大
し
て
いっ
た
。

　
ト
ラ
ブ
ル
に
直
面
し
て
も
、影
響
力
あ
る
人

物
が
後
ろ
盾
に
な
っ
て
も
み
消
し
て
く
れ
た
。

規
制
に
縛
ら
れ
て
い
る
が
実
は
抜
け
道
も
あ
る

と
い
う〝
不
思
議
な
バ
ラ
ン
ス
〞が
、社
会
主
義

体
制
下
の
中
国
経
済
に
弾
み
を
つ
け
て
い
た
。

あ
る
意
味
、〝
ア
ジ
ア
的
な
混
沌
さ
〞の
賜
物    

（
た
ま
も
の
）と
言
って
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
だ
が
近
年
、上
海
で
は
こ
の
カ
オ
ス
が
す
っ
か

り
薄
れ
た
。中
国
で
働
く
あ
る
日
本
人
は「
地

方
都
市
で
も
同
様
の
傾
向
に
あ
る
」と
指
摘
す

る
。中
国
で
は
、か
つ
て
は
当
た
り
前
だ
っ
た〝
や

り
た
い
放
題
〞が
で
き
な
く
な
り
つつ
あ
る
と
い

う
こ
と
だ
。

「
大
物
」を
後
ろ
盾
に
し
た
抜
け
道
も

　

 

例
え
ば
、営
業
許
可
証
。中
国
で
は
企
業
活

動
に
欠
か
せ
な
い
ラ
イ
セ
ン
ス
で
あ
る
。外
資
進

出
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
頃
は
外
資
の
投
資
が

規
制
さ
れ
る
業
種
が
多
か
っ
た
。と
く
に
教
育

や
出
版
、報
道
な
ど
の
業
種
は
、規
定
通
り
に

申
請
し
て
も
認
可
し
て
も
ら
う
こ
と
が
難
し

か
っ
た
。

 

そ
の
た
め
日
系
企
業
は
、「
中
国
企
業
か
ら

ラ
イ
セ
ン
ス
を
借
用
し
た
り
、あ
る
い
は
大
物

人
物
を
後
ろ
盾
に
す
る
な
ど
抜
け
道
を
利
用

し
て
経
営
に
乗
り
出
し
た
」（
中
国
の
大
手
法

律
事
務
所
）と
い
う
。

　
ま
た
、か
つ
て
は
法
律
違
反
を
指
摘
さ
れ
て

「
一
人
っ
子
政
策
が
、中
国
の
深
刻
化
す
る
少
子

高
齢
化
の
主
要
因
」と
指
摘
し
た
上
、「
中
国
の

人
口
減
少
傾
向
は
、日
本
が
20
年
前
に
直
面
し

た
問
題
と
類
似
し
、中
国
の
製
造
業
界
も
将

来
的
に
、深
刻
な
労
働
力
不
足
に
喘
ぐ
だ
ろ
う
」

と
警
告
す
る
。

　
し
か
し
、筆
者
は
以
前
に
も
指
摘
し
た
が   

（「
悲
惨
極
ま
り
な
い
中
国
人
の
老
後
失
踪
死

亡
が
多
発
」http://jbpress.ism

edia.-
jp/articles/-/51859

）、特
に
中
国
と
日
本

社
会
の
高
齢
化
の
実
態
に
は
大
き
な
違
い
が
あ

る
。

　
中
国
で
は
、「
未
富
先
老
」。す
な
わ
ち
、「
国

民
が
裕
福
に
な
る
前
に
、高
齢
化
が
先
に
訪
れ

る
」。そ
の
た
め
先
進
国
に
な
っ
て
高
齢
化
に
突

入
し
た
日
本
と
は
わ
け
が
違
う
。し
か
も
、そ

の
規
模
が
比
較
に
な
ら
な
い
。

　
中
国
で
は
２
０
５
０
年
、日
本
の
人
口
に
相

当
す
る
約
１
億
22
百
万
人
が
、「
80
歳
以
上
の

後
期
高
齢
者
」で
占
め
ら
れ
る
。実
に
中
国
の

人
口
の
約
９
％
に
も
な
る
。

 

ま
た
、中
国
民
生
部
傘
下
の
研
究
機
関
、中

民
社
会
救
助
研
究
院
に
よ
る
と
、「
中
国
で
は

毎
日
13
百
人
以
上
、年
間
で
50
万
人
が
失
踪

す
る
」と
悲
惨
な
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い 

る
。行
方
不
明
の
８
割
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者

と
い
う
。

　
今
後
、経
済
成
長
率
が
低
下
し
、社
会
保
障

取
材・文 

末
永
恵
す
え
な
が・め
ぐ
み

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト 

米
国
留
学（
米
政
府
奨
学
金
取
得
）後
、産
経
新
聞
社
入
社
。産
経
新

聞
東
京
本
社
外
信
部
、経
済
部
記
者
と
し
て
経
済
産
業
省
、外
務
省
、

農
水
省
記
者
ク
ラ
ブ
等
に
所
属
。２
０
０
１
年
９
月
11
日
発
生
の
同
時

多
発
テ
ロ
直
後
に
開
催
さ
れ
た
中
国・上
海
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ（
ア
ジ
ア
太
平
洋

経
済
協
力
会
議
、当
時・小
泉
純
一
郎
首
相
、米
国
の
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
、ロ

シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
、中
国
の
江
沢
民
国
家
主
席
等
が
出
席
）首
脳

会
議
、閣
僚
会
議
等
を
精
力
的
に
取
材
。 

そ
の
後
、大
阪
大
学
特
任
准
教
授
を
務
め
、国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
サ
ス

テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
研
究（
東
大
総
長
の
小
宮
山
宏
教
授《
現・三
菱
総
合

研
究
所
理
事
長
・
東
大
総
長
顧
問
》を
ト
ッ
プ
と
す
る
）に
携
わ
り
、国

際
交
流
基
金（Japan Foundation,

外
務
省
所
管
独
立
行
政
法
人
）の

専
門
家
派
遣
で
マ
ラ
ヤ
大
学（
客
員
教
授
）で
教
鞭
、研
究
に
も
従
事
。  

「
東
洋
経
済(

雑
誌
、オ
ン
ラ
イ
ン
）」「
週
刊
文
春
」「
週
刊
新
潮
」「
選
択
」

な
ど
に
も
幅
広
く
執
筆
。

政
治
経
済
分
野
以
外
で
も
、タ
イ
ガ
ー・ウ
ッ
ズ
、バ
リ
ー・ボ
ン
ズ
、ピ
ー
タ

ー・ユ
ベ
ロ
ス
米
大
リ
ー
グ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー（
米
国
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

会
長
、ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
組
織
委
員
長
歴
任
）、ダ
ビ・フ

ェ
レ
ー
ル
、錦
織
圭
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の
取
材
も
行
う
。連
絡
先
は
こ

ち
ら
：m

egu23@
gm
ail.com

当
局
が
踏
み
込
ん
で
き
て
も
、「
上
層
部
で
話

を
つ
け
る
」と
か「
金
品
を
持
た
せ
る
」と
いっ
た

や
り
方
で
、そ
の
場
を〝
な
あ
な
あ
〞で
納
め
る
こ

と
が
で
き
た
。「
中
国
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
人
脈

が
不
可
欠
」と
言
わ
れ
た
の
は
、そ
の
た
め
だ
。

　
だ
が
、そ
の
状
況
が
変
わ
っ
て
き
た
。外
資
の

参
入
を
規
制
す
る
業
種
が
減
少
し
、〝
正
攻
法
〞

で
参
入
で
き
る
領
域
が
増
え
て
き
た
。人
脈
が

必
ず
し
も
必
要
で
は
な
く
な
っ
て
き
た
と
い
う

の
だ
。

 

教
育
や
出
版
の
分
野
で
も
徐
々
に
変
化
が

現
れ
て
い
る
と
聞
く
。抜
け
道
を
利
用
し
た
過

去
の
違
法
行
為
を
摘
発
す
る
動
き
も
あ
る
。華

北
地
区
の
あ
る
駐
在
員
は
、「
中
国
で
実
績
の

あ
る
教
育
施
設
が
、今
に
な
っ
て
当
局
か
ら
の

取
締
り
を
受
け
て
い
る
」と
話
す
。従
来
の〝
抜

け
道
を
利
用
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
〞は
通
用
し
な
く

な
り
つつ
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

「
経
済
成
長
一
辺
倒
」が
も
た
ら
し
た    

〝
や
り
た
い
放
題
〞

　

 

企
業
の
環
境
対
策
も
変
化
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

か
つ
て
中
国
は
、先
進
国
と
比
べ
て
環
境
規
制
の

法
律
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
。だ
か
ら
こ
そ
日
本

を
含
む
外
資
製
造
業
の
対
中
進
出
が
進
ん
だ
と

い
え
る
。だ
が
、近
年
は
環
境
面
で
の
法
整
備
が

進
み
、取
り
締
ま
り
が
厳
し
く
なっ  

た
。

　
環
境
負
荷
を
低
減
す
る
設
備
製
造
に
携
わ

る
、江
蘇
省
の
日
系
企
業
管
理
職
は
次
の
よ
う

に
話
す
。

 

「
環
境
基
準
に
達
し
な
い
企
業
は
、ブ
ラ
ッ
ク

リ
ス
ト
に
企
業
名
と
違
反
事
項
を
記
載
さ
れ
、

政
府
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
示
さ
れ
ま
す
。指

導
を
行
っ
て
も
改
善
さ
れ
な
い
場
合
は
罰
金
で

す
。無
錫
市
の
中
国
企
業
は
、９
日
間
の
排
出

基
準
違
反
で
１
日
当
た
り
30
万
元（
約
４
８
０

万
円
、１
元
＝
約
16
円
）、合
計
２
７
０
万
元   

（
約
４
３
２
０
万
円
）の
罰
金
と
い
う
厳
し
い
処

分
を
受
け
ま
し
た
」。

 

こ
れ
ま
で
は
経
済
成
長
率
を
高
め
る
こ
と
が
、

地
方
役
人
の
人
事
考
課
の
対
象
だ
っ
た
。中
国

政
府
の〝
経
済
成
長一辺
倒
〞が
と
い
う
姿
勢
、地

方
の
役
人
と
結
託
し
た〝
や
り
た
い
放
題
〞を
も

た
ら
し
、環
境
汚
染
を
生
ん
だ
と
も
い
え
る
。

　
だ
が
、丸
紅（
中
国
）有
限
公
司
経
済
調
査

チ
ー
ム
の
鈴
木
貴
元
氏
は
、「
中
国
政
府
に
と
っ

て
、経
済
成
長
率
を
追
い
求
め
る
こ
と
は
も
は

や
大
き
な
目
標
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
」と
語

る
。中
国
政
府
は
共
産
党
支
持
の
持
続
と
い
う

面
か
ら
も「
経
済
成
長
率
で
は
な
く
、技
術
世

界
一
、環
境
対
応
で
先
進
国
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

と
いっ
た
総
合
的
な
経
済
力
の
強
化
を
求
め
始

め
て
い
ま
す
」（
同
）と
い
う
。

　
中
国
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
大
改
革
が
進
行
し
て

い
る
。最
近
は「
徴
税
」も
厳
格
に
なって
き
た
。

 

従
来
、中
国
で
は
個
人
や
零
細
法
人
の
脱
税
行

為
は
野
放
し
に
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
が
あ
っ  

た
。所
得
税
を
払
わ
ず
に
済
ま
せ
た
り
、所
得

申
告
を
ご
ま
か
し
て
課
税
額
を
低
く
す
る
こ

と
も
日
常
茶
飯
事
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、最
近
は
そ
う
は
い
か
な
く
な
っ
た
。

上
海
で
日
本
人
を
雇
用
す
る
自
営
業
者
は
こ

う
話
す
。「
現
地
採
用
し
た
日
本
人
社
員
の
就

労
ビ
ザ
の
更
新
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、当
局
か
ら  

『
次
回
以
降
は
、本
人
の
納
税
証
明
書
を
添
付

し
な
い
と
ビ
ザ
を
発
給
し
な
い
』と
通
告
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。以
前
と
は
ま
っ
た
く
対
応

が
違
い
ま
す
」。

　
か
つ
て
は
法
律
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
は
、〝
当
局

の
役
人
の
裁
量
〞に
任
せ
ら
れ
て
い
た
。企
業
側

は
、主
管
当
局
の
役
人
が「
目
を
つ
ぶっ
て
や
る
」

と
言
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
接
待
し
、

金
品
を
つ
け
届
け
た
。あ
る
い
は
、役
人
に
理
不

尽
な
言
い
が
か
り
を
つ
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
も
、贈
賄
を
習
慣
化
さ
せ
た
。そ
の

結
果
、中
国
は
世
界
に
名
だ
た
る
腐
敗
国
家
に

な
って
し
ま
っ
た
。

　
中
国
で
こ
れ
だ
け
腐
敗
が
蔓
延
し
た
の
は
、

役
人
の
裁
量
に
委
ね
る
と
い
う
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン

が
存
在
し
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
だ
っ
た
。グ

レ
ー
ゾ
ー
ン
が
あ
る
限
り
役
人
の
権
力
は
肥
大

化
す
る
。こ
れ
を
放
置
す
れ
ば
、政
権
基
盤
を

揺
る
が
す
リ
ス
ク
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。そ

こ
で
習
近
平
政
権
は
そ
こ
に
メ
ス
を
入
れ
た
。

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
を
極
力
な
く
す
こ
と
で
役
人
か

ら
裁
量
を
取
り
上
げ
、あ
ら
ゆ
る
経
済
活
動

を
党
の
監
視
下
に
入
れ
る
こ
と
を
試
み
た
と
い

う
わ
け
だ
。

 

習
近
平
政
権
が
掲
げ
る
社
会
主
義
の
核
心

的
価
値
観
に「
法
治
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が

あ
る
。中
国
は「
人
治
」か
ら
脱
し
て
、本
当
に

法
治
国
家
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
か
。

や
り
た
い
放
題
の
時
代
が

終
わ
っ
た
中
国
で
の
ビ
ジ
ネ
ス

経
済
成
長
一
辺
倒
を
脱
し
、

「
法
治
」国
家
を
目
指
す
中
国

２
０
１
９・１・22 

掲
載

取
材・文
：
姫
田 

小
夏
　
ひ
め
だ・こ
な
つ
　

フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

ア
ジ
ア・ビ
ズ・フ
ォ
ー
ラ
ム
主
宰
。１
９
９
７
年
か
ら
上
海
、98
年
末
に
上

海
で
日
本
語
情
報
誌
を
創
刊
し
、日
本
企
業
の
対
中
ビ
ジ
ネ
ス
動
向
を

発
信
。２
０
０
８
年
夏
、同
誌
編
集
長
を
退
任
後
、語
学
留
学
を
経
て

上
海
財
経
大
学
公
共
経
済
管
理
学
院
に
入
学
、修
士
課
程（
Ｍ
Ｐ
Ａ
）

を
修
了
。14
年
以
降
は
東
京
を
拠
点
に
活
動
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
重
点

的
に
ウ
ォ
ッ
チ
。著
書
に『
中
国
で
勝
て
る
中
小
企
業
の
人
材
戦
略
』（
テ

ン・ブ
ッ
ク
ス
）、『
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
罠
』（
時
事
通
信
出
版
局
）。共
著
に 

『
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
成
長
企
業
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
成
長
企
業
と
経
営
者
の

素
顔
』（
カ
ナ
リ
ヤ
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）。

タクシー内での喫煙も、もはやNGに

川の清掃の様子。中国では環境保護や景観の  
美化の徹底した取り組みが進んでいる（筆者撮影、以下同）
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60

複
数
人
の
間
の
脳
を
つ
な
ぎ
、

共
同
作
業
を
行
う
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

 

テトリスに似た落ちものゲーム。複数人の脳波を共有することで、画面を見られない被験者も正しくブロックを回転できた。
Image by the University of Washington and Carnegie Mellon University

ス
ト
レ
ー
ジ
の
容
量
を
格
段
に

増
大
す
る「
分
子
メ
モ
リ
」

60

単分子で磁石としての性質を持つ、ジスプロシウム・メタロセンの化合物。
by the University of Jyväskylä

 
人
間
の
脳
で
行
な
っ
て
い
る
思
考
を
デ
ジ
タ
ル

化
し
、別
の
人
間
と
共
有
す
る
。超
能
力
の
テ
レ
パ

シ
ー
か
ら
サ
イ
バ
ー
パ
ン
ク
ま
で
、人
間
の
思
考
を

共
有
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
は
、古
今
東
西
の
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
で
繰
り
返
し
使
わ
れ
て
き
た
。そ
ん
な
夢

物
語
が
実
現
す
る
か
も
し
れ
な
い
、そ
う
思
わ
せ
る

技
術
が
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
と
カ
ー
ネ
ギ
ー
メ
ロ
ン

大
学
の
研
究
チ
ー
ム
か
ら
発
表
さ
れ
た
。

 B
rainN

et

と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
技
術
は
、脳

波
計
と
経
頭
蓋
磁
気
刺
激（
Ｔ
Ｍ
Ｓ
）装
置
か
ら

な
る
。被
験
者
が
頭
に
装
着
し
た
脳
波
計（
電
極

を
脳
に
埋
め
込
ん
で
い
る
の
で
は
な
く
、頭
皮
に
装

着
し
て
い
る
）の
脳
波
を
記
録
。こ
の
デ
ー
タ
を
別

の
被
験
者
が
装
着
し
て
い
る
Ｔ
Ｍ
Ｓ
装
置（
こ
ち

ら
も
脳
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
）に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
送
信
す
る
。Ｔ
Ｍ
Ｓ
装
置

は
、被
験
者
の
後
頭
葉
を
磁
気
で
刺
激
す
る
と
い

う
仕
組
み
だ
。

 
実
験
に
使
わ
れ
た
の
は
テ
ト
リ
ス
に
似
た
ゲ
ー

ム
。プ
レ
イ
ヤ
ー
は
、上
か
ら
次
々
と
落
ち
て
く
る

ブ
ロ
ッ
ク
を「
１
８
０
度
回
転
さ
せ
る
」も
し
く
は

「
回
転
さ
せ
な
い
」か
を
判
断
し
て
、ゲ
ー
ム
を
進

め
て
い
く
。

 
実
験
は
３
人
１
組
と
な
っ
て
行
わ
れ
、チ
ー
ム
内

の
２
人
が
ブ
ロ
ッ
ク
の
扱
い
を
判
断
す
る
。こ
の
２

人
は
、ブ
ロ
ッ
ク
を
回
転
さ
せ
た
方
が
い
い
と
判
断

し
た
の
な
ら
15
Ｈ
ｚ
の
間
隔
で
点
滅
す
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ

光
を
、回
転
さ
せ
な
い
の
な
ら
17
Ｈ
ｚ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光

を
見
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。点
滅
周
期
の
違
い
に

よ
っ
て
、判
断
役
の
脳
波
に
も
違
い
が
現
れ
る
。

 
受
信
者
と
な
る
も
う
１
人
の
被
験
者
に
は
、ゲ

ー
ム
画
面
が
見
え
な
い
。つ
ま
り
、ブ
ロ
ッ
ク
を
回

転
さ
せ
る
べ
き
か
、回
転
さ
せ
な
い
方
が
い
い
の
か

判
断
で
き
な
い
。判
断
役
の
送
信
者
２
人
か
ら
送

ら
れ
て
き
た
刺
激
を
頼
り
に
、ブ
ロ
ッ
ク
の
扱
い
を

決
め
る
し
か
な
い
の
だ
。最
終
的
な
受
信
者
の
判

断
は
、や
は
り
脳
波
計
で
読
み
取
ら
れ
て
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
に
送
ら
れ
、ブ
ロ
ッ
ク
が
操
作
さ
れ
る
。

 
５
組
の
被
験
者
に
よ
る
正
答
率
は
81
・
25
％
。

受
信
者
は
ゲ
ー
ム
画
面
が
見
え
て
い
な
い
わ
け
だ

か
ら
、こ
れ
は
３
人
に
よ
る
共
同
作
業
の
効
果
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

 
テ
レ
パ
シ
ー
の
よ
う
に
思
考
を
共
有
す
る
と
思

っ
て
い
た
人
は
、が
っ
か
り
し
た
か
も
し
れ
な
い
。結

局
、受
信
者
と
送
信
者
の
間
で
や
り
と
り
し
て
い

る
の
は
、「
早
い
点
滅
」か「
遅
い
点
滅
」か
と
い
う
、

１
ビ
ッ
ト
の
情
報
に
過
ぎ
な
い
の
だ
。だ
が
、送
受

信
す
る
刺
激
の
種
類
が
増
え
れ
ば
、よ
り
複
雑
な

判
断
も
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
る
。リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
判
断
を
共
有
す
る
必
要
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
や
軍

事
等
で
は
、革
命
的
な
変
化
が
起
こ
る
こ
と
も
あ

り
え
る
だ
ろ
う
。

 
大
容
量
の
デ
ー
タ
を
記
録
す
る
た
め
に
、磁
石

は
不
可
欠
な
存
在
だ
。コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ハ
ー
ド
デ

ィ
ス
ク
ド
ラ
イ
ブ
の
中
に
は
磁
性
体
が
塗
ら
れ
た

円
盤
が
入
っ
て
お
り
、円
盤
上
の
微
小
な
磁
石
の
状

態
を
磁
気
ヘ
ッ
ド
が
読
み
書
き
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
な
ど
磁
気
記
憶
装
置
の

記
憶
容
量
を
上
げ
る
に
は
よ
り
小
さ
な
磁
石
を
使

っ
て
密
度
を
高
め
れ
ば
い
い
わ
け
だ
が
、磁
石
は
ど

れ
く
ら
い
ま
で
小
さ
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ

ろ
う
か
？
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
、「
単
分
子
磁

石
」だ
。

 
従
来
の
磁
石（
バ
ル
ク
磁
石
）の
場
合
、各
原
子

の
ス
ピ
ン
が
揃
っ
た
状
態
に
な
る
と
強
い
磁
力
を

持
つ
。

 
こ
れ
に
対
し
て
、単
分
子
磁
石
は
１
つ
の
分
子

だ
け
で
磁
石
に
な
る
。金
属
と
非
金
属
が
結
合
し

た
錯
体
、例
え
ば
テ
ル
ビ
ウ
ム・フ
タ
ロ
シ
ア
ニ
ン
錯

体
分
子
な
ど
が
単
分
子
磁
石
に
な
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
。単
分
子
磁
石
は
磁
石
と
し
て
の
特
性
を

長
期
間
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。

 
２
０
１
１
年
に
は
東
北
大
学
の
米
田
忠
弘
教

授
、山
下
正
廣
教
授
ら
が
単
分
子
の
単
位
で
磁
石

を
オ
ン・オ
フ
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

 
た
だ
し
、こ
れ
ま
で
単
分
子
磁
石
は
極
低
温
で

し
か
動
作
し
な
か
っ
た
。冷
却
に
は
、高
価
な
液
体

ヘ
リ
ウ
ム（
沸
点
マ
イ
ナ
ス
２
６
９
℃
）が
必
要
で

あ
り
、こ
れ
が
実
用
化
の
大
き
な
妨
げ
に
な
っ
て
い

た
。

 
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ユ
ヴ
ァ
ス
キ
ュ
ラ
大
学
、

A
kseli M

ansikkam
äki

教
授
ら
の
研
究
チ
ー
ム

は
、量
子
力
学
に
基
づ
く
新
た
な
計
算
手
法
を
用
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ご応募ください｡3月6日応募締め切り(当選は3月下旬に商品の発送をもって代えさせていただきます)｡

社長が紹介する、一冊

KENKOPLUS CO., LTD.
栗原宏美　
東京都台東区出身。2002年にタイに移住し、05年に起業。デ
パートやネット通販にて日本のこだわり商品（ヒノキ枕など）を主に
タイ人向けに販売している。WAOJEタイ支部の理事（タイ進出
担当）も務める。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
https://www.kenkoshop.co.th/

読み返すたびに新たな気づきを得る
『思考は現実化する』
 「ふらっと入った書店で、無意識の内に手に取っていた」――と同書との運命的な出
会いを振り返る栗原氏。1937年の発行以来、世界で累計1億部を突破し、現代社会
に生きる経営者・ビジネスパーソンにも多大な影響を与える歴史的な名著。アンドリュー・
カーネギー、ヘンリー・フォード、ジョン・Ｄ・ロックフェラーら500名を超える成功者の協力
を得て、ナポレオン・ヒルが体系化した本著では、「人間は自分が思い描いた人間になれ
る」と教示する。
 人生の岐路に立った約20年前。栗原氏は明確な目標も定職もなく、手探りの生活
を送っていた。それまで小説しか読んだことがなく、自己啓発書に挑戦するのは初めてだ
ったが、読んでいるうちに気になった文や言葉などに下線を引いたり、メモを書き込んで
いた。　
 付属のアクション・マニュアルにも忠実に従い、毎日、朝晩に「35歳までに社長にな
る」といった目標や計画を声を出して読み上げた。考えて学ぶことだけではなく、実行に
移す習慣を身に付けながら、自分がなりたいと思う姿を想像したという。
 「行き詰ったときに読み返すと、自然と異なる箇所にマーカーを引いてしまいます。毎
回、新たな気づきがあります」。海外を拠点に活躍する日本人起業家のネットワーク     
「WAOJE」の会員で、月に一度の早朝読書会に参加する。各人が愛読書を持ち寄るが、
「線引きと書き込みが多すぎて、他の方に読んでもらいたくてもお貸しできません」と苦
笑する。

ナポレオン・ヒル著 / 
田中孝顕訳
（新装版）　
きこ書房  906B

ティエン・ツォ／ゲイブ・ワイザ－ト著
ダイヤモンド社 741Ｂ

『サブスクリプション』

 あらゆる業種でサブスクリプ
ション（継続課金）シフトが加速
しており、急成長をとげている。
その全貌と導入ガイドをこの分
野の世界No.1企業Zuoraの創
業者兼CEOが明らかにする。

東京大学卒業。2008年に株式会社紀伊國屋書店入社。
2017年よりKINOKUIYA BOOKSTORES THAILANDへ出向。

KINOKUNIYA BOOKSTORES THAILAND
中林亜紀＝文

Supported by

伊勢丹 ６階
10:３0～22：00
TEL: 02-255-9834
EmQuartier ３階
10:00～22:00
TEL: 02-003-6507
www.kinokuniya.com/th/

B o o k  R e v i e w

『大人の語彙力ノ－ト　どっちが正しい？編』を、抽選で１名様にプレゼント！
1．住所（郵便番号までご記載ください）    2．氏名    3. 年齢　4. 勤務地    5．携帯電話番号　6．ArayZを入手した場所    
7．感想、今後読みたい企画や情報など、 以上に件名を “書籍プレゼント希望”と明記の上、gdm-info@gdm-asia.comまで

『メモの魔力』

 いま最も注目される起業家に
よる渾身のメモ術。誰にでもでき
るけど、誰もまだ、その魔力に気
付いてない「本当のメモの世界」
を紹介。付録に自分を知るため
の「自己分析1000問」を収録。

前田裕二著
幻冬舎 576Ｂ

『０才から100才まで学び続けな  
くてはならない時代を生きる学ぶ
人と育てる人のための教科書』
 現代の論客といわれるメディ
アアーティストが、平易な文
章で親子で一緒に読めるよう
に作った「新しい学び方」の
教科書。「人生100年時代」
の学び方のヒントがわかる。

落合陽一著
小学館 535Ｂ

 30万部突破の『大人の語
彙力ノート』待望の続編。  
 シチュエーション別や語彙力
を増やすメソッドにのっとったク
イズ形式でより楽しく実践的に
語彙を増やせる一冊。

『大人の語彙力ノ－ト
どっちが正しい？編』

齋藤孝著
SBクリエイティブ 535Ｂ

（１月号の続き）
 ユニオンスクエアで活動する女性。週に何日くらいこうやっ
て活動しているんだろう。「週３日で、11時から17時の間かしら」
と、季節によるが平均週300ドルほど稼ぐらしい。他に仕事は
しておらず、これで生計を立てているという。
 この仕事を始めたきっかけは、「小さい時からアートを作って
いたのよね。自作のアートを路上で売ることができるようになる
のが私の夢だったの。鳩とネズミが大好きだからこのアイディ
アを思いついたのよ」。
 将来に対する不安や心配はないのだろうか。「特にないわね。
それよりも次に何をやろうかということにいつもエキサイトしてい
るわよ」という答えが返ってきた。
 お金より大切なものってナニ？と聞いてみると、「自分の幸せ
と家族、鳩を助けて守ってあげること、芸術、健康など、全てが
お金より大切よ。ほんの一例だけど言い出したらキリがないわ

A r t

路上に溢れる可能性

中野陽介 1987年福岡生まれ。19歳で渡米、Los Angeles City 
College卒業。23歳で岡本太郎著「今日の芸術」で芸術使命
に目覚める。24歳で渡タイ、バンコクでサラリーマンと芸術家の
2足のわらじ生活を3年間送る。28歳で１年間に22ヵ国を巡る
世界一周旅を敢行。芸術入門サイト（art-geijutsu.com）は20
万アクセス突破。現在は、原宿で無料絵画の路上ワークを週末
の日課としている。「世界の路上ワーカー（仮）」19年3月出版予
定。HP: yosukenakano.com  Instagram: @yosukenakano

ね」と独自の価値観を語る。
 何か信じているものとかってある？と聞くと、「私はそうゆうもの
には関しては自然主義的な無神論者なの。愛とエネルギーの力
は信じているわ。そして私たちが今ここに存在する理由は、人生
という大舞台を通じて、私たち人間同士がお互いより良くなって
いくことを学ぶためだということを信じているわ」。　
 路上デビューする。ただそれだけのことだけど、そこまでの道の
りは意外と長く、容易ではない。勇気がいる。確信がいる。路上
で活動する人々の魂の中にはいつも強い意志がある。

17 【アート経済】「鳩を創る芸術家②」
 （アメリカ / ニューヨーク）

高品質の会計監査を中心として
会計・税務一般に関する
「会計サービス」を提供いたします。

GLAS HAUS BUILDING、LEVEL P (PENTHOUSE), 
ROOM 1709、P01 1 SUKHUMVIT 25, SUKHUMVIT RD. 
NORTH KLONGTOEY, WATTANA, BANGKOK
http://www.proudinpro.co.th/jp
092-278-9656（タイ語、英語　担当：サンサニー）
093-639-4668（日本語　担当：篠木）
yusuke@proudinpro.co.th

タイ・日本の公認会計士が共同設立の会計事務所

プラウド・イン・プロ

公認会計士4名（タイ人 3名、日本人 1名）
いずれも監査経験10年以上

（監査補助者は5年以上）

タイ証券取引所（SEC）認定会計士

アセアン公認会計士

システム監査技術者（日本）

「会計サービス」「会計サービス」

5859
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おいしさ広がる！ サッポロ樽生
乾杯をもっとおいしく

■ スクンビット北側
 El Gaucho スクンビット19 店
 銀座 しゃぶ天
 武蔵屋
 博多うま馬 アソーク店
 生そば あずま スクンビット33 店
 焼肉 あずま  
 北海道炉端 原始焼（1号店）
 刀 ShabuShabu
 Le Cochon Blanc  
 あぶり 石田
 花かるた スクンビット39 店 
 肉亭あらた 
 銀竜 焼肉研究所 
 寿司十番
 蕎麦十番
 囲炉裏十番
 Shinsen Fish Market 
 Vivien's Secret
 Yoshi Bar NEW

■ スクンビット南側
 Banjoo BBQ
 地鶏料理けん
 北海道レストラン 原始焼（2号店）
 喜多郎寿し スクンビット店
 喜多郎寿し 日本街店 
 Munich BBQ & Beer Warehouse
 築地青空三代目
 CHARM

■ サイアム～プルンチット
 The Okura Prestige Bangkok
 山里
 Abelle Cafe
 飛躍
 Witch’s Oyster Bar & Restaurant
 寿司森 ゲイソンタワー店

■ エカマイ～オンヌット
 濱岡
 一味膳
 北海道レストラン原始焼釜飯（3号店）  
 Jingi 

■ その他バンコク都内
 Jizo Izakaya
 Gohan  Central Festival Eastville
 Gohan The Promenade
 Magokoro Sushi Bar
 Sousaku
 Rin Bar 
 Sasori Izakaya  
 All Six to Twelve x Enroute  
 Buruma Cafe-Bistro 
 ふくみみ焼き鳥
 WAGYUISM NEW 
  
■ バンコク近郊
 Addicted Café & Carwash
 日本亭 アマタナコン店
 日本亭 シラチャ店
 日本亭 J-Park 店
 SEA SALT
 

■ トンロー
 居酒屋 兄貴
 日本料理 葉隠
 鮨忠 別館トンロー店
 Kenji’s Lab
 かき小屋 勝浦水産
 El Gaucho トンロー店
 Beer Belly
 Sapporo Bar  
 そば切り 五の字  
 喜多郎寿し トンロー店
 居酒屋 にいがた 
 TEPPAN by uomura
 大の樹  
 割烹 ひょうたん
 刀 トンロー店
 肉割烹 
 しゃかリッチ
 行くぜ トンロー 55 NEW    

■ サトーン～シーロム
 花かるた サトーン店
 寿司森 サトーンスクエア店
 DEAN & DELUCA 
　　　マハナコーンキューブ店   
 生そば あずま タニヤ店 
 Abelle Bar and Bistro
 水琴
 はなび屋  
 博多うま馬 スリウォン店
 Charm Shabu & Donburi
 Respecton Vol.1
 Koken Sushi & Dining Bar NEW
 北海道原始焼 シーロム (4号店)  NEW

サッポロビールをはじめ、日本酒や焼酎、リキュールなど、
30 蔵を超える日本のお酒の専門ショップです。日本語対
応可能なスタッフが、皆様のご来店をお待ちしております。

SAKE FOREST ＠ Rain Hill
Rain Hill 2F（スクンビット ソイ47）
02-258-4975 / sakeforest@gmail.com

Sole distributor in Thailand SCS Trading Co., Ltd.
02-530-2648 / infoscsbkk@gmail.com

和酒専門店 "SAKE FOREST"和酒専門店 "SAKE FOREST"



 Meatliciousは、アルゼンチン産から和牛オリンピックでチャンピオンを獲得した九州産まで、世

界中から取り寄せた高品質の牛肉をご用意しております。また、今後も最高の牛肉を探し求め、お

客様に提供し続けます。

 メキシコ、ホンジュラスとベネズエラ出身の3人のシェフが織りなす、炭火で仕上げた本場のラテ

ン料理をぜひご体験ください。




